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    ＣＨＡＲＡＣＴＥＲ


    



    遠見啓介［とおみ・けいすけ］


    主人公。高校二年生。


    



    アリッサ＝クラノ＝ストーリング＝ライト


    《方舟》からやってきた飛行少女。友月家に居候いそうろう中。


    



    友月未由［ともづき・みゆ］


    友月財ざい閥ばつ当主候補。


    



    朝ノ宮陽名［あさのみや・ひな］


    啓介のクラスメイト。自称・占い師。


    



    ツグミ


    啓介のクラスメイト。読心能力を持っている。


    



    倉野英里香［くらの・えりか］


    アリッサの弟子になった小学生。


    



    倉野正行［くらの・まさゆき］


    霊的治安維持部特別対策室美み傘かさ市支部長。またの名をマキビシマン。


    



    ウルト＝クラノ＝ストーリング


    《方舟》の主・ヒースの娘。三姉妹の長女。


    



    スーラ＝クラノ＝ストーリング＝ミルキーウェイ


    三姉妹の三女。


    



    ヴェル＝クラノ＝ストーリング


    三姉妹の次女。アリッサの母親。


    



    ホリィ＝ライト


    高次元存在《求めし愚者》。アリッサの父親。
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     序章


    



    来ないで、来ないで、来ないで下さい。


    楔くさびが穿うがたれたこの道は行き止まり。


    世界はとっくの昔に滅びていて、千年前に死んでいます。


    だから後は、終わるだけ。


    ここまで来たら、消えるだけ。


    無理だろうけど、立ち止まることは無理だろうけれど。


    私はあなたに──〝再会〟したく、ないんです。


    



    
      ＊

    


    



    　──音。鼓膜を揺らす、ささやかな空気の震ふるえ。


    　その波紋は僕の内側へ静かに柔らかく浸透し、深く沈んでいた意識を揺らす。


    　眠りの世界が、消える。幻の景色と虚うつろな声が遠ざかり、記憶の中から零こぼれ落ちる。


    　何か夢を見ていたはずなのだが、もう思い出せない。


    　瞼まぶたの向こう側に光を感じた。思考が動き始めて、音の正体を認識した。


    　窓の外……たぶんベランダの手すりで雀すずめが鳴いている。目覚ましが鳴ったわけではない。まだ早朝だろう。もう少し、寝てもいいはずだ。今日は土曜日で学校は休みなのだから。


    　全身に纏まとわり付く倦けん怠たい感かんと意識を霞かすませる眠気に身を任せ、再び夢の中へ旅立とうとする。もう一度眠れば、夢の続きを見られるかもしれない。今度は覚えていられるかもしれない。


    　何となく、僕は記憶から抜け落ちてしまった夢のことが気になっていた。だが──。


    「んぅ……」


    　耳元を小さな吐息がくすぐる。頭がクラクラするようないい香りが鼻び腔こうを撫なでる。すぐ傍そばにある柔らかな体温に気付く。


    　一瞬で眠気が吹き飛び、瞼を開き、左を向く。鼻先が触れそうな距離に、金色の髪に縁取られた少女の寝顔があった。寝起きの頭でも彼女が誰かは理解できる。アリッサ＝クラノ＝ストーリング＝ライト。すごく強くて優しい魔術師の女の子。僕にとって、とても大事な人。


    「んんー……ケースケぇ……何やってるのよ、もぅ……」


    　寝言で僕の名前を呟つぶやきながら、もぞもぞと体を寄せてくるアリッサ。唇くちびるが触れてしまいそうなほど顔が接近してきて、僕は慌てて反対側へ顔を向けた。


    「っ!?」


    　けれど僕の右隣にもよく知っている少女の顔があって、息を呑のむ。


    　すーすーと可愛かわいい寝息を立てて眠っているのは、友とも月づき未み由ゆ。肩までの黒髪と陶磁器のような白い肌、そして整った顔立ち。精せい緻ちな人形に似た美しさを持つ少女。そして僕が絶対に、失いたくない人。


    「むぅ……啓けい介すけくん、いい加減にしないと……逆さまにしちゃう、よ……」


    　何やら物騒な寝言を口にして、未み由ゆも僕の方へ顔を寄せてくる。


    　これは──マズい。寝起きにこの状況は危険すぎる。男にはどうにもならない生理現象というものがあるのだ。


    　僕はそっと、二人を起こさないようにベッドから降りる。こんな状況で二度寝などできないし、二人が目覚めるまでに〝色々と〟落ち着かなければ気まずい思いをすることになる。


    　布ふ団とんの外は肌寒い。さすがにもう十一月だけあって、冬が間近に迫っているのを感じる。僕はアリッサと未由に掛け布団を肩まで被かぶせた後、冬用の部屋着として使っている厚手のジャージをタンスから引っ張りだして袖そでを通す。


    　冷気に触れたおかげで、意識は完全に覚かく醒せいした。僕は深呼吸をしてから、布団に包くるまった二人を眺める。


    　アリッサと未由。僕が間違いながらも、歪ゆがんでいると理解しつつも、一緒に歩んでいくことを決めた少女。必ず幸せにすると、摑つかんだ手を決して離さないと誓った人。


    　どうして彼女たちが僕の部屋に──それも同じベッドで寝ていたのか考える。


    　記憶はすぐに繫つながった。そうだ、昨日の晩にいきなりアリッサと未由がパジャマ姿で押しかけてきたのだ。それで一緒に寝ることになり──そのまま眠った。


    　特にやましいことはしていない。本能に負けて軽率なことはしていない。


    　それを思い出して、僕は安あん堵どの息を吐つく。何もしないことが別に〝正しい〟と思っているわけじゃない。ただ、僕が……僕らが選んだ道は、何も考えず適当に歩いていけるようなものではない。だから一歩を踏み出すときには、決意と覚悟と選択が必要になる。それなしで先へ進むことは絶対に〝間違い〟なのだ。


    「……ううーん」


    　アリッサが小さく呻うなって寝返りを打ち、未由の方に転がる。そのままもぞもぞと布団の中に潜り込み、未由の胸元に顔を埋うずめるアリッサ。


    「…………」


    　その光景を羨うらやましげに見ている自分に気付き、僕は慌てて頭を振った。二人の様子を眺めていたら、いつまで経っても平常心に戻れない。


    　僕は二人から意識を逸そらすため、勉強机の椅い子すに座ってノートパソコンを起動させた。目覚ましが鳴るまで、ネットで時間を潰つぶすことにする。


    　この部屋にはテレビがなく、新聞もとっていない。だから僕にとって世の中の出来事を知ることのできる唯一の手段がこのパソコンだ。ブックマークしてあるいくつかのニュースサイトを巡って、最近起こった事件に目を通す。


    　政治家の汚職や失言、芸能人のスキャンダル──そんな代わり映えのしないニュースの中に、一つ異色なものを見つけた。


    「……世界滅亡、ね」


    　胡う散さん臭くさいタイトルに、僕は呆あきれる。それは地球に巨大隕いん石せきが落ちるかもしれない、という内容のニュースだった。詳細を読んでみる。どうやら太陽系に侵入して重力に捕まり、楕だ円えん軌道を描いていた隕石と地球が交差する可能性があるらしい。本当だとすれば大変なことだ。けれど僕は慌てることなく、他のサイトで類似の記事を探す。


    　このようなニュースは異色ではあっても、決して珍しいものではない。大抵はどこかの誰かがことを大げさに取り上げているだけなのだ。案の定、別のサイトの記事では〝隕石が地球に近づく軌道を取ってはいるが、衝突確率はほぼ０％〟という注釈がついていた。


    「ほぼ０％の危機……か」


    　それはたぶん、交通事故に遭う可能性よりも低い確率だろう。つまり日常生活の方がよほど危険というわけだ。こんなの気にするだけ時間の無駄だ。隕石落下を心配して空を見上げるくらいならば、前を向いて曲がり角での左右確認を徹底するべきだと思う。その方がよほど生存確率を上げられる。


    　けれど──人はどうしても〝滅亡〟という言葉に引きつけられるようだ。いろんなサイトを巡回していると、異様なほど隕石の話題を多く見かけた。


    　そんなにも〝終わりたい〟のか、それとも〝終わらせてほしい〟のか。隕石の衝突を願うような声もちらほらある。


    　その話題を辿たどっていくと隕石よりも根拠のないオカルトじみた終末の予言などもあった。どこかの古代文明の暦によれば……というありがちで眉まゆ唾つば物ものの内容だ。なのに、そんなものを信じようとする人間もいる。


    　気持ちが分からない──とは言わない。僕だって昔、アリッサと出会う前……由ゆ衣いを、家族を失った絶望に囚とらわれていた頃は、何もかもが終わってくれるのをただ待っていたような気もする。


    　でも、今は違う。


    　ディスプレイから視線を外はずし、振り返る。眠る二人の少女をじっと見つめる。


    　僕は終わらないことを祈っている。この日常が続いてほしいと心から願っている。


    　それはきっと、今の僕が幸せだからだ。


    　我われながら自分勝手だなと苦笑する。不幸だと変化を欲し、幸せだと停滞を望むなんて、あまりに現金だ。


    　けれど──僕らはそんなふうにしか生きられない。人間は誰もが幸せになりたいと願っているのだから。戦いというのはそんな人間の本質が最も現れる場だ。僕は何度も、何度も戦い、自分の幸せを守るために他人の願いを打ち砕いてきた。それは謝っても反省しても許されることではない。だからそれら全ての責任を背負ったうえで、この幸せな日常を続けていく。それだけが今、僕にできること。


    　ピピピピピピピ！


    　携帯電話にセットしてあった目覚ましアラームが部屋に鳴り響く。呻うなり声を上げ、目覚めるアリッサと未み由ゆ。僕はアラームを止めてから、二人に言う。一日の始まりと、今日が日常の一部であることを示す言葉を。


    「──おはよう」


    



    
      ＊

    


    



    　しかし……その時、僕はまだ知らなかった。


    　この幸せな日常から、とても大切なものが零こぼれ落ちていることを。


    　とっくの昔に、たぶん最初から、僕たちは〝それ〟を手にしていなかったことを。


    　その事実を〝彼女〟から聞かされた時、僕は──。
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     第一章　白い吐息と淡い微笑み


    



    
      １

    


    



    　薄く、長い雲が流れる、広い空。その色は夏の鮮やかな青よりも少し優しい水色。吹き渡る風は肌寒いが、体の芯しんまで染み入ってくる冷たさはない。


    　僕はジーパンに長なが袖そでシャツという普段着の上に、秋用の薄いジャケットを羽織って山際の道を歩く。街の西端であるこの場所は人通りがなく、車もほとんど通らないので、ゆっくり景色を眺められる。紅葉した木々と常緑樹が入り交じる山々は、赤と黄と緑の斑まだら模様に染まっていた。


    　やがて山の麓ふもとに鳥居が見えてくる。そこが僕の目的地。その名は遠とお見み神社。僕の妹、遠見由ゆ衣いを祀まつる、この街唯一の神の社やしろだ。


    　僕はポケットから携帯を取り出して時間を確認する。現在、朝の九時四十分。約束は十時なので、少し早すぎたかもしれない。


    　今日、僕は友人──いや〝仲間〟たちと遠見神社で待ち合わせをしていた。提案したのはアリッサだ。ある少女を皆に紹介したいらしい。


    　それはつい最近、アリッサの弟子になった小学生の女の子。僕は一度会っているが……そういえば名前はまだ知らない。彼女にとっても僕は〝アリッサと一緒にいた男の人〟という程度の認識だろう。


    　……もしあの子だけ先に来ていたら、ちょっと気まずいな。


    　アリッサと未み由ゆは僕の部屋で一緒に朝食を食べた後、ベランダから転移魔術を使って屋敷へ戻った。とは言え、女の子は色々と支し度たくに準備がかかるものだと思うので、僕より早く来ている可能性は低いだろう。


    　僕は神社の傍そばまで来ると、鳥居の柱に身を隠して中の様子を窺うかがう。鳥居の向こうに見えるのは山頂へと伸びる長い石段。神社の本殿はこの上にあるのだ。そしてその石段に小柄な少女が腰かけていた。


    　一瞬、例の女の子かと思ったが、よく見れば違う。小学生かと思うほど背丈は低く、幼い容姿だが、彼女はれっきとした僕のクラスメイト。名前は朝あさノの宮みや陽ひ名な。彼女──陽名ちゃんは色素の薄いウェーブがかった長い髪を風に揺らして、ぼうっと空を見上げていた。


    　どこか物もの憂うげな雰囲気だ。陽名ちゃんは様々な事象を見通せる特別な目を持っている〝占い師〟なのだが、僕が来たことにもまだ気付いていないらしい。普段ならどこにいてもすぐ見つけられてしまうのに。


    　僕は鳥居を潜くぐって、陽名ちゃんの元へ向かう。特に足音を殺したりはしなかったのだが、すぐ傍まで近づいても陽名ちゃんは空を見上げたままだ。


    「陽名ちゃん、おはよー」


    　仕方なく、顔の前で手を振ってみる。すると陽ひ名なちゃんは驚いた表情を浮かべて目をぱちくりさせた。


    「け、啓けい介すけさん？　び、びっくりさせないでください。こっそり忍び寄ってくるなんて……いじわるです」


    　頰ほおを膨ふくらませ、僕に抗議する陽名ちゃん。


    「いや、別に忍び寄ったりしてないって。真っ直すぐ、真ん前から歩いて近づいたよ」


    「……ホントですか？」


    「僕が陽名ちゃんにいじわるなんて……そんな命知らずなこと、するわけないだろ？」


    　その言葉を聞いて陽名ちゃんは肩から力を抜き、苦笑を浮かべる。


    「そうですね……いじわるはわたくしが啓介さんにするものでした。それがわたくしたちの約束──いえ、契約でしたよね」


    　昔を思い出すように、どこか遠い目で陽名ちゃんは言う。そう、僕と陽名ちゃんの間には一つの取り決めがあった。それは陽名ちゃんからのいじわるを〝一生〟受け止め続けること。いじわるというのは陽名ちゃんにとって、最も優しい復ふく讐しゆうだ。


    　僕はかつて、彼女の大切な人を滅ぼした。陽名ちゃんにとって兄のような存在だった人物を、僕が奪った。この日常に辿たどり着くまで繰り返した戦い──その中で背負った最も重い責任の一つ。


    　ゆえに僕と陽名ちゃんの関係は、どこかちぐはぐで危あやうい。陽名ちゃんは僕を恨うらみながらも、同時に自分の欠落を埋めるために依存している。以前、陽名ちゃん自身の口からそう聞いた。そして僕も陽名ちゃんにいじわるをされることで、どこか安心感を覚えている。僕もきっと、自分の中にある負い目や罪の意識を薄めるため、彼女に依存しているのだろう。


    　けれどそんな歪いびつな関係も、繰り返せば、ずっと続けていけば〝日常〟になる。自分たちの関係性をわざわざ確認することも、最近はなくなっていた。


    　だから違和感がある。少し様子がおかしいと思う。陽名ちゃんの表情にはどこか翳かげりがあるように見えた。


    「陽名ちゃん、どうしたんだ？　何か元気がないような気がするけど」


    　少し迷いながらも、軽い調子を装って問いかける。


    「……別に何でもないのです。わたくしは……とっても元気ですよ」


    「そんな張りのない声で言われても、全然説得力ないな」


    「昨夜は夢見が悪くて……少し寝不足なだけです」


    　わざとらしく欠伸あくびをしてみせる陽名ちゃん。とても噓うそ臭くさい。恐らくもう追及しないでくれという意思表示だろう。


    「まあ、そういうことなら別にいいけど……ただ、もしも何か悩み事があるなら力になるから」


    　一応そう言っておく。これは社交辞令ではなく僕の本心だ。陽名ちゃんが困っているなら助けたいし、陽ひ名なちゃんが頼むならどんなことでもする。僕は当たり前のようにそう考えている。


    　どうしてか？　そう問われても僕はたぶん答えられない。


    　彼女に対しての大きな負い目、これまで何度も助けてもらった借り、長い時間を共有したことによる親しみ、どれも正解のようで間違っている気がする。ただ朝あさノの宮みや陽名という女の子が、アリッサや未み由ゆとは違う意味で〝特別〟なのは確かだった。


    「啓けい介すけさん、あまりそういうことを軽々しく言わない方がいいですよ？　特に女の子には」


    　けれど陽名ちゃんはどこか責めるような眼まな差ざしを僕に向ける。


    「どうしてだ？」


    　意味が分からず問い返すと、陽名ちゃんは呆あきれたように息を吐く。


    「……大抵の女の子は、いつでも何かしらのことで悩んでいるものなのですよ。そして一番多いのは、たぶん──恋の悩みです」


    「こ、恋？」


    「はいです。啓介さんは責任を持ってそんな悩みを解決してくれるのですか？」


    　悪いた戯ずらっぽく微ほほ笑えんで、陽名ちゃんが僕を上目遣いで見る。


    「う……それはその……難しい、かも」


    「だったら、やたらと乙女おとめの事情を詮せん索さくしないことです。取り返しのつかないことになっても知らないですよ？」


    「わ、分かった……」


    　狼ろう狽ばいする僕を眺めて、陽名ちゃんは面白そうに笑う。色々ごまかされてしまった気もするが、いつもの陽名ちゃんが少し戻ったように思えて安心する。


    「けど、お気持ちは嬉うれしかったです。ありがとうございます。そうだ啓介さん、わたくしを心配してくれるなら、一つだけお願いを聞いてもらってもいいですか？　それをしてもらったら、きっと寝不足で低いテンションも最高潮になること間違いなしです！」


    　座っていた石段から腰を上げ、僕の手を握る陽名ちゃん。石段の上に立っているので普段より顔が近い。間近から見つめられて僕は「ああ、もちろん」と頷うなずいてしまう。


    「ではでは、ここにしゃがんで──あ、やっぱり石段に座ってもらった方が良さそうですね」


    　陽名ちゃんに手を引っ張られ、言われるまま石段に腰を下ろす。すると陽名ちゃんは軽い足取りで石段を上り、僕の背後へ回った。


    「啓介さん、じっとしていてくださいです」


    　僕の頭頂部に両手を置き、そのまま僕の肩へ飛び乗ってくる陽名ちゃん。首が白く柔らかな太ももに挟まれて、僕は慌てる。


    「ちょっ、何を──」


    「何って肩車なのですよ。ほらほら、早く支えてください。バランスが取れなくて落ちちゃいそうです」


    　ぐらぐらと不安定な状態の陽ひ名なちゃんは僕の頭にしがみつきながら言う。僕は戸惑いながらも陽名ちゃんの細い両足を摑つかんで支えた。


    「おおー、安定しました。これで準備はばっちりですね。啓けい介すけさん、すたんどあっぷです！」


    　ぽんぽんと僕の頭を軽く叩たたく陽名ちゃん。何だか文句を言う気も失うせて、僕は素直に命令通り立ち上がった。陽名ちゃんの体重は見た目以上に軽い。バランスさえ崩さなければ、足元がふらつくこともなさそうだった。


    「わあっ、やっぱり高いです！　すごいです、地面が遠いのです！」


    　前言の通り、ハイテンションになった陽名ちゃんは歓声を上げる。首筋に感じる太ももの感触と体温はできるだけ考えないようにして、僕は口を開いた。


    「そんなに肩車が好きなのか？」


    「うーん、好きというよりは憧れていたという感じですね。わたくしにとってはこれが初体験なんですよ。ずっと、ずっと前から──一度でいいから、してもらいたかったことなのです」


    　陽名ちゃんの声こわ音ねには遠い過去を振り返るような響きがあった。ふと考える。きっと陽名ちゃんが本当に肩車をしてもらいたかった人物は僕じゃないのだろうと。


    「……こんな肩車じゃ物足りなくないか？　僕はそんなに身長が高い方じゃないし」


    　だから、ついそんなことを聞いてしまう。けれど陽名ちゃんは僕の頭に額を当てて、首を横に振る動きを伝えてくる。


    「いいえ、これで十分満足ですよ。今わたくしは啓介さんの目線で景色が見れて、とっても嬉うれしいです」


    「……そっか」


    　気を使ってくれたのかもしれないが、そう言われて悪い気はしなかった。照れ臭くて少し頰ほおが痒かゆい。


    「啓介さん、せっかくだから歩いてみてくださいです」


    「了解」


    　僕は頷うなずき、鳥居と石段の間にある十メートル四方のスペースを歩き回る。


    「わわ、結構揺れるです」


    　陽名ちゃんは最初驚いて僕の頭にしがみついたが、しばらくすると慣れたのか落ちてくる木の葉や低い木の枝に手を伸ばすようになった。


    　ちょっと悪いた戯ずら心ごころを出して軽く走り出してみると、陽名ちゃんは楽しそうな悲鳴を上げる。


    「きゃーっ！　とっても速いです！」


    　僕も何だか妙に楽しくなってきて、一緒になって笑う。だが夢中になってしまったのがまずかったのだろう。陽名ちゃんを肩車して、ぐるぐると走り回っていた僕は、ふと鳥居の外から伸びる影があることに気付く。


    　ぴたっと足を止め、恐る恐る顔をそちらへ向ける。するとそこには既に勢せい揃ぞろいした仲間たちの姿があった。アリッサ、未み由ゆ、クラスメイトの冬ふゆ上がみ、後輩のツグミ、悪友の山やま崎ざき、宮みや島じま──皆、ドン引きした表情で僕を見ている。陽ひ名なちゃんと一緒になって「あはははははは」と笑っていた僕のことを眺めている。


    　彼らの中央には、膝ひざぐらいまで髪を長く伸ばした幼い女の子が立っていた。その顔は知っている。彼女がアリッサの弟子である魔術師見習いの少女だ。


    「えっと……その、楽しそうなお兄さんですね」


    　空気が凍りついた空間に、彼女の気を遣った台詞せりふが虚むなしく響く。だがそんな気配りをしてくれた彼女に、余計なことを吹き込む人物がいた。長い黒髪を靡なびかせ、前に歩み出てきたのは可愛かわいいというよりも綺き麗れいという言葉が似合うスタイル抜群の美少女──冬上雪ゆき絵え。冬上は僕を指差して告げる。


    「騙だまされないで、油断しちゃダメよ。あの人──遠とお見みくんはロリコンだから」


    「違うっ！」


    　僕は即つっこむが、アリッサの弟子は警戒するように一歩後ろへ下がった。これ以上ない最悪な再会だ。深い溜ため息いきを吐ついた僕の耳元で陽名ちゃんが囁ささやく。


    「ふふ──わたくしは啓けい介すけさんのストライクゾーンなのですか？」


    　笑みを含んだ陽名ちゃんの声を聞いて僕は理解する。


    「……皆が来ていること、気付いていただろ？」
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    「さあ、どうでしょうー」


    　空そら々ぞらしくとぼける陽ひ名なちゃん。本当に彼女は──いじわるだ。


    



    
      ２

    


    



    　石段の三段目に上り、アリッサが僕らを見下ろす。そして彼女の弟子になった女の子も隣に並ぶ。僕らは石段の下に集まって、彼女たちを見上げた。


    　約束の時間より多少早いが、既にメンバーが全員揃そろっているのでアリッサは弟子の紹介を始めることにしたらしい。


    　陽名ちゃんを肩車していた件について触れたのは結局冬ふゆ上がみだけで、他の皆には綺き麗れいにスルーされた。たぶんアリッサと未み由ゆは静かに怒っている……あとが怖い。山やま崎ざきと宮みや島じまは弄いじることも躊躇ためらわれるほど気まずかったのか、視線を合わせてくれない。ツグミに関しては何な故ぜか陽名ちゃんの方を睨にらんでいる。そして僕の隣に立つ陽名ちゃんはそ知らぬ顔でツグミの視線を受け流していた。


    　そんな微妙な空気が漂う中、アリッサは弟子の少女を示して口を開く。


    「えっと、この子はあたしの弟子になったクラノエリカよ。魔術の訓練は神社ですることにしたから、これから皆とも会う機会が多くなると思う。仲良くしてくれたら嬉うれしいわ」


    「──え？」


    　僕は思わず声を漏らす。それほどまでに驚いたのだ。何故なら僕はその名を、耳にしたことがあったから。


    　呆ぼう然ぜんとしていると、隣の陽名ちゃんが手を挙げて発言する。


    「もしかして……倉くら野の正まさ行ゆきさんと何か関係がある方なのですか？」


    　そう、僕と陽名ちゃんは半月ほど前に倉野正行という人物と出会っている。サングラスとマスクで顔を隠したうえに忍者のコスプレまでしている姿は不審者そのものだったが、その正体は外見以上に謎なぞめいていた。


    　何しろこの遠とお見み神社を由ゆ衣いの社やしろとして再建したのが、他ならぬ倉野正行なのだ。さらに彼は街の霊的治安維持を担っている組織の責任者でもあるらしい。


    　陽名ちゃんにはまだ言っていなかったが、数日前僕は彼に再会し、エリカという娘がいるということを聞いていた。だからたぶん──。


    「はい。倉野正行は私、倉野英え里り香かの父です。父様をご存知なんですね。どこでお知り合いになられたんですか？」


    　アリッサの弟子──英里香は、小学生とは思えないほど大人びた口調で陽名ちゃんに訊たずねる。


    「それは……ちょっと困っていた時に助けてもらったというか……そんな感じなのです」


    　本当のことを言うとややこしいことになると判断したのか、陽名ちゃんは適当に噓うその返事をする。だがそれを聞いた英え里り香かは予想外の反応を示した。


    「本当ですか!?　やっぱり父様は、本当に正義の味方なんですね……」


    　手の平を合わせて感激した様子の英里香。どうやら彼女は父に憧しよう憬けいを抱いだいているらしい。


    　そういえば倉くら野の正まさ行ゆきはこの街を守るヒーローだと自称していた。僕たち〝子供にとっては〟そういう存在なのだと。


    　その言葉を英里香にも言っていたとすれば、彼女がそれを真に受けている可能性もある。


    　確か英里香は街を守るために魔術を欲しているとアリッサから聞いた。その辺りの事情に、もしかしたら倉野正行が絡んでいるのかもしれない。


    　いや──最悪、全てが倉野正行に仕組まれている恐れも……。


    「あ、あの、私……何か気に障さわることを言いましたか？　怒って……ますか？」


    　英里香が僕を見て、少し怯おびえた様子で問いかけてくる。考え事をしながら英里香を凝ぎよう視ししていたので、睨にらんでいると思われたらしい。彼女の不安げな表情は年相応のもので、何かを企たくらんでいるようには見えない。何よりアリッサが弟子と認めたのだから、少なくとも彼女は悪い人間ではないと思う。


    　僕は彼女を安心させるために急いで笑顔を作り、言い繕つくろう。


    「い、いや、怒ってなんかないって。じっと見ていたのは、その……長い髪だなーって気になってさ」


    「あ、この髪は私の家のしきたりで、生まれた時からずっと伸ばしていて……十五歳になるまで前髪以外は勝手に切っちゃダメで……」


    　僕の適当な言い訳に対し、ぎこちなく説明を返す英里香。


    「そうなのか、それだけ長いと色々大変そうだな」


    「あ、はい。洗うのも、結ゆうのも面倒だし、何より首が疲れます」


    　英里香はそう言って、初めて小さく笑った。少し緊張感が緩ゆるんで、僕は内心ほっとする。


    「はは──けど、その髪すごく綺き麗れいだし、面倒くさくても毎日きちんと手入れしてるんだな」


    「き、綺麗……ですか。ありがとうございます……」


    　ちょっと照れたように微ほほ笑えむ英里香。だが冬ふゆ上がみが離れたところから「ロリコンよー、気をつけてー」と小さく野次を飛ばすと、はっとした顔で表情を硬くする。


    　僕は肩を落とし、訂正ついでに自己紹介をすることにした。


    「……頼むから冬上の言うことを信じないでくれ。僕は遠とお見み啓けい介すけ。別にロリコンでも魔術師でもない、普通の高校生だ」


    　本当ですか？　という顔でアリッサを見る英里香。


    「大丈夫よ、安心して。ケースケはエリカに変なことしようとする人じゃないから」


    「分かりました。お師匠様がそう言うなら、いい人なんですね」


    　アリッサの言葉を聞いて、英里香は僕の前にやってくる。


    「……失礼な態度を取ってしまって、ごめんなさい。啓けい介すけお兄さん、これからよろしくお願いします」


    　差し出される小さい手の平。僕は苦笑を浮かべてその手を握り返す。何とか誤解は解けたらしい。


    「ああ、よろしく。英え里り香かちゃん……いや、英里香さん……の方がいいか」


    　大人びた雰囲気の彼女を〝ちゃん〟づけで呼ぶのは少し抵抗があり、僕はそう言う。だが英里香は慌てた様子で手を顔の前で振った。


    「そ、そんな〝ちゃん〟づけでいいですよ！　もしくは呼び捨てでお願いします」


    「……わ、分かった。じゃあ──英里香って呼ばせてもらう」


    「はい！　そうしてください」


    　安あん堵どの息を吐ついて、頷うなずく英里香。どうも人から気を遣われることに慣れていないようだ。身に染みついているふうの丁てい寧ねいな言葉遣いのことも考えると、英里香は年上の人間ばかりがいる環境で育ったのかもしれない。


    　英里香は僕に続いて、皆とも自己紹介を交わしていく。


    「私は友とも月づき未み由ゆ。未由でいいよ。よろしくね、英里香ちゃん」


    　中腰になって目線を合わせ、手を握る未由。


    「朝あさノの宮みや陽ひ名なです。よろしくです。こう見えても高校生なのですよ？　陽名って呼んでくださいです」


    　ほとんど背丈の変わらない陽名ちゃんは、笑いながらそう言った。


    「冬ふゆ上がみ雪ゆき絵えよ、よろしく。アリッサさんはああ言ったけど、私は適当なことを口にしたつもりはないわよ？　遠とお見みくんは生きつ粋すいのシスコンなんだから、ロリコンでもある可能性は高いわ」


    　また余計なことを英里香の耳元で囁ささやく冬上。


    「山やま崎ざき勉つとむだ、よろしくな。俺は基本、巨乳好きだから安心してくれ！　普通に山崎って呼んでくれていいぜ」


    　眼鏡めがねをかけた一見知的に見える少年、山崎の宣言に曖あい昧まいな笑顔を返す英里香。まあ今の言動で本当は馬鹿であるということは伝わっただろう。


    「俺は宮みや島じま通とおる。よろしくー。別に〝お兄さん〟とかつけなくていいからな。ちなみに俺は年上好きさ！」


    　小太りだが意外に二枚目な顔をしている宮島も、アホな申告をして英里香を困らせていた。


    　そして最後、褐かつ色しよくの肌と白い髪が特徴的な少女──ツグミは少し申し訳なさそうに頭を下げる。


    「……ツグミです。すみません、握手は苦手なので……あ、嫌っているとかそういうのじゃありません。気軽に話しかけてもらえると嬉うれしいです」


    　触れることで心を読んでしまう彼女だけが握手を辞退して、自己紹介は終わる。


    「えっと、啓けい介すけお兄さんに、未み由ゆさんに、陽ひ名なさん、それに冬ふゆ上がみさんと、山やま崎ざきさんと、宮みや島じまさん、ツグミさん……」


    　僕らの顔を順に眺めながら確認していく英え里り香か。呼び名を指定しなかったせいで僕だけ〝お兄さん〟づけなのが微妙に気まずい。


    「──今すぐ覚えきれなくても大丈夫よ。これからよく顔を合わすようになるんだし、自然と覚えるわ」


    　ずっと様子を見守っていたアリッサが近づいてきて、英里香の頭に手を置いた。


    「それとね、ここにいる人たちはみんな魔術のことを知っているの。だからあたしたちの前では魔術の話をしたり、使ったりしてもいい。困ったことがあったら何でも相談して。でも逆に私たち以外には魔術のことを話してはいけないし、使うのを見られてもいけないの。分かった？」


    「はい、分かりましたお師匠様！」


    　ぴしっと背筋を伸ばして頷うなずく英里香。アリッサは満足そうに英里香の頭を撫なでる。意外にも師匠としての振る舞いが様になっていた。


    　恐らくアリッサが今日僕たち全員を集めたのは、頼っていい人間とそうではない人間をはっきり示すためだったのだろう。いざという時、僕らに助けを求めたり、僕らが英里香を助けることができるように。


    「──で、これからどうするの？　英里香ちゃんの歓迎会でもする？」


    　話が一段落したのを見て、冬上が口を開く。


    「あ、今日は英里香ちゃんを私の屋敷に招待して、皆で昼食を食べようかなと思ってるんだけど……いいかな？」


    　すると未由が小さく手を挙げて、全員に問う。


    「おお、また九く棚だなさんの料理が食べられるのか！　もちろんオーケーだぜ！」


    　歓声を上げて一も二もなく了承する山崎。僕を含め、他の皆も頷く。最後に残ったのはゲストである英里香だ。


    「あの……ありがとうございます。ごちそうになります」


    　遠慮する方が悪いと思ったのか、恐縮しながらも提案を受け入れる英里香。空気が読める小学生だ。大人びて見えるのはきっと、彼女がとても聡さといからなのだろう。


    　──でも昼までは何をするんだろうか。


    　朝十時を集合時間にしたのはアリッサだ。昼食のことは未由と打ち合わせずみだったに違いないので、今からの予定も考えてはいるとは思うが……。


    　皆も僕と同じことを考えたようで、自然と視線がアリッサに集まる。それに気付いたアリッサは笑みを浮かべてこう言った。


    「それじゃあ──お昼まで遊びましょう！」


    



    　長い石段を上った先、山頂の開けた場所に遠とお見み神社の本殿はある。どこかから移築されたという木造の社やしろは、できたばかりの神社の中にあって既に長い時を経た風格を備えていた。僕は立派な本殿を横目に見ながら神社の裏手へ回る。そこには管理人用の住居がある。


    　僕は倉くら野の正まさ行ゆきから以前渡された鍵かぎを使って住居の中へ入った。内側から鍵は閉めない。そんなことをすると〝かくれんぼ〟が成り立たなくなるからだ。


    「まさか高校生にもなって、こんな遊びをすることになるなんてな……」


    　僕は苦笑を浮かべて呟つぶやきながら、靴くつを脱いで家に上がる。脱いだ靴は靴箱の中に入れて隠しておいた。


    　アリッサが提案した遊び。それが、かくれんぼ。鬼は英え里り香かで制限時間は一時間。


    　これまでアリッサが教えた魔術を駆使して英里香が神社の敷地内に隠れた僕らを捜す──これはそういうゲーム。言わば魔術の実習。


    　つまり僕らは英里香の訓練に協力することになったのだ。山やま崎ざきや宮みや島じまは少年心を思い出したのか、スタートと同時に石段を駆け上がっていった。恐らくもうどこかに身を潜ひそめているだろう。冬ふゆ上がみや未み由ゆも案外乗り気で、先に見つかった方が負けだという勝負を始めていた。陽ひ名なちゃんとツグミはかくれんぼという遊びをしたことがないようで戸惑っていたが、ルールは単純なので分からないことはないはずだ。


    　アリッサは魔術を使わなければ見つからないような場所に隠れて、英里香を試すつもりに違いない。


    「……僕は、どうしようか」


    　少し考えてから僕は管理人用の住居から渡り廊下を通って本殿に上がる。扉を開けて中に入ると、静せい謐ひつな空気が僕を包みこんだ。天井が一部ガラス張りになっているので、広い部屋の中は意外と明るい。社殿の奥、中央には古い鏡が祀まつられていた。天井からの陽光を反射して眩まばゆく光る鏡に近づく。すると鏡面にぼうっと淡く人影が浮かび上がった。


    『お兄ちゃん──ここ、隠れる場所なんてないよ？』


    　そして、鏡からノイズ混じりの声が響く。幼い少女の声が。


    「僕らの話は聞いていたみたいだな、由ゆ衣い。でもいいんだ、ここで」


    　僕は答える。鏡に影だけが映る少女──遠見由衣に。神様になってしまった僕の妹に。


    　夜になり月が出れば像と声はもっと鮮明になる。いくつかの条件が揃そろえば具現化も可能だが、今はこれが限界。触れることも顔を見ることも叶かなわない。


    『……やっぱりお兄ちゃん、シスコンなの？』


    　けれど基本的に由衣の方からは僕らを普通に見ることができる。僕らが気付くことはできなかったが、英里香の自己紹介をした場に由衣も〝いた〟のだ。ゆえに──冬上の発言も耳にしていたらしい。


    「あ、あのなあ……頼むから由ゆ衣いまで冬ふゆ上がみの言うことを鵜う呑のみにしないでくれ」


    　がっくりと僕は肩を落とす。


    『そっか……あたしに会いたくて来てくれたと思ったんだけど……違ったんだ。あのね、そんなに気を遣ってくれなくてもいいんだよ、お兄ちゃん』


    　だが鏡から沈んだ声が返ってきて僕は慌てる。


    「え？　い、いや、そうじゃない。僕がここを隠れ場所に選んだのは由衣と話したかったからだ。一人でじっと隠れているのは退屈だしさ」


    『じゃあ、シスコンなの？』


    「そ、それは違う！」


    『……シスコンって妹のことが好きな人って意味だよね？　シスコンじゃないなら、お兄ちゃんはあたしのこと好きじゃないってことじゃないの？』


    　どうやら由衣はシスコンという言葉をかなり広い意味で捉とらえているらしい。間違いではないのだが、微妙にニュアンスが違う。しかしどう説明するべきか分からない。このままでは由衣に誤解されてしまうので、仕方なく僕は次じ善ぜんの策さくをとる。


    「由衣、分かった。認める……僕はシスコンだ」


    　その言葉を口にした瞬間、何か大切なものを失ってしまったかのような感覚に襲われる。


    　妹に自分がシスコンだと宣言する兄って何なんだ……？


    　体から力が抜けて、僕は板間に座り込んだ。


    『そうなんだ！　よかった、お兄ちゃんに嫌われてなくて……』


    　まあ妹の安あん堵どした声が聞けたのだ。代償としては安いものかもしれない。と──そう思えたのはそこまでだった。


    　ギシッと軋きしむ音が響き、本殿の扉が開かれる。もう英え里り香かがここまで捜しに来たのかと思ったが、社殿の中に入ってきたのは陽ひ名なちゃんだった。


    　口元に手を当てて、わなわなと体を震ふるわせている。


    「わたくし……とうとう見てしまいましたです。啓けい介すけさんが自らをシスコンだと認める瞬間を。そして思わず、思わず……録音してしまいました！」


    　スマートフォンをビシッと掲げて叫ぶ陽名ちゃん。以前持っていたのは折りたたみ式だったので、いつの間にか機種変更をしたらしい。録音機能まであるなんて、万能高性能化するのも考えものだ。って、そういうことじゃない──。


    「ひ、陽名ちゃん……それ、どうするつもりだ？」


    　恐る恐る問いかけると陽名ちゃんはにっこりと眩まぶしい笑みを浮かべる。


    「ふふ、さあ……どうしましょうかね。雪ゆき絵えに聞かせたら、とっても喜んでくれそうです」


    「……頼む。それは即刻破棄か、永久封印してくれ」


    「うーん、そうですねぇ……あ、そうだ。とりあえず、一緒にここで隠れてもいいですか？」


    「あ、ああ……」


    　弱みを握られた僕は首を縦に振る以外の選択肢を持たない。陽ひ名なちゃんは扉をきちんと閉めた後、鏡の前に腰を下ろす。


    「由ゆ衣いさん、おはようございます」


    『うん、おはよう陽名さん』


    「実はですね、わたくしも由衣さんと話がしたくてここへ来たのですよ」


    　そう言うと陽名ちゃんは僕をちらりと見る。


    「……僕がいると話しづらい内容なのか？」


    「いえ、別にそういうわけじゃないです。単にいくつかお聞きしたいことがあるだけですから」


    　そうは言うものの、どことなく陽名ちゃんには言葉を選んでいるような雰囲気があった。


    『陽名さん、聞きたいことって何？』


    「ちょっとした好奇心からの質問なのですよ。神様はどこまで神様なのか、知りたくなったのです」


    　どこまで神様……？


    　僕は陽名ちゃんの言葉の意味が分からず、眉まゆを寄せた。


    『どういうこと？』


    　由衣も戸惑った声で問い返す。


    「よく言うじゃないですか、神様は全知全能だって。だから少し気になったのです。由衣さんは神様として──どんなことができるんですか？」


    　それは確かに僕も気になっていることではあった。けれど僕は由衣を神様ではなく妹として見て、接している。だからこそ、僕はそのことを由衣に訊たずねたことはなかった。


    『えっとね……たぶん色んなことができるんだろうけど、何ができるかは分からない……かな。スーラさんに言われてるんだ。できるだけ何もしちゃダメ、それが神様の仕事だからって』


    「何もするな……ですか？」


    　陽名ちゃんは意表を突かれたような表情で、由衣の言葉を繰り返す。スーラというのは《高次存在ヴイナー》と同化しているアリッサの叔お母ばだ。彼女の言うことならば何か意味があるに違いない。


    『うん。世界にどんな影響があるか分からないから、あたしはじっとしていた方がいいんだって。それにもしも何かをしちゃったら、それから先〝何もしないこと〟に罪の意識を覚えるようになるとか……むずかしいことをスーラさんは言ってたよ』


    　由衣はいまいち理解できていないようだったが、僕にはスーラの言いたいことが分かった。


    　もしも神様として何ができるのかを自覚してしまえば、その力が及ぶ全ての物事に責任を負うことになる。神様の視点で物事を見て、判断しなければならなくなる。


    　そんなこと、遠とお見み由衣という人間の自我を持つ優しい神様には荷が重い。だからスーラは由ゆ衣いを守るために釘を刺してくれたのだろう。


    「確かに……神様は平等でいた方がいいのかもしれませんね」


    　陽ひ名なちゃんも納得した面おも持もちで頷うなずいた。けれどすぐに真剣な顔になり、言葉を続ける。これから口に出すことが恐らく陽名ちゃんの本題なのだろうと僕は感じた。


    「──では、あと一つだけ。神様は〝どこまで〟知ることができるのですか？」


    　その声は少し掠かすれていた。緊張しているのだろうか。普段の余裕がない気がする。やはりどこか様子がおかしい。


    『そっちも……分からない、かな。スーラさんに知覚を広げすぎたら人間の感覚を忘れちゃうよって注意されてるし。だからできるだけ意識を一か所に集めて、人間だった時と同じような目線で街を見てるの』


    「では同時に起こっている複数の出来事や、人の心……記録されていない古い歴史やこれから先の未来などを知ることはできないのですね」


    　わずかに沈んだ声こわ音ねで陽名ちゃんは呟つぶやく。


    『そうだよ。あ、でも意識体ならどんな場所にでも入れたりするけどね。昨日も実はこっそり、お兄ちゃんの部屋に行ってたんだ』


    「え……？」


    　思いがけない言葉に僕の心臓が跳ねる。いや……ちょっと待ってくれ。昨日は──。


    　僕は慌てて由衣を制止しようと口を開くが、少しばかり遅かった。


    『そしたらね、アリッサお姉ちゃんと未み由ゆお姉ちゃんがいてびっくりしちゃったよ。皆で一緒にぐっすり眠ってたから、あたしもお兄ちゃんの上に乗っかって少し寝ちゃった。あ、金かな縛しばりとか……ならなかったよね？』


    　冗談っぽい口調で由衣は言うが、僕はとてもじゃないが笑うことはできなかった。すぐ傍そばから非常に強いプレッシャーと突き刺さるような視線を感じる。


    「か、金縛りにはならなかったなー。き、昨日はよく眠れたよ」


    　上うわ擦ずった声で僕は答える。すると陽名ちゃんが僕の耳をぐいっと引っ張ってきた。強引に顔の向きを変えられる。


    「どういうことですか、啓けい介すけさん？　男子寮に女の子を二人も連れ込んで、いったい何をしていたのか……わたくし興きよう味み津しん々しんです」


    　陽名ちゃんはにこにこと微ほほ笑えんでいるが、目だけは全く笑っていない。


    「いや、何もやましいことはしてないって！　昨日の夜、アリッサと未由が急に部屋にやってきて一緒に寝ようって言うから寝ただけだ。ほ、本当にそれだけなんだ」


    　僕が必死に訴えると、少しだけ陽名ちゃんの目力が弱まる。だが瞳ひとみには疑いの色が濃い。


    「なるほど……それだけ、ですか。その状況で……ほ・ん・と・う・にそれだけだったのですか？」


    「あ、ああ……」


    　僕は頷うなずく。すると陽ひ名なちゃんは呆あきれと安あん堵どが入り混じったような溜ため息いきを吐ついた。


    「つくづく情けないですねー。男として、それでいいのですか？」


    「……男としてとか関係なく、今は転ばないようにゆっくり歩いていこうって決めたんだよ。次に踏み出す場所をちゃんと考えながら、さ」


    　いろんなものが〝視み〟える陽名ちゃんの前ではごまかしを言っても仕方ない。僕は正直に気持ちを伝える。陽名ちゃんはそれを聞いて苦笑を浮かべた。


    「真剣なんですね──啓けい介すけさん。確かにその答えは最善に近いかもしれないです。少なくとも間違ってはいません。でも……」


    　何かを言いかけるが、途中で口を閉じてしまう陽名ちゃん。


    「でも？」


    「いえ──何でもないのです。それより啓介さん、そろそろここにいるのも危なくなってきたですよ？」


    　陽名ちゃんが社殿の正面扉へ目を向けて言うのと同時に、僕は頰ほおに風を感じた。扉はきちんと閉まっているので隙すき間ま風かぜだろうかと考えて、思い出す。そういえば以前、アリッサが風の感知魔術を使うのを見たことがある。英え里り香かが同じようにして僕らを捜しているとするならば……。


    「──移動した方がよさそうだな。いくらなんでもこんなにすぐ見つかるのはカッコ悪いし。由ゆ衣い、あとでまた来るよ」


    『うん、かくれんぼ頑張ってね！』


    　鏡に向かって僕は手を振り、正面ではなく社殿横手の扉から外へ出た。魔術の訓練だというなら、簡単に見つかっては意味がない。僕は陽名ちゃんと一緒に管理人用の住居へと移動した。


    　玄関に注意を払いながら、薄暗い廊下を歩く。その途中、陽名ちゃんはこう呟つぶやいた。


    「──わたくしは、ゆっくり歩くつもりはないのですよ。だって急いで転んだとしても、また起き上がればいいだけなのですから。遅い歩みでは……辿たどり着けない場所もあるのです」


    「陽名ちゃん……？」


    　どういう意味か分からなくて陽名ちゃんの顔を見る。だが彼女は何も説明することなく「では、わたくしは押し入れの中にでも隠れるのです」と言って、近くの部屋に入ってしまった。同じところに隠れても意味がないので、仕方なく僕は別の部屋に向かう。


    　話の流れで有う耶や無む耶やになってしまったが、結局陽名ちゃんは由衣に何を確かめたかったのだろうか。あの様子だと由衣の答えは陽名ちゃんの求めていたものではなかったように思う。


    　人よりも多くのものを〝視〟てしまう陽名ちゃんが何を考えているのか──。


    　それは僕にとって、何も知らない優しい神様の心中を察するより、はるかに難しいことだった。
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    　英え里り香かの探知魔術に対抗するため僕がとった方法は〝体を丸めてじっとしている〟ということだった。


    　たとえ風の魔術で辺りをスキャンされても、動かずに人間だと判別しづらい姿勢をしていれば隠れ場所を断定されることはなくなるだろう。そう考えての行動だったのだが、結局僕はすぐに見つけられてしまった。単純に身を潜ひそめる場所が悪かったのだ。


    　空っぽの浴よく槽そうの中に蓋ふたをして隠れていた僕を発見し、英里香は笑った。浴槽に何か巨大な物体が入っているというのは、さすがにおかしいですよと。


    　逆に押し入れに隠れた陽ひ名なちゃんが見つかったのは最後から二番目だった。そして最後に残ったアリッサを英里香が見つけたのはかくれんぼを開始してから約五十分後──。


    「お師匠様、見つけました！」


    　神社の境けい内だいに英里香の嬉うれしそうな声が響いた。


    　光を屈折させる透明化魔術を使い、さらに風の魔術で英里香の風探知を誤作動させやりすごしていたアリッサが隠れていたのは屋根の上。


    　昨日教えてもらったばかりだという飛行魔術を唱えて、ふらふらと頼りなく宙に浮かんだ英里香は、屋根に積もった落ち葉の不自然さに気付いたのだ。アリッサの透明化魔術は自分の周りに落ちてきた葉も透明化してしまっていたらしい。ぽっかりと落ち葉がない空間を見つけた英里香は、そこにアリッサがいることを看かん破ぱした。


    「──あーあ、もうちょっとでタイムオーバーだったのに」


    　そう言いながら、英里香と一緒に屋根上から魔術で降りてくるアリッサ。エリカは着地の際にバランスを崩してしまったが、アリッサが体を支えて、そのままぎゅっと抱き締める。


    「でも……よく頑張ったわね。えらい、えらい」


    「あ、ありがとうございます」


    　アリッサの腕の中で顔を真っ赤にする英里香。


    　二人を見守っていた僕らの間に和なごやかな空気が流れる。未み由ゆよりも先に見つかってしまった冬ふゆ上がみだけは、微妙に不機嫌そうだったが……。


    　時刻は十一時少し前。これから未由の屋敷へ向かい、少しゆっくりすれば昼食にちょうどいい頃ころ合あいになるだろう。


    　僕は由ゆ衣いに挨あい拶さつをしてから皆と神社を出た。由衣は「あたしもこっそりついていくね」と言っていたので、たぶん僕らの近くにいるはずだ。見えないけれど──すぐ傍そばに。


    　何となく由衣がいそうな虚こ空くうに視線を彷徨さまよわせながら道を歩く。すると前を歩くアリッサと英里香の会話が耳に入ってきた。


    「あの……お師匠様。私、攻撃魔術も使えるようになりたいです」


    「うーん、それはちょっとまだ早いんじゃないかしら。もう少し魔術の〝使い方〟に慣れてからの方がいいと思うわ」


    　アリッサの答えを聞いて、英え里り香かはわずかに焦あせった様子を見せる。


    「で、でも、攻撃魔術を使えるようにならないと……私、街を守れません。私は早く、強くなりたいんです」


    「そうは言ってもね……攻撃魔術っていうのは、下手をすれば自分自身を傷つけかねないものなの。だから少なくとも、エリカが飛行魔術をきちんと制御できるようになるまで、教えるわけにはいかないわ」


    「じゃ、じゃあ、もっと練習して早く自由に空を飛べるようになります！　そうしたら──」


    　英里香は意気込んで訴えるが、その鼻先をアリッサはちょんと突つついて注意する。


    「あのね、飛行魔術だって危ないことには変わりないの。だからあたしが近くにいないところで勝手に自主練習するのはダメだからね？　あと、あなたにまだ攻撃魔術を教えられない理由は、もう一つあるのよ」


    「もう一つ？」


    「ええ。あたしたちが使っている魔術は、軽々しく広めていいものじゃないの。エリカは特別に適性が高かったから放っておけなかったけど……強い術を教えるなら、その前にあたしのお師匠様──お母様か伯お母ば様に相談してからでないと」


    「お師匠様のお師匠様……ですか」


    「そうよ。伯母様は一応あたしと同じ屋敷で暮らしているから、そのうち紹介するわ。あちこちフラフラしているみたいで、なかなか屋敷に帰ってこないのが問題だけどね」


    　アリッサの伯母──ウルト＝クラノ＝ストーリング。僕はついこの間、樹海の只ただ中なかにある友とも月づき本家の大屋敷で彼女と会ったが、まだ向こうに逗とう留りゆうしているのかもしれない。アリッサの口ぶりだと今日は留守のようだった。


    「お師匠様のお師匠様にも認めてもらわないといけないんですね……私、がんばります！」


    　ぐっと小さく拳こぶしを握って、気合を入れる英里香。本人は真剣なのだろうが、その様子は勇ましいというよりは、むしろ可愛かわいらしい。


    　僕は微ほほ笑えましい師弟の様子を眺めながら足を動かす。


    　山際の道から倉庫が立ち並ぶ工場街へ、工場街から住宅地へ、急な坂を上って住宅地から高級住宅街へ──。英里香の歩幅に合わせてゆっくり歩いたが、三十分ほどで広大な敷地を有する屋敷の前に到着する。


    「ここがお師匠様のホームステイしている、未み由ゆさんのお屋敷ですか」


    　巨大な鉄門を見上げて英里香が呟つぶやく。だが特に圧倒されている様子はない。


    「英里香ちゃん、驚かないんだな。この家を初めて見た人は大抵呆あつ気けに取られるものなんだけど……」


    「私、この街に来る前はかなり広い家に住んでいたので……。あ、別にお金持ちってわけじゃありません。単に田舎だっただけですから。今は普通のマンションで生活をしています」


    　英え里り香かは苦笑を浮かべて僕に答える。


    　たとえ田舎でもこんな大きさの家を持っていれば、相当なものだと思うのだが……。


    　髪を切らないしきたりがあったり、倉くら野の家というのはいったいどういう家系なのだろう。


    　門の脇にある通用口を潜くぐって敷地に足を踏み入れつつ、僕は考える。まあたぶん訊たずねれば普通に答えてくれるのだろうが、あまりずけずけと小学生の女の子に質問するのは躊躇ためらわれた。


    　綺き麗れいに剪せん定ていされた庭木が並ぶ前庭を抜けて、大きな洋館の玄関前に辿たどり着く。すると扉が内側から開き、眼鏡めがねをかけた執事姿の男性が現れた。彼は屋敷の雑務や、友とも月づき家の仕事、未み由ゆの秘書までこなしている九く棚だな裕ゆう也や。料理の腕もプロ並みで、今日の昼食も彼が作ってくれるのだろう。


    「九棚さん、ごちそうになります！」


    　皆が「お邪魔します」と挨あい拶さつする前に、宮みや島じまはそんな台詞せりふを口にする。もう頭には食べ物のことしかないのだと思う。


    　苦笑いを浮かべながら九棚さんは僕らを中へ招き入れた。二階まで吹き抜けになった玄関ホールを通り抜け、草花に彩られた中庭を横断し、北棟の食堂へと僕らは案内される。


    　食堂には品のいい絵画が飾られ、この大人数でも余裕を持って座れそうな大きな食卓が中央に鎮座していた。未由とアリッサは〝いつもの場所〟があるらしく、迷いなく奥の席に並んで座る。残った僕らは思い思いの席に腰を下ろした。


    「昼食の準備が整うまでしばしお待ちください」


    　九棚さんは僕らに紅茶を入れてくれたあと、お辞儀をして食堂から出ていく。それなりの距離を歩いたので少し疲れている足を休めながら、僕はいい香りが立ち上る紅茶に口をつけた。


    「あれ？　紅茶が一つ多くありませんか？」


    　だが、僕の向かいに座ったツグミが不思議そうな声を上げる。確かに誰も座っていない席にも紅茶が一つ置かれていた。九棚さんが間違えたのかと思ったが、その直後──食堂の扉が開く。


    「あら、今日はずいぶんと大所帯ね。何か特別なイベントでもあったのかしら？」


    　食堂へ入ってきて口を開いたのは背の高い金きん髪ぱつ碧へき眼がんの女性。顔立ちはアリッサとよく似ている。だがスレンダーな体型のアリッサとは正反対に、彼女の胸囲はこの場にいる女性陣の中でも飛び抜けて大きい。何な故ぜか彼女はラフな浴衣ゆかた姿をしており、襟えりの間から豊満な胸の谷間が覗のぞいていた。


    「ウルトさん……こっちに帰ってきてたんですか。っていうかその格好はいったい……」


    　僕は彼女──アリッサの伯お母ばであるウルト＝クラノ＝ストーリングに話しかける。その名を聞いて、アリッサの隣に座っていた英え里り香かがはっとした様子で顔を上げていた。


    「ああ、ついさっきルナのとこから戻ってきたのよ。この服は向こうで貰もらったの。豪華な着物はちょっと息苦しくて着方も覚えられそうになかったけど、この浴衣ゆかたは楽でいいわね。すっごく動きやすいし」


    　ルナというのは友とも月づき家の始祖である朋とも月づき未み永えいの昔の名前だ。ウルトさんは藍あい染ぞめの浴衣を着てその場で少し飛び跳ねてみせる。どうやらかなり浴衣を気に入っているらしい。


    　ウルトさんが動くたびに、たゆんたゆんとたわわな胸が躍る。その様子を山やま崎ざきと宮みや島じまはまじまじと凝ぎよう視ししていたが、僕は女性陣の視線が怖くて意識的に顔を逸そらす。


    「あ、あのっ！」


    　その時──食堂に強い意志の籠こもった幼い声が響いた。


    　恐らく会話が途切れるタイミングを見計らっていたのだろう。英里香が勢いよく立ち上がり、ウルトさんを真剣な眼まな差ざしで見つめる。


    「えっと……あなたは、誰だったかしら？　どこかで会ったような気はするけど……」


    　こめかみを指で押さえて、自分の記憶を探ろうとするウルトさん。だが英里香は首を横に振る。


    「いいえ、お会いするのは初めてです。私はついこの間、お師匠様に弟子入りしたばかりですから」
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    「お師匠様？　弟子入り？」


    　何のことか分からない様子でウルトさんは首を傾かしげた。するとアリッサが慌てて立ち上がり、会話に割って入る。


    「あ、あのね伯お母ば様……話すと長くなるんだけど、あたしこの子の先生になって……今、魔術を教えてるの」


    「……何ですって？」


    　ウルトさんは息を呑のみ、表情を険けわしくした。


    「……アリッサ、自分が何をしたのか理解しているのかしら？」


    　硬く、重い声こわ音ねでウルトさんがアリッサに訊たずねる。部屋の空気が凍りつき、皆が息を呑んで口を噤つぐむ。


    　アリッサはびくっと肩を震ふるわせ、焦あせりながら口を開いた。


    「ご、ごめんなさい、伯母様……魔術を広めちゃいけないっていうのは分かってるわ。けど……」


    「けど、何？」


    　冷たい口調でウルトさんは先を促す。アリッサはごくりと唾つばを嚥えん下げしてから、言葉を続けた。


    「どうしても……どうしても、この子を放ってはおけない事情があったの。訳はちゃんと説明するから──」


    　必死に言い訳するアリッサの様子を、ウルトさんは黙って見つめる。呼吸さえ躊ちゆう躇ちよしてしまうような緊張。だがしばらくしてウルトさんは肩から力を抜き、大きく息を吐はく。


    　その途端、部屋の空気が元に戻った。


    「まあ……アリッサが方はこ舟ぶねのルールを忘れていないのなら、それなりの理由があるんでしょうね。分かったわ。詳しい状況はあとで聞きましょう」


    　一つ残った紅茶の置かれた席に腰を下ろすウルトさん。アリッサも安あん堵どの息を吐ついて再び椅い子すに座る。だが英え里り香かだけは立ったまま、ウルトさんに話しかける。


    「あの、大お師匠様！」


    「だ、だいおししょうさま？」


    　紅茶を飲んでいたウルトさんは驚きのあまり、ごほごほと咽むせる。


    「はい。お師匠様のお師匠様だから、こうお呼びした方がいいかと思ったのですが……」


    「──そ、そう……まあ別に好きに呼んでくれて構わないけど……それで、何？」


    　ウルトさんに問い返され、英里香は思いつめたような表情で言う。


    「私……街を守れるような、正義の味方みたいな魔術師になりたいんです。でも、強い魔術を教えてもらうには、大お師匠様に許可を貰もらわなきゃダメで……だから、だから私……どうしたら大お師匠様に認めてもらえますか!?」


    「ちょ、ちょっと待って。認めるも何も、まだ私は事情が分かってないのよ。アリッサから話を聞いてからでないと、判断できないわ」


    「あ……す、すみません。確かに、そうですね」


    　先走りすぎたことに気付いた英え里り香かは申し訳なさそうに着席した。


    「何事も順を追っていくのが、正しい進み方よ。とりあえず自己紹介からしましょうか。私はウルト＝クラノ＝ストーリング。アリッサの伯お母ばよ」


    「は、はい！　私の名前は倉くら野の英里香です。よろしくお願いします」


    　──ガチャン。


    　それは、ウルトさんの手からティーカップが零こぼれ落ち、下のソーサーとぶつかった音だった。幸い高く持ち上げてはいなかったので、カップは倒れず飛沫しぶきだけがわずかに舞う。


    　飛んだ紅茶の雫しずくは白いテーブルクロスに茶色の染みを作り、ウルトさんの手を濡ぬらす。だがウルトさんは熱いはずなのに何の反応も示さない。呆ほうけた顔で英里香を見つめているだけ。


    　琥こ珀はく色いろの雫がウルトさんの手の甲を伝って、落ちる。


    「クラノ……エリカ？　それが……あなたの、名前？」


    　十秒ほど経過して、ようやく搾しぼり出すように声を発するウルトさん。


    「は、はい。そうですけど……」


    　ただならぬウルトさんの様子に困惑しながら、英里香は頷うなずいた。


    「どうしたの、伯母様？　クラノって苗みよう字じに驚いたの？　あたしも確かに、すごい偶然だなって思ったけど……」


    　アリッサが訝いぶかしげな様子で声をかけた。するとウルトさんは信じられないといった顔でアリッサに視線を向ける。


    「アリッサこそ、何を言ってるのよ？　まさかあなた、忘れたの？　それとも……知らないの？」


    「ごめん、伯母様。全然……言葉の意味が分からないわ」


    　困り果てた顔で謝るアリッサ。それを見たウルトさんは目を閉じ、大きく、大きく、息を吐き、小さな声で呟つぶやく。


    「…………そう、アリッサは分かっていなかったのね。けど、確かに……偶然と考えることもできなくはない、か」


    　もう一度深呼吸をしてから、目を開けるウルトさん。その表情には落ち着きが戻っていた。


    「アリッサ、今度その子を連れて方はこ舟ぶねに来なさい」


    「えっ!?」


    　いきなりの言葉にアリッサは驚きの声を上げる。


    「その子をどうするか……私だけじゃ判断ができないわ。ヴェルにも相談しないと」


    「お母様……に？」


    　ヴェル＝クラノ＝ストーリング。それはウルトの妹であり、アリッサの母親でもある女性だ。


    「そうよ。ヴェルにエリカを見てもらいたいの。もちろん成長したあなたの姿も、ね」


    「あたし……お母様に会えるの？　ホントに、会えるの？」


    　信じられないという様子でアリッサは問いかける。ヴェルさんはアリッサが立ち入りを許されない《方はこ舟ぶね》の中心部《箱庭ガーデン》にいる。だから幼い頃に別れて以来、一度も会えてはいないのだ。


    「ええ、実は元々アリッサをヴェルに会わせてあげようとは思っていたのよ。方はこ舟ぶねのルールを司つかさどっていたお父様のドールはもう壊れちゃったし、立ち入りを禁じられた原因でもある《天使王ミトロン》はもうアリッサの中にないしね。ただ向こうは時間の流れが違うから、纏まとまった休みがないと一日もいられない。だから連休を待ってたんだけど──」


    　そう言ってウルトさんは食堂の壁に掛けられたカレンダーに視線を向ける。


    「来週、確か三連休でしょ？　その日に里帰りしましょうか」


    　花が咲くようにアリッサの表情が明るくなった。たぶん今だけは、英え里り香かのことすら頭から吹き飛んでしまっているのだろう。


    「うん、あたし絶対行く!!」


    　頷うなずくアリッサを見てから、ウルトさんは英里香に視線を向ける。


    「あなたの予定はどう？」


    「私も大丈夫です。大お師匠様方に認めてもらうため、がんばります！」


    　気合十分な声で英里香は答える。それを聞いたウルトさんは残った僕らを見回した。


    「ケイスケたちはどうする？　ついでだから一緒に連れていってあげてもいいわ。まあ　何もない所だけど、いつでも熱帯気候な島だから海水浴ぐらいならできるわよ」


    「海水浴!?」


    　叫んだのはツグミだった。そういえばツグミは、夏に僕らが皆で海水浴へ行った話を聞いて羨うらやましがっていた。


    「私、行きたいです！　行きますよね？　センパイ、ユキちゃんっ！」


    　そんなにキラキラした瞳ひとみで見られたら断りようがない。僕は「分かった、行くよ」と答える。普段は意地が悪い冬ふゆ上がみもツグミには甘いようで、仕方ないわねと頷いた。


    　それに正直言えば、頼んででもついていきたいと思っていたのだ。アリッサの母親──ヴェルさんには、もう一度会ってちゃんと挨あい拶さつをしたかった。


    「俺たちも行って……いいんですか？」


    　山やま崎ざきと宮みや島じまが恐る恐る手を上げる。


    「ええ、いいわよ。そこで見たことを言いふらさないのが条件だけど」


    　ウルトさんの言葉に二人は「もちろんです！」と真ま面じ目めな顔で頷いた。


    「みんなが行くなら……私も」


    　未み由ゆも小さな声で参加を表明する。最後に残ったのは陽ひ名なちゃんだ。何となく、陽名ちゃんも一緒に来るだろう。そう確信していたのだが──。


    「すみませんです。わたくしは遠慮させていただきます」


    「え……？」


    　僕は思わず、声を漏らしてしまう。


    「あら、そう。何か都合が悪かった？」


    「はい、ちょっと──やらなければいけないことがあるのです。ですから皆さんで楽しんできてください。冬も間近なこの時期に海で泳げるなんて、すっごく贅ぜい沢たくですね！」


    　陽ひ名なちゃんはそう言って皆に笑いかける。


    　残念だけど仕方ない。皆はそんなふうに言って、土産みやげ話ばなしを持ち帰ることを約束した。


    　だけど僕は、何だか納得できなかった。


    　陽名ちゃんだけが、僕らとは違う場所に立っているような……そんな違和感。


    　思えば今朝からずっとそうだった。陽名ちゃんの行動は少し、いつもの日常からズレているように思う。


    　皆と談笑しながらも、どこか遠くを見ているような陽名ちゃんの瞳ひとみ。その眼まな差ざしが僕には気になって仕方がなかった──。
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    　英え里り香かを囲んでの昼食は来週行く《方はこ舟ぶね》の話題で盛り上がり、そのあと一人だけ水着を持っていなかったツグミのため、駅前のショッピングモールへ買い物に出かけた。


    　まあそんな場所へ行けば水着を買うだけですむわけはなく、僕と山やま崎ざきと宮みや島じまの男三人は女子のウインドーショッピングに何時間も付き合わされる羽目になったのだった。


    　もし英里香が「五時なので、そろそろ帰ろうかと思います。どんな時も日が沈むまでには家に帰るように言われているので」と言い出さなければ、夜まで解放されることはなかっただろう。


    「お師匠様、皆さん、今日は本当にありがとうございました。とても楽しかったです」


    　英里香はそう言って、西日が黄色く照らす駅前の雑踏に消えていった。最後まで礼儀正しい小学生らしくない小学生だ。僕らもその場で解散ということになる。


    　アリッサと未み由ゆは屋敷へ、ツグミは教会へ、冬ふゆ上がみと陽名ちゃんは女子寮へと帰路につき、山崎と宮島は見たいテレビ番組があるらしく、急いで男子寮へと走っていった。僕はせっかく駅前まで来たので、少し寄り道して帰ることにする。


    　叔お父じさんからの仕送りが届いたばかりなので、今日は財さい布ふに余裕がある。久しぶりに外食をするか、デパ地下の惣そう菜ざいでも買おうか迷っていると、ポケットの中の携帯が震ふるえた。


    　見れば陽名ちゃんからの着信だ。僕は道の端で立ち止まり、電話に出る。


    『もしもし、啓けい介すけさん。今どの辺りにいますか？』


    「え？　まだ駅前にいるけど」


    『そうですか、よかったです。実はわたくしもまだ、近くにいるのですよ。あのですね……来週、わたくしだけバカンスに行けない代わり──というわけじゃないのですが、今から少しお時間をいただけないでしょうか』


    　電話越しの声はノイズが多いが、陽ひ名なちゃんの声が少し緊張気味なのは感じ取れた。


    「あ、ああ、別に構わないけど」


    『それなら一緒に夕飯を食べましょう。よければ啓介さんが一番美お味いしいと思うお店に連れていってほしいです！』


    「……一応言っておくと、僕は高級料理店なんかに行ったことはないぞ？」


    『でしょうねー。それぐらいお見通しなのですよ。わたくしは〝啓介さんが〟好きな料理を食べてみたいだけなのです』


    「分かった。じゃあ──」


    　僕らは待ち合わせ場所を決めて、電話を切る。


    　いったい何の用事だろうか。今日、様子がおかしかった理由を話してくれるのだろうか。


    　そんなことを考えながら陽名ちゃんとの合流地点へ向かう。


    　冬の到来を予感させる冷たい風が、雑踏の中を吹き抜ける。歩道には街路樹の落ち葉が散らかっていて、歩くとたまに乾いた音が鳴る。ガラス張りになっている駅ビルの外壁に西日が反射して、とても眩まぶしい。まだ青い空には、気の早い半月が淡く浮かんでいた。


    　待ち合わせ場所である駅前の広場──その中央にある噴水の周辺には大勢の人が手持ち無ぶ沙さ汰たな様子で立っている。自分の待ち人を、探している。


    　噴水の周りを歩いて僕は陽名ちゃんの姿を探した。視線を彷徨さまよわせていると、噴水の縁に腰かける小柄な少女を見つける。


    　彼女はかじかむ手を顔の前で擦こすり合わせながら噴水の縁に腰かけ、朝と同じように十一月の空をぼんやり眺めていた。


    



    「──ラーメン屋さん、ですか」


    　赤い暖簾のれんに書かれた〝ラーメン屋・塔とう龍りゆう〟という文字を見上げ、陽名ちゃんは呟つぶやいた。日が沈んで急に冷え込みだした夜の街に、彼女の吐息が白く溶ける。


    　僕が陽名ちゃんを案内したのは、駅前の大通りから少し外はずれた場所にある小さなラーメン店だった。オープンしてまだ一年も経っていない新しい店舗だが、男子生徒の間で密ひそかな人気になっている穴場の店だ。以前、山やま崎ざきと宮みや島じまに連れてきてもらって以来、僕はここの味の虜とりこになってしまっていた。


    「一番美う味まい店はどこだって聞かれたら……僕の場合はどうしてもこのラーメン屋になるんだよな。でもあんまりゆっくり話せるところではないし、嫌なら別の店でも──」


    「いいえ、ここでいいです。ここが、いいのです」


    　何か話があるのなら落ち着いた店の方がいいかもと気を使ったのだが、陽ひ名なちゃんは僕の手を引っ張って暖簾のれんを潜くぐる。


    　へい、らっしゃい！　という若い店長の声に出迎えられた僕らは、カウンター席に並んで腰を下ろした。


    「メニューは啓けい介すけさんにお任せするのです」


    「じゃあ……塔とう龍りゆうラーメン二つで」


    　僕は定番のメニューを注文してから、陽名ちゃんの表情を横目で窺うかがう。


    「どうしたのですか？」


    　僕の視線に気付いた陽名ちゃんは首を傾かしげた。


    「いや、何か僕に用事があったんじゃないかと思ってさ」


    「あー……それはまあ、あるにはあるのですが……」


    　何な故ぜか困った顔で笑う陽名ちゃん。やはりラーメン屋では話しづらいことなのだろうかと僕が考えていると、ガラガラガラと店の扉が開いて新しい客が入ってきた。


    「おお──君たち、偶然だな」


    　聞き覚えのある声に僕らは振り向く。そこにはサングラスとマフラーで顔を隠した、怪しい風体の男が立っていた。


    「……まさか、こんなところで会うとは思ってませんでしたよ、正まさ行ゆきさん」


    　僕は溜ため息いきを吐つき、不審者っぽい男性──倉くら野の正行に応える。


    「驚いたのはこちらの方さ。隣、いいかい？」


    　邪じや険けんにする理由もないので、僕は頷うなずく。彼は僕の横に座り「いつもの、ネギ増しで」と注文した。


    「じょ、常連さんなんですね……」


    　陽名ちゃんが妙に感心した様子で呟つぶやく。先ほどの話の続きをする雰囲気でもなくなってしまったので、僕は倉野正行の方を向いて口を開いた。


    「正行さん──僕らはついさっきまで、あなたの娘さんと一緒にいたんですよ」


    「ほう、英え里り香かと会ったのか。偶然というのは連続するもののようだね」


    「いえ、彼女と僕らは最初から会う約束をしていました。彼女の名前が倉野英里香だということを、今日知っただけです。まあ最初の出会いは偶然でしたけど……それもあなたのことを考えると必然な気がしてきます」


    　皮肉を込めて僕は言う。


    「啓介くん、それは考えすぎというものだよ。私は君たちと娘が接点を持っていることを、ここで初めて耳にしたのだから」


    　だが彼は余裕のある口調で、僕の言葉を受け流した。いくら探りを入れたところで、この男には通じそうにない。僕は彼から情報を引き出すのは諦あきらめて、単純に今思っていることを言うことにする。


    「──家、帰らなくていいんですか？　英え里り香かは家で一人なんでしょう？」


    　英里香の母親は亡くなっていることを、僕はアリッサから聞いていた。だから門限を守って家に帰っても、そこには誰もいない。


    「まだ、仕事の途中なんだよ。家に戻っている時間はなくてね。英里香に寂しい思いをさせているのは分かっているが、どうにもならないこともあるのだよ……」


    　寂しそうに、悲しそうに、申し訳なさそうに、重く告げる正まさ行ゆきを見て、僕はそれ以上何も言えなくなる。この〝大人〟に子供が意見することは、ひどく身勝手で残酷なことのように思えてしまったのだ。


    「ひょっとして英里香が明るくなったのは、君のおかげだったのかな？　ならば礼を言わなければな。こちらへ来てからずっと沈みがちだったあの子が、最近はよく笑うようになったよ」


    「いえ……英里香が変わったとするなら、それは僕じゃなくアリッサのおかげです。僕は礼を言われるようなことなんて、何もしてませんから」


    　僕は慌てて首を振る。


    「そんなことはない。〝君がいたから〟変化は起きた。私はそう思っているよ」


    　断定的な彼の言葉に困惑するが、それよりも彼に今話しておくべきことを思い出して、僕は話題を変える。


    「あの──たぶん英里香からも話を聞くことになると思うんですが、来週僕らは彼女と一緒にちょっと遠くまで出かける約束をしたんです。たぶん泊まりがけになってしまうと思うんですが……」


    　英里香には引率者となるウルトさんの連絡先──未み由ゆの屋敷の電話番号を教えておいたのだが、目の前に保護者がいるのならこの場で僕が説明するべきだろう。まあ小学生の娘を簡単に預けてくれるとは思えないので、結局は大人であるウルトさん頼みになるのだろうが。


    「──構わないよ。どうせ来週の連休も私はずっと仕事だからね。英里香をよろしく頼む」


    　けれど異様なほどあっさりと、彼は英里香の旅行を許可してくれた。


    「え……本当に、いいんですか？」


    「ああ、ただ条件が一つだけある」


    「条件？」


    「そうだ。私が信用しているのはあくまで君だ。だから君が責任を持って、英里香のことを守ってくれ」


    　……守る？　見守るとか、面倒を見るって意味だよな？


    　彼の言い回しに少し違和感を覚えるが、僕は「分かりました」と頷うなずく。まあ娘を任せる以上、当然といえば当然の条件だ。


    「よかった、それならば安心だ」


    　サングラスとマスクに隠れて見えないが、何となく彼が微ほほ笑えんでいるような気配を感じる。


    　ちょうどその時、僕らの前にドンドンドンとラーメンが三つ並ぶ。僕と陽ひ名なちゃんはチャーシューが二枚のったラーメンで、正まさ行ゆきのラーメンにはネギがこんもりと盛られていた。


    「──おいしそうですねっ。それではいただきましょうか」


    　歓声を上げる陽名ちゃん。僕らは箸はしを取り、手を合わせてから食事を始める。コクのある熱いスープが冷えた体に染しみ渡った。


    　そういえば正行は、マスクをしたままどうやってラーメンを食べるのだろう。そう思って、ちらりと隣を盗み見る。彼は普通にマスクを外はずして、麺めんを啜すすっていた。


    「……ん？　どうしたんだい？」


    「いえ、別に……」


    　拍子抜けして僕は視線を戻す。マスクがなくても大きなサングラスがあるので、人相は相変わらず分からない。口元が見えたことで得た情報は、彼は髭ひげを生やしていないということぐらいだった。
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    　倉くら野の正行が仕事の途中で時間がないというのは本当らしく、僕のラーメンが三分の一も減らないうちに彼は全部を平らげてしまう。スープも全部飲み干した彼は勘かん定じようを済ませ、「では、またどこかで」という台詞せりふを残して店を出ていった。


    「わたくしたちは、あの人と妙に縁がありますね」


    　ラーメンを食べながら陽ひ名なちゃんが言う。そういえば彼と初めて会ったのも、陽名ちゃんと二人きりでいた時だった。


    「そうだな……何か正まさ行ゆきさんの言葉通り、またどこかでばったり出くわす気がするよ」


    　僕は苦笑し、ラーメンに意識を向ける。彼がいた時は微妙に落ち着かなかったのだ。


    　陽名ちゃんは猫ねこ舌じた気味なのか、ふーふーと息を吹きかけながらスローペースで箸はしを動かしている。僕は陽名ちゃんの速度に合わせて、ゆっくりラーメンを味わった。


    　店内は次第に混み始め、騒がしい。何か話があるにしても、今はわざわざ陽名ちゃんに催促しない方がいいだろう。別に沈黙は嫌じゃない。陽名ちゃんもそう考えていることが分かるから、僕も気を使わないでいられる。心地よい沈黙というのは、こういうものなのだと思う。


    　二人、黙々とラーメンを口に運び、そしてほぼ同時に食べ終わる。


    　陽名ちゃんは両手を合わせて「ごちそうさまでした」と言い、僕の方を向いた。


    「──とても、おいしかったです。体があったかくなりました。ぽかぽかです」


    「それならよかった。じゃあ出ようか」


    　伝票を持って僕は立ち上がる。


    「あ、お勘定は別々でいいですよ」


    　何となく陽名ちゃん相手だと僕が奢おごるのが当然な気がしていたので、少し意外に思う。


    「どうしたんだ？　いつもならむしろ、ごちそうになりましたとか言って僕が奢らざるを得ない状況を作ろうとするのに……」


    　僕の言葉に陽名ちゃんは苦笑を浮かべる。


    「このあとできっと、わたくしは啓けい介すけさんをすっごく困らせてしまうと思いますから……今はいじわるをしないでおいてあげるのです」


    　つまり、これから特大のいじわるが待っているということか。


    　出費が少なくなったのを素直には喜べず、僕は曖あい昧まいな表情で笑った。


    「はは……覚悟、しておくよ」


    　別々に勘定をすませて、僕らは店を出る。暖かい場所にいたせいか、店に入る前よりも空気が冷たく感じられた。だがラーメンを腹に入れたおかげで、それほど寒くはない。


    　街の明かりに照らされた星の少ない夜空では、日中は影の薄かった月が煌こう々こうと存在を主張していた。


    「啓介さん、寮まで送ってくれますか？」


    「ああ」


    　僕らは女子寮を目指し、歩き始める。二人分の靴くつ音おとが、静かな裏通りに響く。


    　黙々と、僕と陽ひ名なちゃんは足を動かす。会話はないが、これは先ほどの心地いい沈黙とは少し違う。陽名ちゃんはこちらをちらちらと見て何かを言おうとするのだが、結局声は出ずに口を閉じてしまうことを繰り返していた。僕はそんな陽名ちゃんの様子に気付かない振りをしながら、彼女が用件を切り出してくるのを待っている。何となくこちらから聞いても、陽名ちゃんは話してくれないように思えたのだ。


    　けれど沈黙は破られることなく、僕らは女子寮の前を流れる川の傍そばまで来てしまう。少し先には橋が架かかっており、そこを渡ればもうゴールだ。


    　陽名ちゃんは橋の手前で足を止める。僕も合わせて立ち止まった。足音が途絶えたことで、川の流れる音と虫の声が大きく聞こえるようになった。


    　ゆっくりと僕の方を向く陽名ちゃん。僕も彼女の方へ向き直る。小さな体の向こうに、女子寮の明かりが見えた。


    「啓けい介すけさん──わたくしはあなたを恨うらんでいます」


    　陽名ちゃんは月光を映す瞳ひとみで僕を見上げ、はっきり告げる。それは僕の心の奥深くまで突き刺さる一言だった。


    「……知ってるよ」


    　しかし僕は平静を繕つくろって頷うなずく。そう、分かっていたことだ。ずっと前から。


    「ですが……友達のよしみで一生いじわるをするだけで許してあげると、わたくしは言いました」


    「ああ──陽名ちゃんは、そう言ってくれた」


    　自分の一生で償つぐなえるのなら、欠けた彼女の心を少しでも埋められるなら安いものだと、あの時、僕は思った。陽名ちゃんの言葉で僕は救われたのだ。


    「あれからわたくしたちは、その言葉通りの関係を続けてきました。でも、時が経てば心も、状況も変わります。だから……少し、あの時の言葉を訂正させてもらえませんか？」


    「訂正？」


    「はい、お願いします」


    　とても真剣な眼まな差ざしで陽名ちゃんは言う。


    「わ、分かった」


    　僕が頷くと、陽名ちゃんは大きく深呼吸して口を開いた。僕の目を真まっ直すぐ見つめながら、少し掠かすれた声で言葉を紡つむぐ。


    「啓介さん──わたくしはあなたのことが好きです。恨んでいるけど、大好きです」


    「え……？」


    　一瞬、何を言われたのか分からなかった。だが僕の鼓膜を揺らしたその言葉は、何度も僕の頭の中で反響する。


    「ですから、友達ではなく……こ、恋人として一生いじわるをしたいです。いじわるをしたあと、すっごく優しくしてあげたいのです。そんなふうに……わたくしと付き合ってくれませんか──啓けい介すけさん？」


    　陽ひ名なちゃんは瞳ひとみを潤うるませて、僕に問う。頰ほおは赤く染まり、緊張からか肩は小さく震ふるえていた。


    　真っ白になった脳内に、陽名ちゃんの表情と言葉が繰り返し再生される。


    　……どうして、だ？


    　僕は──陽名ちゃんの好意に全く気づいていなかったわけではない。そこまで鈍感ではない。でも僕は思っていたのだ。陽名ちゃんは〝僕を恨うらまないために〟好意を向けているのだろうと。仮にその好意がどれだけ大きくなったとしても、根底に恨みがある限り、僕らの関係は一生このままなのだろうと。それなのに何な故ぜ──？


    「答えはすぐじゃなくていいのです。来週の連休明け──啓介さんが《方はこ舟ぶね》から帰ってくるまで待ちます。それまで、じっくり考えて選んでください」


    　混乱した僕の心中を〝視み〟て取ったのか、陽名ちゃんは優しく微ほほ笑えんで僕の顔に両手を伸ばす。


    　少し冷えた陽名ちゃんの手のひらが頰に触れた。


    「ただしアリッサさんと未み由ゆさんに相談してはダメですよ？　わたくしは啓介さんが出した答えを聞きたいのです」


    　陽名ちゃんは僕の頭を引き寄せつつ、背伸びをする。顔が近づく。


    　鼻が触ふれそうな距離まで顔を寄せて、陽名ちゃんは僕を可愛かわいく睨にらんだ。


    「それと、わたくしが望んでいるのは……啓介さんたちが続けている〝おままごと〟のような恋人ごっこではなく、本当の恋人関係です。そこのところ、きちんと理解しておいてくださいねっ」


    　たぶん恥ずかしさと緊張をごまかしているのだろう。やけに明るく、早口で陽名ちゃんはそう言うと、僕の頰から手を離して身を翻ひるがえす。


    「──それでは啓介さん、また学校で。わたくしは普段通りに振る舞いますから、啓介さんもいつも通りに接してくださいです」


    　手を振り、女子寮へ駆けていく陽名ちゃん。


    　僕は手を振り返すこともできず、その後ろ姿を呆ぼう然ぜんと見送ったのだった──。
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     第二章　常夏の方舟
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    　山に囲まれた人口十万人前後の街──美み傘かさ市の北西部には住宅が多く密集している区画がある。緩ゆるやかな傾斜地に広がるその住宅街は、坂の上へ行くほど家が立派になっていくという法則性があった。その頂点に位置するのが、知る人ぞ知る大だい財ざい閥ばつ友とも月づき家の屋敷である。けれど一部、その法則から漏もれる例外も存在した。


    　坂の一番下、駅から徒歩五分の利便性が高い場所に建てられた高級マンションだ。一室の値段が坂の上層邸てい宅たくの地価に匹敵する庶民には縁のない住居は、新たに美傘市へ転居してくる富裕層の受け皿になっている。


    　その三階にとある父おや娘こが引っ越してきたのは、一月ほど前のことだった。


    　──ジリリリリリリリリ！


    　大きなベッドとクローゼットが置かれても狭苦しく感じない、広い部屋。その隅にはまだ開封されていないダンボール箱がいくつか詰まれており、窓際の勉強机には赤いランドセルが掛かっていた。


    　ジリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリ!!


    　ベルを打ち鳴らすタイプのアナログな目覚まし時計が、ベッドで眠る少女の起床を促し続けている。


    「うぅ……？」


    　小さく呻うなって薄目を開いた少女は、手探りで目覚ましを止めると再び目を閉じてしまう。だが数秒後、何かを思い出しかのようにハッと目を見開き、慌てて掛け布ぶ団とんを撥はね上げて身を起こした。


    「そうでした……今日はお師匠様たちと……はこぶねという場所に行く日……」


    　少女は眠い目を擦こすりながらベッドから降りると、顔を洗うためにパジャマのまま部屋を出る。ぺたぺたと冷たい廊下を裸足はだしで歩いて洗面所へ向かった。膝ひざの辺りまで伸びた長い髪の毛が、動物の尻しつ尾ぽみたいにゆらゆら揺れる。


    　だがその途中、リビングの前を通りかかった時に少女は物音を耳にした。擦すりガラスの嵌はめこまれた扉を開けて少女が中を覗のぞくと、そこには新聞を広げながらトーストを頰ほお張ばっている少女の父親の姿があった。室内だというのにサングラスをかけている。目が悪くならないかと少女は密ひそかに心配した。


    「おお、おはよう英え里り香か。今日は早いのだな」


    「おはようございます、父様。私は今日から旅行に出かけるので早く起きました。父様こそ……土曜日なのにこんな早朝から出かけるのですか？」


    　少女──英里香は父親に訊たずねる。心配そうな色を声に滲にじませて。


    「ああ、処理しなければならない案件が溜たまっていてな。なかなか休んでもいられないのだ。それにしても英え里り香かの旅行は今日だったか、仕事が忙しくて忘れてしまっていたよ」


    　彼はそう言ってコーヒーを口に運ぶが、変な場所に入ってしまったのかゴホゴホと咳せき込む。


    「と、父様、大丈夫ですかっ？」


    　慌てて英里香は駆け寄り、彼の背中を右手でさすった。


    「ごほっ、こほっ、あ、ああ……平気だ。ありがとう、英里香」


    　礼を言う彼だったが、よく見ればあまり顔色が良くないことに英里香は気付く。今の咳せきは咽むせただけではないのかもしれないと考え、英里香は彼の額に手を当てた。


    「──少し、熱があるような気がします。体調が悪いのなら今日はお休みした方がいいのでは……」


    「そんな余裕はないと言っただろう？　それにこの程度は不調と言わないさ。単に少し寝不足なだけだ」


    　彼はそう言って残ったパンを頰ほお張ばり、コーヒーでそれを飲み下す。そして新聞を閉じて机に置き、隣の椅い子すにかけてあったコートを手に取った。


    　ぶわさぁっと派手にコートを翻ひるがえしながら彼は素早く袖そでを通すと、そのポーズを維持したままサングラスのブリッジをくいっと中指で押し上げ、英里香の方を向く。


    「どうだい、英里香。決まったかい？」


    「はい！　父様、とても素敵だと思います！」


    　彼は娘の言葉に満足した様子でにやっと笑った。


    「では、行ってくるよ。英里香、啓けい介すけくんの言うことをちゃんと聞くんだぞ？　何かあったら、彼を頼りなさい」


    「啓介お兄さんを……ですか？」


    　英里香はきょとんと首を傾かしげる。どうやら彼女の中で〝啓介〟という人物は、頼りになりそうだと思われていなかったらしい。


    「ああ、彼なら何があっても英里香を守ってくれるだろう。私などより、彼はずっと立派ですごい人間なのだから」


    　だがその言葉は英里香にとって受け入れがたいものだったようだ。拳こぶしをぐっと握り締め、彼女は反論する。


    「父様より立派な人は、どこにもいません！　お師匠様はすごいですが……でも一番立派なのは父様です。だって、正義の味方なんですから！」


    「──確かに私は、この街の平和を守るヒーローだよ。そういう仕事をしている。でもね、正義の味方が助けられるのは善良な一般人だけなんだ」


    「それが何か……問題あるのでしょうか？」


    　不服そうな表情で英里香は問う。


    「いや、別に何も問題はない。だけど彼は──遠とお見み啓けい介すけくんは、善人も悪人も関係なく救ってしまう。もしくは善も悪も関係なく敵に回す。そういう人間なんだ。ゆえに彼は正義の味方ではない。例えるなら……そうだな、彼の実積を考えると英雄という表現が適当かな」


    「えいゆう……」


    「ああ、英え里り香かが仮にどんなレッテルを貼はられることになっても、彼は態度を変えることはないだろう。だから、信頼できる」


    　彼はそう言うと鞄かばんを持って玄関へ向かう。英里香も彼の後ろについていく。


    「でも私がなりたいのは……父様みたいな正義の味方です。絶対、きっと、弱い人を守れて、悪い人をやっつけることができるような、そんな正義の味方になります。そして父様のお手伝いをします。えいゆうなんて……よく、分かりません」


    　父の背中に向けて自分の思いをぶつける英里香。


    「──将来のことを決めるのはまだ早すぎるよ、英里香。そんなに急がなくてもいい。分からないことがあるなら分かるように努力し、理解してから判断するんだ。啓介くんのこともね。そうすれば彼が私よりすごい人間だということが分かるはずさ」


    　玄関で靴くつを履はきながら、彼は答える。


    「ではな、行ってくる」


    「……いってらっしゃい」


    　扉を開あけて出陣する英里香のヒーロー。その後ろ姿を見送ってから、小さく彼女は呟つぶやいた。


    「啓介お兄さんが父様よりすごいなんてこと、あるわけありません。私は父様のようになってみせます……はこぶねに行って、お師匠様たちに認めてもらいます。強くて正しい魔術師になるために──」
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    　美み傘かさ市の南東、学園と寮の前を流れる川の下流に位置する自然公園。人の気配がしない早朝の憩いの場は、隣接した山から流れてきた白い霧に薄く覆おおわれていた。


    　僕──遠見啓介は、荷物を詰め込んだ重いスポーツバッグを肩にかけて、淡い朝霧の中を歩く。じゃり、じゃり、と土を踏むたびに音が鳴った。昨夜は氷点下まで冷え込んだらしいので、地面の下に霜柱が立っているのだろう。辺りの木々は軒並み葉を落とし、裸になった枝が北風に震ふるえている。木の枝に残った赤い実を、小鳥たちがチチチチと鳴き交わしながら、せっせと啄ついばんでいた。


    　吐いた息が、白く霞かすむ。


    　十一月も終わりに近づき、とうとう冬が到来したようだ。大型の寒気団が列島を包み込んでしまったらしく、日本海側では雪が降っている場所もあるという。


    　厚手のジャケットを着ていても、じわじわと冷気が染み入ってくるのを感じる。こんな日に海水浴をすると言っても、恐らく誰も信じてはくれないだろう。


    　僕はポケットに手を入れて、皆との待ち合わせ場所へ急いだ。今日は皆と《方はこ舟ぶね》へ向かう日。陽ひ名なちゃんの告白から丸一週間が経過した土曜日。このバカンスから帰れば、僕は〝答え〟を陽名ちゃんに返さなければならない。


    　──啓けい介すけさん、わたくしはあなたのことが好きです。恨うらんでいるけど、大好きです。


    　今もあの時の言葉が頭の中で鳴り響いている。


    　けれど、どんな言葉で応こたえればいいのかが未いまだに分からない。向き合う方法すら見つけられない。そもそも僕に選ぶ権利があるのかと、選択以前の段階で迷ってしまう。


    　僕は陽名ちゃんから大切な人を奪った。その償つぐないとして陽名ちゃんの行き場のない感情を、優しい意地悪を全て受け止めると決めた。それが〝陽名ちゃんを失わないための唯一の方法〟だったからだ。


    　大切なものを守るためなら、繫つなぎとめるためなら、僕はどんなことでもする。僕の精神にはそんな〝在あり方かた〟が染み付いている。僕は失うことが、怖くて仕方ない。自ら大切なものを手放すことができたのは、これまでたった一度きり──いや、ほんの一瞬だけ。たぶんもう二度と同じことはできない。


    　だから僕は、自分の気持ちや陽名ちゃんの想いなど脇わきに置いて、冷静に思考してしまう。この状況でどうすれば陽名ちゃんを失わずにいられるかを。陽名ちゃん以外の人間も失なくさずにいられるかを──。


    　どうしようもなく歪ゆがんだ、最低な思考回路だ。こんなふうにして答えを導き出しても、何の意味もない。そんな答えなど陽名ちゃんに返せるわけがない。


    　そして僕の心は袋小路に迷い込む。結局のところ、僕は陽名ちゃんの想いに向き合えるだけの〝自分自身〟を構築することができないのだ。


    　歩きながら僕は自分の胸に手を当てる。


    　見つけなければいけない。陽名ちゃんの告白と釣り合うだけの返答を。


    　変わらなければいけない。変化を望んだ陽名ちゃんと同じ場所に立つために。


    　時間は残り少ないけれど、絶対に──。


    　考えながら足を動かしているうちに、集合場所が見えてくる。


    　自然公園の奥、一本だけ木が生えた丘の上。薄い霧の向こうには、既に大勢の人影があった。


    「遅いぞー、遠とお見み─。お前待ちだぞー」


    　山やま崎ざきの声が聞こえる。集合時間にはまだ五分ほど余裕があるはずなのだが、どうやら僕が最後の一人だったらしい。


    　僕は頭を切り替える。考えることも、悩むことも、迷うことも、一旦やめる。


    　アリッサや未み由ゆの前で思い悩んだ顔は見せられない。もし僕がそんな素振りをすれば、彼女たちはその理由を聞いてくるだろう。


    　でも陽ひ名なちゃんとの約束で、僕はアリッサと未み由ゆに相談することはできない。かといって「何でもない」と二人に噓うそを吐つくのも嫌だ。ゆえに悩んでいることを気取られないようにしようと決めた。そういうふうに、この一週間振る舞ってきた。陽名ちゃんも本当に普段通り接してくれたので、たぶん僕と陽名ちゃんの関係に変化があったことを察した人間はほとんどいないはずだ。


    「啓けい介すけお兄さん、急いでください」


    　丘を上る僕に向けて英え里り香かは少し怒ったような口調で言う。


    　それだけ早く《方はこ舟ぶね》へ行きたいのだろう。だが何となく英里香の視線に敵意に近い色があるように思えて、僕は困惑する。


    　……何か英里香に嫌われるようなこと、やったっけ？


    　記憶を辿たどりながら、僕は駆け足で丘の上に辿り着く。だが特に思い当たることはない。昨日神社で会った時は愛想良く接してくれたのを覚えている。


    「待たせてごめんな」


    　そう謝るが英里香は不機嫌そうな顔で僕を睨にらむ。


    「もっと、しっかりしてください。それでも〝えいゆう〟なんですか？」


    「英雄？」


    　いきなり英雄などという単語を持ち出されて僕は戸惑う。


    「……何でもありません。でも絶対、啓介お兄さんより父様の方がすごいと思います」


    　英里香はそう言うと、ぷいっと顔を背そむけてしまった。


    　状況が全く呑のみこめず、僕は気まずい思いをしながら頭を搔かいて周囲を見回す。


    　アリッサ、未由、ツグミ、冬ふゆ上がみ、山やま崎ざき、宮みや島じま、英里香、ウルトさん──僕を入れて九人のメンバーが揃そろっている。


    　この寒さなので、みんな厚着だ。特にアリッサは重ね着をしすぎて、体が一回り大きくなっているように見える。熱帯気候の《方はこ舟ぶね》で生まれ育ったアリッサは、寒さが苦手なのだろう。


    「これで全員ね。じゃあ、これからあなたたちを方はこ舟ぶねへ招待するわ」


    　木の幹に背中を預けて立っていたウルトさんが、僕らの前に歩いてくる。彼女も長なが袖そでの服を着ているが、アリッサとは違い着き膨ぶくれはしていない。ウルトさんはそれほど寒がりではないらしい。


    「私の周りに集まって、目を閉じて。方はこ舟ぶねへの転移は光と時間の両方に干渉する魔術を使うから、負荷が大きいわ。目を開けていると間違いなく酔うわよ？」


    　ウルトさんの言葉に従って、僕らは目を閉じる。頰ほおを撫なでる冷たい霧の感触、遠くで泣き交わす小鳥の声、視界を遮断したことで他の知覚情報を強く意識する。


    「──光の道と時の扉エデンズゲート！」


    　だが、ウルトさんの声が響いた瞬間、それら全てが消え去った。


    　靴くつ裏うらで踏みしめていた地面の感触が消滅する。猛烈なスピードで落ちているような、もしくは上昇しているような、ベクトルの定まらない加速度に翻ほん弄ろうされる。頭頂部から足先までの感覚が引き伸ばされ、自分の身長が十メートル以上になってしまったかのような錯覚に溺おぼれる。


    　落ちる、落ちる、昇る、昇る。


    　落下感と上昇感を同時に味わう。そしてその感覚は、唐突に途切れた。


    　靴の下にさらさらした砂の感触。


    　肌に強い日差しを感じる。打ち寄せる波の音が鼓こ膜まくを揺らす。風にそよぐ森のざわめきが耳に届く。湿度の高い熱気に包まれて全身からどっと汗が噴き出す。


    「うわ、あっつー」


    　宮みや島じまの声が聞こえて、僕は目を開いた。


    　目の前に広がっていたのは、南国の景色。白い砂浜と透き通った青い海、鬱うつ蒼そうと生い茂るジャングルと、遠くに見える中世風な石造りの城。


    　ここはまさしく、かつて僕が未み由ゆと二人で一週間ほど過ごした《方はこ舟ぶね》の中だった。たった二か月ほど前のことなのだが、懐かしく感じる。


    　何も変わっていない。美しい砂浜と水平線を見て思う。だが、一か所だけ違う部分があることに気付いた。


    　──空だ。


    　以前来た時は《方はこ舟ぶね》内部の時間が加速していたので、雲が止まって見えていた。けれど今は逆に、普段より速く流れているように見える。これはここの時間が、外よりも緩ゆるやかなせいだ。


    　けれど……かつて夢の中で垣かい間ま見みたアリッサの記憶にある《方はこ舟ぶね》の空とも、少し違うように思う。アリッサも同じ違和感を抱いだいたらしく、空を指差してウルトさんに話しかけた。


    「伯お母ば様、雲が遅いわ」


    「ああ……今の方はこ舟ぶねは以前よりも外界との時差が少ないのよ。前にケイスケたちがお父様のドールを倒してから、少しずつ時間凍結が解除されつつあるの」


    　ウルトさんは服の袖そでを捲まくり上げながら答える。


    「あたしがいた頃は外界の三分の一ぐらいの速度で時間が流れていたけど……今はどれくらいなの？」


    「外の二分の一以下よ。三連休だし、三十六時間程度は滞在できるんじゃないかしら。それより、暑いから早く着替えに行きましょう。スーラに連絡して、部屋はきちんと使えるようにしてあるから」


    　そう言って城へと続く白砂の道を歩き出すウルトさん。皆も上着を脱ぎつつ、後に続く。


    　だが僕は少し疑問に思う。以前は三分の一だった時流が今は二分の一以下──それはちょっと変化が急すぎるんじゃないか……？


    　このことはあとでウルトさんに聞いてみようと決めて、僕は皆を追いかけた。


    



    　歩いて半日もかからず一周できる程度の小さな島。それが《方はこ舟ぶね》の外観だ。


    　島の中央には《箱庭ガーデン》と呼ばれる白いドームがあり、そこから少し離れた場所に高い尖せん塔とうを有する石造りの城が建っている。それらの周りは鬱うつ蒼そうとしたジャングルに囲まれていて、人間が歩けるのは白い砂で覆おおわれた細い道だけだ。城から程近い場所には三日月形の入り江があり、美しい砂浜が広がっている。


    　砂浜の先は高い岬で、そこからずっと高い岸壁が続く。島の裏手にはジャングルを切り開いて作られた畑や果樹園があり、《方はこ舟ぶね》で生活している人々の食料を賄まかなっていた。


    　とはいえ、この島にいる〝人間〟は少ない。現在、外で暮らしているウルトさんを除けば、たった三人だけだ。


    　一人はアリッサの母親であるヴェル＝クラノ＝ストーリング。二人目はアリッサの父親のホリィ＝ライト。彼らは《箱庭ガーデン》の最下部にある隔離区画で暮らしている。


    　そして最後の一人が──ヒース＝ストーリング。


    　彼は《箱庭ガーデン》の中心にある完全時間停止領域──《玄げん室しつ》の中で眠っている。本来は数秒も維持できない時間停止の魔術を、彼は自らの時間も止めることで永続的に使用しているらしい。この《方はこ舟ぶね》を覆う時間の断層結界はヒースの魔術の余波で生まれた副産物なのだと、ウルトさんから以前聞いた。


    　この三人は皆、自由に行動できる状況にはない。ヴェルさんは病気の療養中で、ホリィは背信行為により軟禁されている身だ。ヒースにいたっては、指先一つ動かせない。


    　ならば誰が畑の世話や諸々の雑務をしているかというと──。


    「いらっしゃい！　スーラはとっても、あなたたちを歓迎するんだよ！」


    　城のエントランスホールに入った僕らを出迎えたのは、法ほう衣いを纏まとう一人の少女と二十体近いドールだった。


    　少女の顔立ちはアリッサによく似ているが、髪は黒く、外見も幼い。彼女の名はスーラ＝クラノ＝ストーリング。アリッサの叔お母ばであり、《流れし星ほし竜りゆう》の端末でもある《高次存在ヴイナー》だ。つまりは人間ではない。


    　スーラはウルトさんの作ったドール──幾き何か学がく模様が描かれたマネキンに似た人形を操って、《方はこ舟ぶね》全体を管理している。炊事、洗濯から農業まで引き受ける《方はこ舟ぶね》の守護神的存在だ。


    「ほら、みんなも歓迎の挨あい拶さつ！」


    　整列していたドールたちにスーラが呼びかける。するとドールたちはガチャガチャと音を立ててダンスを始めた。くねくねと関節を有り得ない方向へ曲げ、首をくるくる回転させるドールたち。


    　気持ちはありがたいのだが、正直かなり不気味だ。精神力が吸い取られそうな気がしてくる。


    「お、お師匠様……これも魔術なんですか？」


    　英え里り香かなどは驚くよりも怯おびえて、アリッサの腕をぎゅっと摑つかんでいた。


    「こら、スーラ。遊んでないで、自己紹介しなさい」


    　見かねたウルトさんが、スーラの頭をぽかりと叩たたいてドールの怪しい舞いをやめさせる。ちなみに人間ではないスーラに触れられるのは、彼女がドールの一つを媒介に実体化しているからだ。


    　仮かり初そめの体でも痛みは感じるようで、スーラは頭を摩さすりながら僕らの顔を見回す。


    「会ったことのある人も多いけど、ウルト姉様に言われたから自己紹介するね。スーラはスーラ。アリッサちゃんの叔お母ばさんだよ。よろしくね！」


    　手を挙げてスーラは名乗る。


    「スーラ叔母様、久しぶり。普通のサイズで会うのは初めてね」


    　アリッサが嬉うれしそうに言う。前に会った時、スーラは小さなドールを媒介にして現れたため、手のひらサイズだったのだ。


    「スーラさん、この前はお世話になりました」


    　未み由ゆは礼を言い、僕も頭を下げる。ツグミ、山やま崎ざきは「お久しぶりです。よろしくお願いします」と丁てい寧ねいに返事をしていた。


    「よ、妖よう精せいさんが……大きくなっちまった……」


    　だが宮みや島じまだけは、何な故ぜかひどく残念そうに肩を落としている。どうやら以前の小さなサイズのスーラにご執しゆう心しんだったようだ。


    　残ったのは冬ふゆ上がみと英里香。この二人はスーラとは初対面だ。


    「アリッサさんの叔母さんというより……妹って言った方がしっくりくる感じの子ね。私は冬上雪ゆき絵えよ。よろしく、お嬢ちゃん」


    　冬上はまじまじとアリッサによく似たスーラの顔を眺めながら挨あい拶さつを返す。


    「す、スーラはお嬢ちゃんじゃないんだよ！　アリッサちゃんよりも、あなたよりも、ずっと年上なんだからね！」


    　スーラは頰ほおを膨ふくらませて文句を言うが、冬上は「はいはい、分かったわ。お嬢ちゃん」とスーラの頭を撫なでて答える。


    「うーっ！　だからお嬢ちゃんじゃないもん！」


    　腕をぶんぶん振って否定する姿は完全に子供だ。スーラには悪いが、全然説得力がない。冬上は新しいおもちゃを見つけたような顔でにやにや笑っている。


    　そんな二人の間に英里香が割って入った。


    「わ、私は倉くら野の英里香です！　スーラさんもお師匠さまの叔母様なんですね。どうぞよろしくお願いします」


    　ぺこぺこと頭を下げて挨あい拶さつする英え里り香か。するとスーラは突然びくっと体を震ふるわせて、ウルトさんの後ろへ素早く隠れてしまう。


    「え……？　あ、あの……」


    　ぽかんとした顔で英里香は首を傾かしげる。スーラはウルトさんの背中から顔だけを出すと、不安げな表情で口を開いた。


    「あなたが……クラノ、エリカ……？」


    「はい、そうです。私……何か失礼なことをしましたか？」


    　戸惑う英里香を見て、ウルトさんは笑いながら首を振る。


    「あはは、全然そんなことないわよ。スーラはちょっと人見知りでね。別にあなたのことを嫌っているわけじゃないから安心して」


    　人見知り……？　スーラが？


    　僕はウルトさんの言葉に疑問を感じるが、スーラと初対面の英里香はその言葉をすんなり信じたようだった。


    「あ、そうだったんですか。それならよかったです」


    　ほっと胸を撫なで下ろし、英里香はスーラに手を差し出す。


    「改めて、よろしくお願いします」


    　スーラは英里香の顔と手を交互にじっと見つめてから、おずおずとその手を握り返した。


    「──よろしく、エリカ」


    「はい、スーラさん」


    　英里香は嬉うれしそうに頷うなずくが、スーラはふるふると首を横に振った。


    「……スーラでいい」


    「え？」


    「スーラは、スーラって呼んで」


    　それはいつも礼儀正しい英里香にはハードルの高い要求だっただろう。だが、スーラの外見年齢が同じぐらいだったためか、躊躇ためらいつつも「わかりました……スーラ」と英里香は答えた。


    　その途端、先ほどまでの強こわ張ばった表情が噓うそのようにスーラは満面の笑みを浮かべる。


    「うん、スーラはスーラ。スーラだよっ！」


    　がばっと英里香に抱きつき、喜びを表わすスーラ。


    　英里香と僕らは何がそんなに嬉しいのか分からず戸惑うが、ウルトさんだけは何な故ぜか切なげな表情を浮かべていた──。
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    　城の四階、三人用の部屋が複数並ぶフロア。どの部屋からでも白い砂浜が見下ろせ、風通しもいい。そのうちの一部屋はかつて僕と未み由ゆが少しの間暮らしていた場所だ。


    　スーラから、この階を好きに使っていいと言われた僕らは、とりあえず三組に分かれることにした。僕は山やま崎ざき、宮みや島じまと同室。隣の部屋がアリッサ、未由、英え里り香か。さらにその向こうが冬ふゆ上がみとツグミの部屋だ。


    　アリッサは城の中に自室を持っているのだが、今は皆と一緒にいることを優先したらしい。


    「──本当に目を開あけたら南の島なんだもんなぁ。ぶっちゃけ半信半疑だったから、ホント度ど肝ぎもを抜かれたぜ」


    「ああ、魔術ヤバイよ。マジすごい」


    　山崎と宮島は興奮冷めやらぬ様子で水着に着替え始めている。僕もベッドに鞄かばんを置いて、暑くて仕方のなかった分厚いジャケットを脱いだ。


    　今日一日の予定は、既に決まっている。


    　ウルトさんとスーラが計画を練ってくれていたのだ。


    　まずは日が暮れるまで海水浴。夕方に〝昼食〟を食べ、夜は島内を巡る肝試し。夜明け頃に〝夕食〟で、その後に入浴。二日目の正午には就寝という流れだ。


    　目覚めれば恐らく三日目の朝になっており、その時点で美み傘かさ市へ戻って解散となる。これは体内時計を狂わせないための処置らしい。時間の流れが二分の一なら、二日間を一日として過ごせばちょうどいいというわけだ。


    　ただしアリッサと英里香だけは夕食の後に《箱庭ガーデン》へ招かれることになっている。《箱庭ガーデン》は島の外周よりもさらに時間の流れが遅いので、二時間もいると三日目の夜になってしまうらしい。だから皆より少し遅れて美傘市へ帰還することになるようだ。


    　僕はアリッサと英里香についていきたいと思っていたが、ウルトさんたちがそれを許してくれるかどうかはまだ分からなかった。


    「おい、遠とお見み。早く行こうぜ！」


    　ビーチボールを抱えた山崎が僕を呼ぶ。


    「この場所って一日が短いんだろ？　なら目一杯、遊ばなきゃ損だ」


    　横の宮島はスイカを手にしていた。二人とも準備がよすぎる。


    　僕は苦笑しながら、二人と一緒に部屋を出た。女子が使っている部屋からは、甲かん高だかい楽しそうな声が聞こえてくる。


    「……覗のぞいたら殺されるぞ？」


    　僕はそう言って足を止めた二人の背中を押し、砂浜に向かったのだった。


    



    　透明な水を搔かき分けて、僕は三日月形の湾内を泳ぐ。ゴーグル越しに海中を見れば、色とりどりの魚が珊さん瑚ごの間で群れていた。以前は水着を持ってきていなかったので、《方はこ舟ぶね》の海で泳ぐのは今日が初めてだ。水温も高く、水も綺き麗れいで、とても気持ちいい。


    　山やま崎ざきと宮みや島じまは少し離れた場所で素す潜もぐりをしている。どちらが先に素手で魚を捕まえられるか、競争しているらしい。


    　勝負に参加していない僕は背泳ぎの姿勢を取り、海面に浮かぶ。真っ青な空が視界いっぱいに広がった。美み傘かさ市の白く霞かすんだ冬空とは違う、鮮やかで濃い蒼そう穹きゆうだ。


    　──陽ひ名なちゃんは今、何をしているんだろうか。


    　一人になると彼女のことが意識の表層に浮かび上がる。


    　遠く離れた空の下にいる小柄な少女のことを僕は想う。陽名ちゃんはやらなければいけないことがあると言っていた。しかし、それが何かは聞いていない。


    　ここに陽名ちゃんがいないことがとても不自然に思える。アリッサ、未み由ゆ、ツグミ、冬ふゆ上がみ、山崎、宮島──同じ学園へ通う仲間が揃そろっているのに、一人だけ欠けている。


    　けれど告白に対する僕の返答次第では、この状態が普通になってしまうかもしれない。そんなことを考えてしまい、僕は頭を振る。海水が口に入って、その塩辛さに少し咽むせた。


    「────」


    　砂浜の方から声が聞こえる。ようやく女子たちの着替えが終わったらしい。


    　僕は砂浜へ戻るために体勢を変えようとするが──その直前、青空で塗り潰つぶされた僕の瞳ひとみに黒い影が映りこんだ。


    「……ん？」


    　目を細める。その黒い影は段々と大きくなっていた。いや──僕目がけて落ちてきている。


    「ケースケ────っ!!」


    「きゃあああああああ、待って、ちょっと待ってください、お師匠さまぁぁぁぁっ!?」


    　響き渡るアリッサと英え里り香かの声。そこでようやく落下してきているのが英里香の手を摑つかんだアリッサであることを僕の目は捉とらえた。


    「うわっ!?」


    　慌てて僕は彼女たちの落下地点から離れようとする。けれど動き出すのが遅かったため、激突は免まぬかれそうもない。


    　僕は衝撃に備えて身構えるが、アリッサたちは自由落下していたわけではなかったらしい。海面直前で急制動をかけて勢いを殺しつつ進路を変更し、僕の横にざぶんと着水した。


    「あははっ、驚いた？　窓からケースケが見えたからエリカと一緒に飛んできたのよ」


    　水面から顔を出したアリッサが楽しそうに笑う。前に海水浴へ行った時と同じセパレートタイプの水着姿だ。


    「……あのなあ、心臓に悪いことはやめろよ」


    　半はん眼がんでアリッサを睨にらみ、僕は嘆たん息そくする。


    「ふふっ──ごめんね、ケースケ。久しぶりに帰ってきたから嬉うれしくって」


    「そっか、アリッサはやっと自分の家に帰ってこれたんだよな」


    　そう思うと、はしゃぐアリッサを咎とがめる気は失うせる。僕は苦笑を浮かべ、アリッサの頭に手を乗せた。


    「よかったらあとで色々案内してくれ。ここでの思い出話とか聞いてみたいし」


    「分かったわ、任せといて」


    　僕の言葉にアリッサは笑顔で頷うなずくが、ふと、何かを思い出した様子で辺りを見回す。


    「──あれ、そういえばエリカは？」


    　不思議そうに首を傾かしげるアリッサ。言われてみれば確かにアリッサと一緒に落ちてきた英え里り香かの姿が見えない。どこに行ったのかと視線を巡らせると、海面でぶくぶく弾ける泡に気付く。その出所に目を向けると──。


    「ちょっ、英里香！」


    　僕は急いで海中へ潜り、もがきながら底へと沈んでいこうとしていた英里香の腕を摑つかんで引っ張りあげた。


    「ぷはっ、はあっ、はあっ……あ、ありがとうございます。わ、私、泳げなくて……」


    　僕の首にしがみついて荒い呼吸を繰り返す英里香。


    「そうだったんだ……エリカ、ごめんね」


    　僕の隣に浮かぶアリッサが申し訳なさそうな顔で謝る。だがその声を聞いて英里香は自分を助けたのがアリッサではないことに気付いたようだった。はっと顔を上げて、僕と見つめ合う。英里香は学校指定のものらしいスクール水着姿で、僕と体を密着させていた。


    　みるみるその顔が赤くなる。だがそれは羞しゆう恥ちのためではなく、怒りによるものであることが険けわしい表情から読み取れた。


    「……啓けい介すけお兄さんなんかに助けられてしまうなんて、不覚です。わ、私……こんなことぐらいであなたを〝えいゆう〟だなんて認めたりしませんから」


    「は、はあ……？」


    　意味が分からず、僕は曖あい昧まいに言葉を返す。やはり僕は英里香に敵視されているらしい。


    　英里香は僕から離れて、隣のアリッサにしがみつく。


    「ケースケ、何かエリカの機嫌を損ねるようなことをしたの？」


    　疑わしげにアリッサが僕を見る。


    「い、いや何もしてないと……思う。なあ英里香、どうして怒ってるんだ？」


    　思い切って直接訊たずねてみるが、英里香はぷいっと顔を背そむけてしまう。


    「……私は別に、怒ってません」


    　どう見ても怒っている顔で答える英里香を見て、僕は途方に暮れる。倉くら野の正まさ行ゆきからは娘のことを頼むと言われていたが、これでは面倒を見させてくれそうにもなかった。


    



    　英え里り香かに泳ぎを教え始めたアリッサを浅瀬に残し、僕は砂浜に上がる。英里香が「邪魔です。どこかへ行ってください」というオーラを放っていたので、逃げてくるしかなかったのだ。


    「何なんだ、いったい……」


    　思い当たる原因が全くない僕は重い溜ため息いきを吐つく。


    「啓けい介すけくん、どうかしたの？」


    　すると砂浜に持参したビニールシートを広げていた未み由ゆが、手を止めて僕に近づいてきた。夏に見たのとは違う水着を身に着けている。前のものは大人っぽい黒いビキニだったのだが、今日はフリルのついた薄桃色の可愛かわいらしい水着姿だ。


    「ああ、いや……何か英里香を怒らせたみたいでさ。理由は分からないけど、とにかくあとで謝ってみるつもりだから心配しないでくれ。それより──その水着、新しいのだよな？　よく似合ってるよ」


    　僕は未由の全身を眺めて言う。こういったことはきちんと口に出して伝えなければならないのだと、さすがの僕も学習していた。けれど照れ臭さはどうしてもあるので、少しぶっきらぼうな口調になってしまう。


    「あ、ありがとう……せっかくだから違うのを持ってきたの。前のが夏に新しく買ったやつで、これは元から持っていた方の水着なんだ」


    　未由は嬉うれしそうに水着の紐ひもを指で弄いじりながら微ほほ笑えんだ。


    　僕らの間に気恥ずかしい空気が生まれるが、そこに冬ふゆ上がみが割り込んできた。


    「ちょっと遠とお見みくん。水着を褒ほめるなら、順番が違うんじゃない？　この海水浴の主役は誰か忘れたの？」


    　じろっと僕を睨にらむ冬上。水着は以前と同じ白いビキニ。そして冬上の背後には、腰まで覆おおう丈の長いＴシャツを着たツグミの姿があった。


    　そうだ、この海水浴を一番楽しみにしていたのは彼女。夏の時にはまだ出会っていなかったツグミ。


    　先週はツグミの水着を選ぶため、皆でショッピングモールへ赴おもむいた。まあ僕を含めた男子組は店の外で待機させられていたのだが……。


    　そういうわけで僕はまだツグミがどんな水着を買ったのかを知らない。


    「あの……センパイ。見て、もらえますか？」


    　ツグミはもじもじと手と内うち股またを擦すり合わせながら僕に問う。


    「わ、分かった」


    　ごくりと唾つばを飲み込み、僕は頷うなずいた。ツグミは緊張した硬い動きで、大きめのＴシャツを脱ぎ捨てる。褐かつ色しよくの肌がまぶしい太陽の下に晒さらされた。


    　形のいい小ぶりな胸と下腹部を覆おおうのは白いビキニ。色は冬ふゆ上がみとお揃そろいなのだが、その布面積が圧倒的に小さい。申し訳程度に大事な部分を隠しているだけなので、目のやりどころに困る。


    「どうでしょうか、センパイ。似合って……ますか？」


    　頰ほおを染め、上目遣いで問いかけてくるツグミ。胸の谷間と輪りん郭かくがはっきり見えてしまい、顔に血が上のぼる。僕は反射的に鼻を押さえた。


    「に、似合ってる！　すごく似合ってるけど……でも──」


    　あまりに刺激的すぎる。素っ裸よりもある意味扇せん情じよう的てきだ。そう言おうとした時、山やま崎ざきと宮みや島じまが海から上がってこようとしていることに気付いた。


    「あっ、ツグミ！　早くＴシャツを着てくれ！」


    　こんな下着よりも際どい水着姿を山崎たちの目に触れさせてはいけない気がして、僕はツグミに訴える。だがその途端、ツグミは表情を曇らせた。


    「やっぱり……本当は似合ってなかったんですね。見るのが嫌なぐらいに……」


    「いや、そうじゃないって！　ただその……うう……ああもうっ！」


    　もう説得する時間はないと判断した僕はＴシャツを拾い上げ、ツグミの腕を握って走り出す。


    「せ、センパイ？」


    「いいから、ちょっとついてきてくれ」


    　戸惑った様子のツグミだったが、触れたことで僕の心を読んだのだろう。途中から大人しく僕に合わせて足を動かしてくれた。


    「遠とお見みくーん！　友とも月づきさんは私が足止めしておくから、存分にツグミちゃんを堪たん能のうしてもいいわよー！」


    　何を勘違いしたのか知らないが、背後からそんな冬上の声が響いてきた。


    「……センパイ、あれはユキちゃんが勘違いしているのではありません。未み由ゆ先輩に勘違いさせるための一言だと思います」


    　冬上のことをよく知るツグミの解説を聞いて、僕は額を押さえる。怒りを解かなければならない人物がもう一人増えてしまったようだ。


    　けれど今はとにかくツグミを山崎たちの視界外へ連れ出すことを優先し、岬の近くの岩場までやってくる。


    「悪い、ツグミ。いきなりこんなとこまで引っ張ってきて」


    　砂浜からの死角になる大岩の陰で足を止め、僕はツグミの手を離して謝った。


    「……センパイの考えていたことはもう全部分かってますから、謝らなくてもいいです。他の男性に見せたくないぐらい、私の水着姿が魅力的だったんでしょう？」


    　はにかみながらツグミが僕の目を見つめる。


    「う……まあ、そうなる……のか？」


    　ツグミが僕の心を読み取ってそう解釈したなら、たぶんそれが正解なのだろう。僕としてはもっと父性的な義務感に駆られての行動だったと思うのだが、それは自分を正当化するための建前だった……らしい。


    「……センパイは、独占欲が強いんですね。分かりました……この水着姿は、センパイだけにプレゼントします」


    　ツグミはそう言って、僕の前でくるりと一回転してみせた。後ろから見るとほとんど紐ひもだけしか見えず、さらに危ない。


    「う……」


    　頭がくらっとして、僕はまた鼻を押さえた。ツグミの水着が刺激的なのもあるが、寒風が吹く街から熱帯の島へ突然移動したので、体に負荷がかかっているのだと思う。先ほど走ったのもよくなかった。


    「……大丈夫、ですか？」


    　ツグミが僕の様子に気付いて、下から顔を覗のぞきこむ。


    「平気だ……少し、眩暈めまいがしただけで……」


    「……センパイ、岩の陰に座ってください。しばらく休んだ方がよさそうです」


    　僕の額に手を当てたツグミはそう言って、僕をその場に座らせる。ツグミは隣ではなく真向かいに腰を下ろして体育座りをした。裸足はだしの指がわずかに触れる。


    「でも……早く戻らないと、変な誤解をされないか？」


    「誤解？　どんな誤解でしょうか？」


    　僕が考えていることは分かっているはずなのに、ツグミはとぼける。


    「はぁ……ツグミは前まで、もうちょっと素直だった気がするんだけど……」


    　たぶん冬ふゆ上がみの影響なのだろうと、僕は肩を落とした。


    「……確かにユキちゃんを手本にはしていますが、私としてはセンパイの好みに近づこうとしているつもりなんですよ？」


    「僕の……好み？」


    「はい。センパイはＳかＭかで言えば、間違いなくＭですから」


    　きっぱりと断言するツグミ。


    「別に僕は苛いじめられるのが好きってわけじゃないぞ？」


    　僕の心を直接覗いているツグミの言葉は信しん憑ぴよう性せいが高いと分かっていた。けれど納得できず、僕は反論する。


    「でもセンパイ、気の強い女の人は好きですよね？」


    「う……」


    　そこは正直、否定できないかもしれない。


    「この傾向は恐らく、幼少時に強気な従姉いとこの女性と頻ひん繁ぱんに遊んでいたことで生じたものだと推察できます」


    　咲さきねえのことか……。


    　僕は故郷の奈な波なみ市にいる従姉いとこのことを思い出す。ツグミは僕以上に僕のことを理解しているようだ。けれど心の中を読まれることに慣れてはいても、それを考察されるというのは居心地が悪い。


    「な、なあツグミ。この話はもうやめないか？　心理分析なんかされると恥ずかしいし」


    「……別にやめても、いいですよ？　でも、自分を知ることは今のセンパイにとって必要なことではないんですか？」


    「え……？」


    　思わぬ言葉を返されて、僕は戸惑う。ツグミは真ま面じ目めな表情で僕を見つめていた。


    　──そうか、ツグミは……。


    　僕は気付く。ツグミが僕を助けようとしてくれていることを。


    　どれだけ上う手まく隠し通している秘密でも、ツグミは触れるだけでその蓋ふたを開いてしまう。だからツグミだけは──陽ひ名なちゃんが僕に告白したことを知っている。


    「……センパイは、私に何も相談しなくていいんです。あの人との約束を破る必要はありません。ただ私が勝手にセンパイの心を分析して、センパイを恥ずかしがらせるだけです。続けて……構いませんか？」


    「──ああ、頼む」


    　僕がそう言うとツグミは口元を小さく綻ほころばせて、口を開いた。


    「それでは……センパイの性せい癖へきを赤せき裸ら々らに暴かせてもらいます。先ほど言ったようにセンパイはＭで、さらに年上好きだったのですが……そのアイデンティティを揺るがす事件が三年前に起こりました」


    　僕の脳裏を黒い海の情景が過よぎる。それは僕が妹と両親を失った海難事故。僕の〝戦い〟が始まった地点。


    「……センパイは由ゆ衣いさんを救えなかったことを悔やみ、自分を呪のろい、あらゆる人間との関わりから逃げるようになりました。けれどアリッサさんと出会い、未み由ゆ先輩を助けようと決めたことで、センパイの呪いは反転します。〝もう絶対に摑つかんだ手は離さない〟という強固な在あり方かたが、その時点で形成されたんです」


    　ツグミは目を閉じて、僕の内面の変化を語る。


    「そして由衣さんと再会を果たしたことで、年上好きという枠をも越えて、センパイは完全にシスコンでロリコンの変態になりました……」


    「ちょっと待て」


    　僕はツグミににじり寄って、その膝ひざ小こ僧ぞうに手を置いた。


    「何でしょうか、センパイ？」


    「これはあくまで……そういう話なのか？　真剣なノリの語りじゃないのか？」


    「……私はあくまで真剣に、現在のセンパイにとって強気で小柄──もしくは年下な女性はストライクゾーンど真ん中なのではないかというお話をしています」


    「それって……」


    　頭の中に陽ひ名なちゃんの顔が思い浮かぶ。


    「……別に私は〝あの人〟のことだとは断定していませんよ？　私だってセンパイより年下で、強気な女の子になろうと努力中です」


    　ツグミは僕に顔を近づけて、真ま面じ目めな表情のまま告げる。


    「センパイ──私たちは〝女の子〟なんですよ？」


    「え……？」


    「手放さないでいられるような〝モノ〟じゃありません。絶対に一人だけの所有物にはなりません。どれだけ固く手を握っても、もう片方の手は違う誰かの手と繫つながっています」


    　ツグミは右手を伸ばして、僕の手に重ねる。


    「──私はセンパイやユキちゃんと友達になって、人間とはそういう生き物だということを知りました」


    「ツグミ……」


    「ですから、センパイも人間らしく振る舞ってください。自分がただの〝男の人〟だということを自覚してください。強気で小柄な年下の女の子にときめくけれど、巨乳で年上のお姉さんも本当は全然オーケーな節操なしの変態だと認めてください」


    「せ、節操なしの──変態」


    　容よう赦しやなしの一言に表情が引きつる。


    「その通り。センパイは変態です。そして、いい変態だと……私は信じています」


    　ツグミは重ねた手に力を込めて、微ほほ笑えんだ。出会った頃は無表情で、ほとんど笑わなかったのに……今はこんなにも優しく自然に笑顔を作れる。こんなにも綺き麗れいに見える。


    　──女の子、か。


    「はい。〝あの人〟は復ふく讐しゆう者しやなんかじゃなく、普通の女の子で……センパイは罪人ではなく、ただの変態な男の人です。そしてもちろん私も……綺麗だと思われて嬉うれしい、ただの女の子です」


    　ツグミは手を離し、立ち上がる。


    「……私の心理分析は以上です。そろそろ、戻りましょう」


    　心理分析と言いながらも、それは完全に僕へのアドバイスだった。


    　内容は答えに直接結びつくようなものではなく、表現も遠回しで全部理解できたとは言いがたいが──何となく、自分の立つ場所だけは分かった気がした。


    　大切なのは、忘れてはいけないのは、陽名ちゃんが女の子で僕が男であるという当然のこと……。


    「ツグミ、ありがとう。でも、どうしてここまで親身になってくれるんだ？」


    　腰を上げて僕は訊たずねる。眩暈めまいは治まっていた。ツグミの水着姿を凝ぎよう視ししなければ、もう大丈夫だろう。


    「……興味があるからです。センパイが出す答えに。だから迷って結論を出せないなんてことにはなってほしくないんです。この問題は──私が今後どうするかということにも関わってくることなんですよ」


    　ツグミは僕が持っていたＴシャツを受け取って袖そでを通す。


    「どういうことだ？」


    　僕が問うと、ツグミは小さな声で呟つぶやく。


    「……だって〝あの人〟にだけはセンパイを任せられませんから。負けたく……ないですから」


    「え──？」


    　上う手まく聞き取れずに問い返すが、ツグミは笑ってごまかす。


    「……何でもありません。あ、最後に一つ忠告しておきます。いくら年下で今日はツンツンしているからといって、英え里り香かさんに傾いてはダメですからね？　それは悪い変態です」


    「わ、分かってるって。当たり前だ」


    　僕は真ま面じ目めな表情で頷うなずく。


    　けれどツグミは「……本当ですか？」と冗談っぽく首を傾かしげ、僕の腕を摑つかむ。


    「では……センパイがロリコンでない証明として、私と腕を組んで皆さんのところへ戻りましょう。そうすれば英里香さんも警戒心を薄めてくれるかもしれません」


    「へ？　ちょ、ちょっと待ってくれ！　そんなことをしたらもっと大きな問題が──」


    　異を唱える僕に構わず、ツグミは歩き出す。人間離れした身体能力を持つツグミに僕が抵抗できるはずもなく、僕はそのまま皆の元まで引き摺ずられ……アリッサと未み由ゆに問い詰められる羽目になったのだった。


    　そしてそんな僕を眺める英里香の眼まな差ざしは、ツグミの目もく論ろ見みに反し──より一層冷たくなっていた。


    



    　低い位置にあった太陽はいつの間にか天頂へ近づき、小さな島を眩まばゆく照らす。


    　短いバカンスを満喫するため、僕らは時間を惜しんで徹底的に遊んだ。


    　まずは定番のスイカ割り。


    「遠とお見みくん、右よー」


    「センパイ、行きすぎてます！」


    「ケースケ、左、左！」


    「啓けい介すけくん、あと少しだよ」


    　目隠しをした僕は聞こえてくる皆の声に従って、スイカの元へ近づく。たまに噓うその誘導を混ぜる者がいるので、すんなりとはいかない。


    「遠とお見み、そのまま真まっ直すぐ……一歩分前だ！」


    　宮みや島じまの声が耳に届く。


    「いいえ──そこです」


    　だが、それまでアドバイスをすることがなかった英え里り香かの声が聞こえ、僕は足を止めた。


    　指示の矛む盾じゆん。どちらかが、もしくはどちらも噓を吐ついている。


    　僕は少し考えてから、その場で木の棒を振り下ろす。だが手のひらに返ってきたのは柔らかな砂を叩たたいた感触だった。


    　僕が目隠しを外はずして位置を確認すると、スイカはまだあと一歩前にある。


    「──どうして、私の言葉を信じたんですか？」


    　ちょっと気まずそうに英里香は視線を逸そらす。


    「別に、理由はないよ。何となくだ。ほい、次は英里香の番」


    　僕は目隠し用の布と棒を英里香に差し出した。


    「……たぶん啓介お兄さんは私に仕返しをしますよね？」


    「んー、どうしようか。それを言ったら面白くないだろ？」


    　僕がそう答えると、英里香はむっとした顔で布と棒を受け取り、スイカ割りに挑んだ。


    　皆の声を頼りに英里香は近づくが、時たま冬ふゆ上がみが混乱させるようなことを言うので、目標が定まらない。


    「──英里香、あと三歩進んで棒を振り下ろすんだ！」


    　黙って様子を窺うかがっていた僕は、そこで初めて声を上げる。英里香はびくっと反応し、しばらく迷った様子を見せる。


    「違うわよ、英里香ちゃん。右よ右！」


    　だが僕の言葉を冬上は否定した。


    　十秒ほど立ち止まっていた英里香だったが、恐る恐るといった足取りで三歩前に歩き、棒を思い切り振り下ろす。


    　ガスッと鈍い音を立ててスイカが歪いびつに割れた。


    「…………」


    　英里香は目隠しを取ったあと、何な故ぜかとても悔しそうに僕を睨にらむ。


    「えっと……どうかしたか？」


    「……何でもありません」


    　そう言ってアリッサの元へ走っていってしまう。よく分からないが、さらに彼女の機嫌を損ねてしまったらしい。
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    　温室栽培のスイカは夏のものより甘みが物足りなかったが、それでも美お味いしかった。


    　そして次はビーチバレー。


    　ドールたちが魚を捕るために使っている網を利用して即席のネットを作り、二人一組のチームで戦った。


    　あみだクジで僕は冬ふゆ上がみと組むことになったのだが、結果は最下位。一位が未み由ゆ・ツグミペアで二位がアリッサ・英え里り香かペア。そして三位が山やま崎ざき・宮みや島じまペアだ。


    　ツグミは常人離れした身体能力を手加減なく発揮し、英里香はハンデとして許可された魔術を用いて凄すさまじい跳躍を見せ、宮島もわけの分からない数々の特技を用いた。


    　その結果……これといった武器のなかった僕と冬上は敗退したというわけだ。


    　未由に負けた冬上の八つ当たりで、僕は砂に埋められてしまう。


    「遠とお見みくん、これからご褒ほう美びをあげるわ」


    　首から上と足首から下以外を砂で覆おおわれ動けない僕の頰ほおを、冬上は人差し指でぐりぐりする。


    「な、何をする気だ……？」


    「予想はついているでしょう？　足の裏を露出させた理由を考えれば、答えは明白よね？　さ、ツグミちゃん、やっちゃって」


    「……了解です」


    　待機していたツグミが両手をわきわきさせながら僕の足裏に手を伸ばす。


    「ちょ──やめっ……はっ、はははははははははははははっ!?」


    　容よう赦しやなく足の裏をくすぐられ、僕は悶もん絶ぜつした。


    



    「啓けい介すけお兄さん──情けない格好をしていますね」


    　ご褒美という名の罰ゲームが終わり、そのまま放置された僕を英里香が見下ろす。


    「た、助けてくれ……」


    　笑い疲れて自力で砂から脱出できない僕は英里香に頼んだ。


    「お断りします」


    　けれど英里香は首を横に振り、土をさらに盛って僕の上に砂のお城を作り始める。その顔はやけに不満げだ。そういえばバレーの試合で僕らに勝ったときも、少し苛いら立だった様子を見せていた。


    「あ、面白そうなことやってる。英里香ちゃん、私も混ぜてもらっていいかな？」


    　するとそこに未由がやってきて、僕の頭の傍そばに腰を下ろした。


    「はい、どうぞ」


    「ありがとう。じゃあどっちが立派なお城を作れるか競争ね」


    　僕を城築の土台としてさえいなければ、微ほほ笑えましい会話だ。


    「……未み由ゆも、助けてくれないのか？」


    「啓けい介すけくん、お城が崩れちゃうから動かないでね」


    　救いを求める僕の言葉を未由は笑顔で黙殺し、城を作り始める。ツグミとの一件が尾を引いているのかもしれない。仕方なく僕は、状況を受け入れることにする。


    　まあよく考えれば間近から未由の水着姿を見上げられるこの状況は、それほど悪くはない気もした。


    「英え里り香かちゃん、泳ぎの練習は終わったの？」


    　未由はぺたぺたと砂を固めながら訊たずねる。


    「いいえ、今は休憩中です。お師匠様が飲み物を取りにお城へ戻ったので……」


    「そうなんだ。練習は順調？」


    「はい、バタ足まではできるようになりました。まだちょっと水に顔をつけるのは怖いですけど」


    　僕の上で会話が交わされる。口を挟んでも無視される気がしたので、僕は黙って耳を傾けた。


    「……未由さん、一つ聞いてもいいですか？」


    「うん、何？」


    「この方は──どういう人なんでしょう」


    「この方？」


    「啓介お兄さんのことです」


    　自分の名前が出てきたので僕は視線を英里香に向ける。けれど英里香は僕とは目を合わせず、未由を見ていた。


    「啓介くんかぁ……うーん、見た通りの人だと思うけど」


    「みんなにいい顔をする八方美人で、女の人との関係にだらしなくて、弱くて情けない……私にはそんなふうに見えています。それで正解なんでしょうか？」


    　英里香の言葉は僕の胸にぐさりと突き刺さる。そうか……英里香の目に僕はそんな人間だと映っていたのか。冷静に自分の行動を省かえりみると否定できない気がする。


    「そうだね……だいたいは間違っていない、かな」


    　未由も英里香の言葉を肯定するが、さらに言葉を続けた。


    「──でも、一つだけ。弱いっていう部分は同意できないかも。啓介くんは、強いよ」


    「強い……？」


    　訝いぶかしげな口調で英里香が訊ねる。


    「うん、だって啓介くんは〝私たち〟に勝ってるんだもの」


    「……未由さんは、啓介お兄さんと戦ったことがあるんですか？」


    「私だけじゃない。冬ふゆ上がみさんも、ツグミさんも、ここにはいないけど陽ひ名なさんも、一度は啓介くんと敵対して戦ったことがあるんだよ。アリッサさんは……どうだったっけ？」


    　そこでようやく未み由ゆが僕に話を振る。


    「あるよ」


    　僕は短く答える。アリッサの親友・美み澄すみ透とう子こを巡る一件で僕はアリッサと真正面からぶつかった。


    「お師匠様にも──勝ったんですか？」


    　信じられないといった表情で呻うめく英え里り香か。


    「いや、勝ったというか説得したというか……強い弱いとかあんまり関係ない状況も多かったし、それに今は持っていない〝力〟もあったから……」


    　僕は曖あい昧まいに答える。あの頃の自分にあった力は、もう僕の中にはない。だから決して今の僕は強くない。たぶん誰にも勝てないぐらいに弱い。


    　倉くら野の正まさ行ゆきが禍まがつ神かみに取り憑つかれた事件では、結局何もできなかった。


    「ううん──力があってもなくても、啓けい介すけくんは強いままだよ。きっと」


    　けれど未由は首を振って言う。それはどういう意味なのか、僕にはよく分からなかった。


    「……強いから、負けた未由さんたちは啓介お兄さんに従っているのでしょうか？」


    　英里香の問いに苦笑する未由。


    「ふふ、そう見える？」


    「…………いいえ。誰も啓介お兄さんのことを怖がってはいないように見えます。未由さんは自分を負かした人が憎くないんですか？　自分よりも強い人が怖くないんでしょうか？」


    　砂の城を作る手を止めて、未由に問いかける英里香。


    「うん、全然憎くないよ。怖くもない。少なくとも、私は」


    「何な故ぜ……です？」


    「──その質問は難しいね。少し前の私なら分からなかったかも。けど実は最近、やっとその答えを見つけたから、特別に教えてあげる」


    　未由は英里香の耳に顔を寄せ、口元を手で覆おおって小さく何かを囁ささやいた。


    　その声は僕の耳までは届かなかったが、英里香が呆あつ気けに取られた表情を浮かべたのは見えた。


    「……それだけ？」


    「そう、それだけ。きっと他の皆も同じだと私は思うな」


    　未由は少し照れ臭そうに笑う。気になって僕は「何を言ったんだ？」と訊たずねた。


    「簡単なことだよ。啓介くんなら、とっくに知っているはずのこと」


    　そう言う未由だったが、さっぱり想像がつかない。


    「──私には、理解できません」


    　そして答えを教えられたはずの英里香も、困惑した表情で小さく呟つぶやいていた。
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    　太陽が水平線の向こうに沈んでいく。空と海の果てが橙だいだい色いろに染まり、天の頂いただきにはもう一番星が輝いている。


    　海水浴を始めて四時間ほどで、《方はこ舟ぶね》の夕暮れは訪れた。楽しい時間は早く過ぎると言うが、この場所ではその感覚がさらに際立つ。本当に、一日が短い。


    「ご飯できたよー！」


    　皆を呼ぶスーラの声が聞こえ、少し沖の方で泳いでいた僕は砂浜へ戻った。


    「──集まったみたいだね。じゃあアリッサちゃん、みんな潮で体がべたべただろうからシャワーを浴びさせてあげて」


    　あれ、城にシャワーなんかあったか？


    　スーラの言葉に僕は首を傾かしげる。浴場には湯船しかなかったように思うのだが……。


    　けれどその疑問はすぐに解けた。


    「分かったわ、スーラ叔お母ば様──《暖かな小雨ライトレイン》！」


    　アリッサが魔術の《起動言語トリガー》を叫ぶと、僕らの頭上に小さな雲が生まれて暖かい雨が降り注ぐ。


    「たぶん方はこ舟ぶねの中であたしが一番よく使っていた魔術がこれなの」


    　アリッサは髪と体を洗いながら僕に言う。確かに人目を気にしないでいられる《方はこ舟ぶね》内ではとても使い勝手がよさそうな魔術だ。


    「お師匠様、この魔術もあとで教えてください！」


    　勉強熱心な英え里り香かはアリッサにそうお願いしていた。


    　僕らは軽く潮を洗い流したあと、部屋で服を着て食堂へ向かう。一階の奥にある食堂は窓のない薄暗い場所なのだが、ここまで人数が多いとにぎやかで雰囲気も明るくなる。出てきた料理は魚の蒸し焼きと野菜スープ、果実のデザート。シンプルながらも手が込んでいて、とても美お味いしかった。たぶんスーラがアリッサのために張り切って作ったのだろう。


    　ウルトさんは《箱庭ガーデン》の様子を見に行っているらしく、姿は見えなかった。


    　食後はしばらく休憩の時間を挟んで、《方はこ舟ぶね》のレクリエーションを兼ねた肝試しが始まる。スーラも加えた九人が三人ずつ三組に分かれることになり、僕らはビーチバレーの時と同様にクジを引いた。その結果──。


    「遠とお見みくん、イカサマしたでしょう」


    　英里香とスーラの二人と組むことになった僕は冬ふゆ上がみに白い目を向けられる。


    「んなわけあるか。第一イカサマをする理由なんてないだろ」


    「それはもちろん遠見くんがロリコンだからよ。もし英里香ちゃんが〝にゃー〟とか言ったら、可愛かわいすぎて理性が崩ほう壊かいしちゃうんじゃない？　だから英里香ちゃん、遠見くんの前では迂う闊かつな発言は謹つつしんで──」


    「冬ふゆ上がみ、もういい加減そのネタで弄いじるのはやめてくれ……」


    　僕は冬上の言葉を遮さえぎって溜ため息いきを吐つき、すぐ傍そばでぴょんぴょん飛び跳ねて喜んでいるスーラを見る。


    「エリカ、やったね！　スーラたち一緒だよ？」


    「は、はい。よろしくお願いします……」


    　最初はあれほど緊張した様子を見せていたのに、今は英え里り香かにべったりくっついて笑っているスーラ。仲良くなったのはいいことだが、少しばかり極端に思える。


    「二人とも、よろしくな」


    　一応僕も挨あい拶さつしておく。


    「うん、ケイスケさん、よろしくね」


    　スーラは元気よく言葉を返してくれるが、英里香はじとっとした目を僕に向けた。


    「……啓けい介すけお兄さん。あなたが本当にすごい人だというなら、もうこれ以上情けないところは見せないでください」


    「あ、ああ、気をつける」


    　真剣な英里香の表情に僕は息を呑のみ、言葉を詰まらせながら頷うなずいた。


    　何なのだろう……。


    　英里香は僕を敵視しているようだが、心底嫌っているという雰囲気でもない。僕が英里香を助けたりすると不満そうなのに、負けたり無様なところを見ると怒るのも謎なぞだ。何かを期待されているようでいて、何もしないことを望まれているような……ちぐはぐさを感じる。


    「じゃあみんな、この子たちのあとについていってね」


    　砂浜まで僕らを誘導したスーラは、松たい明まつを手にした三体のドールを指差す。


    「スタートは同時で、それぞれ別の道を通ってここまで戻ってくるの。だいだい距離は同じだよ。ドールは一定の速度で歩くけど、遅れたらちゃんと立ち止まってくれるから安心してね」


    　アリッサ、未み由ゆ、ツグミのチームは島の外周を右回りに。冬上、山やま崎ざき、宮みや島じまのチームは左回りに。それぞれドールのあとに続いて歩き出す。そして僕と英里香とスーラは、城へ続く道を進むことになる。


    　ざっ、ざっ、ざっ──。


    　左右を密林に挟まれた細い道を、ドールは歩いていく。夜よ闇やみの中を赤い松明の炎がゆらゆら揺れる。


    　ドールたちを操っているのはスーラのはずだ。それなら僕らの組には先導が必要ないんじゃないかと、僕は英里香と腕を組んでいるスーラに視線を向けた。


    「エリカ、エリカ、気をつけてね？　どこからお化けが飛び出してくるか分からないよ？」


    「そ、そうなんですか？　別に私は平気ですけど……あ、危ないから、あんまり離れないでください。もしお化けが出てきたら、私が守ってみせます」


    　意外と怖がりなのか、英え里り香かは虚勢を張りながらもスーラの腕にしがみつく。


    　というか脅おどかしにくるお化け役も恐らくスーラのドールだろう。まさに自作自演だ。まあ参加者の一人として楽しみたいという気持ちは分かるので、文句を言うつもりはない。


    　──しかし、それではスーラが肝試しのドキドキを味わえないのも事実だ。どこかで僕が意表を突いてやるのも面白いかもしれない。


    　そんなことを考えていると、遠くの方から「ぎゃーっ!?」という絶叫が聞こえてきた。あれはたぶん山やま崎ざきと宮みや島じまの声だろう。


    「ふわっ!?」


    　びくっと肩を竦すくませる英里香。僕はスーラを半はん眼がんで睨にらむ。


    「怖いもの好きな山崎たちがあんな悲鳴を上げるなんて……何をやったんだ、スーラ？」


    「え、何のことかな？　スーラ分からないよー」


    　空そら々ぞらしくスーラはとぼける。スーラとドールの関係性を知らない英里香はきょとんとした表情を浮かべていた。


    　僕らを先導するドールは城の中へと入り、一階の通路を進んでいく。そして台所の対面にある扉の前で立ち止まった。確か僕と未み由ゆが城に滞在していた頃は施錠されていた部屋だったように思う。


    　ドールは手の中に持っていたらしき鍵かぎで扉を開あけた。松たい明まつの明かりで部屋の中が照らされる。窓のない真っ暗な部屋には家具の類が一切なく、地下への階段だけがぽっかりと口を開けていた。


    　……こんな場所にあったのか。


    　以前《方はこ舟ぶね》に滞在した時、僕は地下通路の入り口を求めて一階を探索したことがあった。だが結局、城の中では見つけることはできず、たぶん鍵のかかった部屋のどこかにあるのだろうと推測していたのだが……正解だったらしい。


    　──ガチャン、ガチャン。


    　硬質な足音を立てながら、階段を下りていくドール。なるほど、ここからが僕たちのコースの本番というわけだ。暗い地下通路は恐怖を煽あおるには絶好の場所だといえる。


    「英里香、スーラ、ほら行くぞ」


    　闇やみが満ちる地下道の入り口を見つめたままスーラに縋すがりついて動かない英里香を急せかし、僕は階段を下り始めた。


    「わ、分かっています。啓けい介すけお兄さんは……怖くないんですか？」


    「まあ、特には」


    　苦笑を浮かべて僕は頷うなずく。


    　ネタが分かっているため恐怖は感じないし、同伴者が子供二人──外見上は──なので引率者の気分だ。アリッサや未由と一緒だったら、お化け屋敷みたいな感覚で楽しめたのかもしれないが、今はあえて怖がる気にもなれない。


    「……か、勘違いしないでくださいね。わ、私だってこれぐらい平気ですから。こんなことで怖がっていたら、正義の魔術師になれません」


    　そんな僕の態度がプライドを刺激したらしく、英え里り香かは無理に強がって見せる。こういうところはまだまだ子供だ。普段が大人びているだけに、何だか少し安心する。


    「足元には気をつけてな」


    　僕はそう注意して地階に降り立った。ドールの手にした松たい明まつが照らす地下通路は煉れん瓦が造りで、地面には小さな瓦が礫れきがたくさん転がっている。空気は城内よりもひんやりしていて少し湿っていた。


    　ごくりと生なま唾つばを飲み込む音が聞こえた。たぶん英里香だろう。


    　──ガツン、ガツン。


    　床の材質が変わったので、ドールの足音も変化する。僕らは移動する灯とう火かを追いかけて、地下通路を歩き出した。


    　曲がり角と分かれ道が多く、僕はすぐに自分の来た道が分からなくなってしまう。完全に迷宮だ。そして明かりの届かぬ暗がりからは、白いシーツを被かぶったドールが時たま飛び出してきた。


    「ひゃわぃっ!?」


    　そのたびに英里香は悲鳴を上げ、慌てて魔術を使おうとする。


    「ね、ねねね、ねがうはるてん──」


    　たぶん前言通りにスーラを守ろうとしているのだろうが、《姿の言葉シヤープワーズ》を唱え終わる前にドールは暗くら闇やみに姿を消す。


    　ああやって僕らから一定の距離を保ち、現れては消えるのを繰り返されると、冷静に正体を見極めるのは難しいはずだ。ローコスト低クオリティな白シーツお化けでも、ひどく不気味に見える。


    　僕だって不意を衝つかれたら悲鳴を上げてしまうかもしれない。だがスーラの様子を窺うかがっていれば、ドールが出現するタイミングはだいたい読めた。だからこうして平常心でお化けを観察できている。


    　けど──これはやっぱり不公平だよな。


    　怖がる英里香の横で楽しそうに笑っているスーラを、少しだけ驚かせてやることにする。


    　僕は歩調を緩ゆるめ、そうっと二人の背後に回りこんだ。そして着ていたＴシャツの襟えりに頭を入れて隠し、後ろからスーラの首筋をちょんと指で突つついた。


    「え……？」


    　Ｔシャツの生地は薄いので前方の様子は窺える。振り返ったスーラが大きく目を見開くのが分かった。たぶんこの暗がりの中では、僕は首なし人間のように見えているはずだ。


    「き──」


    「き？」


    　スーラの様子に気付いた英え里り香かもこちらを振り向き、顔を引きつらせた。


    「きゃああああああああああああああああああああああああああっ!?」


    　甲かん高だかいスーラの絶叫が地下通路の中に響き渡る。よほど驚いたのか、スーラは英里香の腕を振り解ほどいて全速力で逃げ出す。さらに僕らを先導していた松たい明まつを持つドールも、スーラと一緒に走っていく。


    「ちょっ──」


    　僕は慌てて呼びとめようとするが、どこかの角を曲がったのか明かりはすぐに見えなくなった。思わぬ事態に僕は呆ぼう然ぜんとする。スーラとドールが連動していたせいで照明すら失い、暗くら闇やみに取り残されてしまった。今は携帯も持っていないため、ディスプレイの明かりを頼ることもできない。


    「えっと……英里香は、近くにいるのか？」


    　闇の中に問いかける。


    「け、啓けい介すけお兄さん？　あ、あの……今、首なしのお化けが──」


    「ごめん。それ、僕だ」


    「……は？」
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    「いや、スーラをちょっと驚かせてやろうと思ってさ。そしたら思った以上の反応で、こんなことに……」


    　わけを話すと英え里り香かは数秒間押し黙り、そして大声で怒ど鳴なった。


    「何バカなことをやっているんです！　おかげでスーラが迷子になってしまったじゃないですか！」


    「その心配はないんじゃないかな……スーラは《方はこ舟ぶね》内のことなら何でも知ってるし。だからたぶん、迷子になったのは僕らの方だ。スーラが戻ってきてくれるといいんだけど……」


    　僕はそう言ってスーラが逃げていった方向を見る。けれど松たい明まつの明かりは見えないし、足音も聞こえてこない。


    「仕方ありません……じゃあ私がスーラと出口を探します」


    　溜ため息いきを吐ついてエリカは言い、魔術の《姿の言葉シヤープワーズ》を唱となえ始めた。


    「──願うは流る転てん。暗き蒼あおの海、流れし光の連なり。遠き宙そら駆かける星の竜……風の息吹で大地を撫なでよ、その輪りん郭かくをなぞり描け！」


    　お化けに驚いていた時とは打って変わって落ち着いた声こわ音ねの詠えい唱しようが響く。


    「撫でるそよ風イーズブリーズ！」


    　闇やみの中を柔らかな風が吹き渡った。これは以前、かくれんぼで英里香が僕らを見つけるために使った風の探知魔術だ。


    「…………地下通路の構造はだいたい分かりました。スーラさんはたくさんある出口の一つに向かって移動しているみたいです。とりあえず、そちらに向かいましょう」


    「すごいな、もう魔術をそんなに使いこなせるのか」


    　感心して僕は呟つぶやく。


    「お師匠様に教えてもらっているんですから、当然です。明かりを作る魔術も知ってますよ？」


    　そう言って英里香は再び詠唱を行い、《起動言語トリガー》を告げる。


    「照らす陽光レイランプ！」


    　山吹色の光の球が空中に現れ、周囲を眩まばゆく照らし出した。すぐ傍そばにいる英里香の姿が露あらわになる。彼女は地面に座り込んで、得意げな顔をしていた。


    「どうですか？　私はもう風と光の流れはきちんと制御できます。あとは攻撃魔術さえ教えてもらえば、戦うこともできる一人前の魔術師になれるんです」


    「ああ──本当にすごいよ。きっと英里香は、誰かを救える魔術師になれる」


    　多少の羨せん望ぼうも込めて、僕は言う。今だって何もできない僕をこうして助けてくれたのだ。これから先、もっと多くの人を救うことができると思う。


    「もちろんです。そのために頑張っているんですから」


    「そうだよな──じゃあ行こうか。これだけ明るいなら歩きやすそうだ」


    　僕は笑って歩き出そうとする。だが、英里香が動こうとしない。


    「どうしたんだ？」


    　不思議に思って問いかけると、英え里り香かは顔を伏せて小さな声で言う。


    「……ちょっと、待ってください。まだ……歩けないんです」


    「歩けない？　どこか怪け我がをしたのか？」


    　驚いた拍子に転んだのだろうかと僕は膝ひざをついて英里香の顔を覗のぞき込んだ。


    「腰、が……」


    「腰？」


    「さっきので、こ、腰が抜けてしまったんですっ！」


    　英里香は僕を睨にらみ、大声で叫んだ。


    　恥ずかしさと怒りで顔は真っ赤になり、目め尻じりには涙が浮かんでいる。僕はしばし硬直した後、こう提案した。


    「──おぶって行こうか？」


    



    　地下通路に一人分の足音が響く。僕が地面に踵かかとを下ろす音だけが低い天井に反響する。


    　英里香の靴くつ音おとはない。何な故ぜなら彼女は僕に背負われているからだ。


    「……次の十字路を右に曲がってください」


    　僕に背負われた英里香は照明の魔術を維持しながら、行く先を示す。その声はひどく不機嫌だ。僕の手を借りているということが不本意なのだろう。


    　僕は彼女を刺激しないよう、黙々と指示に従った。だがそれはそれで退屈だったのか、分岐路がなく沈黙が長引いた時、英里香は唐突に問いかけてくる。


    「啓けい介すけお兄さんは──本当にロリコンではないんですよね？」


    「……それはもう何度も否定しただろ」


    　僕はうんざりして肩を落とした。


    「では……何なのですか？」


    「え？」


    「あなたは……どういう人なんでしょうか」


    　それは先ほど英里香が未み由ゆにしたのと同じ質問だった。


    「お師匠様や未由さんたちと敵だったことがあって……しかも皆さんとの戦いに勝ったのに、怖がられることもなく仲良くしている……。私はあなたが分かりません」


    　頭の後ろできっぱりと断言されて僕は苦笑する。


    「そんなこと言われてもな……僕だって自分のことは分からない。でも、その答えはさっき未由に聞いたんじゃないのか？」


    　未由は英里香だけに答えを耳打ちしていた。ならば僕に聞かなくてもいいはずだ。


    「未み由ゆさんの答えが理解できなかったから聞いているんです。未由さんはこう言っていました。私を好きになってくれた人を憎めないよ──って」


    　私を好きになってくれた人……？


    　その言葉に僕は戸惑う。未由が言っていたのはたぶん、僕らが想いを伝え合うより前の話だ。対立し、ぶつかることになってしまった時のことだろう。


    「啓けい介すけお兄さんは、敵になった時も未由さんのことが好きだったんですか？」


    　僕の耳元で英え里り香かは問う。


    「……どうだろう。今から考えると……そうだったのかもしれない」


    「お師匠様やツグミさん、陽ひ名なさん、それに冬ふゆ上がみさんのこともですか？」


    「…………好意がなかったと言ったら噓うそになるな。冬上以外は」


    　とりあえず〝好き〟という言葉を広い意味で解釈することにして僕は答える。アリッサや未由たちと戦ったのは、彼女らのためでもあった。僕は好きでもない人のために命をかけられるような正義の味方ではない。


    「冬上さんのことは好きじゃなかったんですか？」


    「大嫌いだったよ。本当に」


    　それを聞いた英里香は小さく唸うなる。


    「うーん……それでは未由さんの答えも、皆さんに当てはまる正解ではないんですね」


    「まあ、未由の意見が冬上と一致するわけがないしな」


    　僕は笑う。冬上は僕の敵というより、未由の宿敵だ。だから少し他の皆とは関係性が異なる。


    「今も嫌いなんですか？　冬上さんのこと」


    「苦手ではあるけど……もう嫌いではない、気がする」


    「では、好きということなんですね」


    「…………頼むから好き嫌いの二択にしないでくれ」


    　溜ため息いきを吐つき、僕は英里香に言う。少なくとも冬上への感情はそんな単純に分類できない。


    「私としては、できるだけ分かりやすくしたいんですけど」


    「無茶言うな。人間っていうのは複雑なんだ」


    「そうですね……啓介お兄さんはとても分かりづらいです。おかげで父様の言葉をなかなか確かめられません」


    「──父様って正まさ行ゆきさんのことだよな？　どうしてそこであの人のことが出てくるんだ？」


    　不思議に思って問いかけると、英里香は僕の肩をぎゅっと摑つかんで小さく呟つぶやいた。


    「こうなったらもう全部お話しして、直接お訊たずねするしかなさそうですね……」


    　何かを諦あきらめ、開き直ったような口調で英里香は言葉を続ける。


    「啓介お兄さん──実は、私の父様は正義の味方なんです。毎日、毎日、街の平和を守るために頑張っているんです」


    「そのことは、一応知ってる」


    　彼と出会った時、本人の口から聞いた。そしてそれは自称ではなく、彼は本当に正義の味方といっていい仕事をしている。妙な格好をしているのが玉に瑕きずではあるが。


    「その父様が今朝言ったんです。啓けい介すけお兄さんは自分よりもすごい〝えいゆう〟だって。だから啓介お兄さんを頼るように──って。けど私はどうしてもそんなふうには見えなくて……」


    　僕は足を動かしながら大きく息を吐く。両手が使えれば頭を抱えたい気持ちだった。つまり今日の朝から僕に対する英え里り香かの態度がおかしかったのは、倉くら野の正まさ行ゆきのせいだったらしい。


    　まったく、あの人は本当によく分からないことをする……。


    「英里香の目は間違ってない。僕は英雄なんかじゃないし、正義の味方をしている正行さんの方がずっとすごいさ」


    　苦笑いを浮かべて僕は言う。昔そのような立場にあり、それによって恨うらみと憎しみを向けられたこともあったが──今はもう違う。僕は普通の人間だ。


    　たぶん英里香は尊敬する父親より僕がすごいと言われて納得できなかったのだろう。だから僕の言葉で溜りゆう飲いんを下げてくれると思ったのだが──。


    「……啓介お兄さんは父様の言葉が間違っていると言うんですか？」


    　英里香の声が刺とげ々とげしくなり、僕は慌てる。


    「え？　で、でも英里香は正行さんの言葉が納得できなくて怒ってるんだろ？」


    「そうです……そうですけど、父様の言うことは正しいはずですから」


    　声こわ音ねに複雑な感情を滲にじませて呟つぶやく英里香。


    「──英里香は僕にどうしてほしいんだ？」


    　僕は何をすればいいのか分からなくなって問いかける。


    「父様の言うようなすごい人だという証拠を、見せてほしいです」


    「………………具体的には？」


    「それは──啓介お兄さんが考えることだと思います」


    　少し気まずい感じの口調で英里香は答える。たぶん英里香自身も思いつかないのだろう。


    「あ、そこを左です」


    　僕はやれやれと小さく首を振り、指示通りに左折しようとする。だが、曲がろうとした角の反対側──右手の通路に何か大きな物体が見えて僕は足を止めた。


    「何だ……あれ？」


    　僕の動きと声で英里香も〝それ〟に気付いたようだ。肩越しに手を伸ばして魔術の灯とう火かを移動させ、通路の奥を照らす。


    「うおっ!?」


    「ひゃっ!?」


    　現れた異い形ぎように僕らは小さな悲鳴を漏らした。


    　それは蜘く蛛ものような形をした巨大な何か。全身に幾き何か学がく模様が刻まれているところを見ると、ドールの一種だろうか。よく見れば四よつん這ばいになった人形に腕と足を二本ずつ付け足した構造をしている。ずいぶんと放置されているのか、瓦が礫れきの細かい破片が体の上に積もっていた。


    「スーラ……？」


    　念のため呼びかけてみるが反応はない。どうやらこの巨大蜘蛛形ドールはスーラとリンクしていないようだ。普通は淡く発光している幾何学模様も、暗い色に沈んでいる。


    　何だ、これは。かなり不気味な外観だが、特殊な用途に用いるためのドールなのだろうか。


    「啓けい介すけお兄さん、降ろしてください。たぶんもう歩けると思いますから」


    　英え里り香かが僕の肩をポンポンと叩たたいて言う。


    「──あ、ああ。分かった」


    　僕は頷うなずき、英里香を背中から降ろした。英里香は自分の足で地面に立つと、蜘蛛形ドールに近づく。


    「奇妙な姿の人形ですね。肝試し用に用意されたものなのでしょうか……」


    「いや……だいぶ前から置かれていた形跡があるし、それはないだろ」


    　英里香は僕の言葉を聞いて、ドールの体に右手で触れる。


    「本当ですね、砂すなや埃ほこりでかなり汚れています」


    　表面を撫なでて呟つぶやく英里香。だがその直後、異変が起こった。


    　ジジ……ジジジジ……。


    　耳みみ障ざわりな音を立てて、蜘蛛形ドールの幾何学模様が明滅する。巨大な体たい躯くが細かく振動し、積もった埃や瓦礫がバラバラと地面に落ちてくる。


    「ひゃっ──」


    　英里香は驚いた様子で身を竦すくめた。


    「お、おい、英里香……何をしたんだ？」


    「何もしてません！　ただ触っただけなのに……」


    　おろおろと鳴動する蜘蛛形ドールを見上げる英里香。幾何学模様の輝きが強くなり、振動も増大していく。危険を感じた僕は、英里香の腕を摑つかんでドールの傍そばから離れた。


    「……スーラ、もし冗談でやってるんだったらやめろよな」


    　先ほど曲がろうとしていた通路の角まで後退し、呼びかける。けれどドールの異常は収まらない。


    「スーラじゃないなら、もしかしてホリィ＝ライトか？　こんな悪いた戯ずらしてると、ウルトさんに言いつけるぞ？」


    　前にアリッサの父親であるホリィ＝ライトが、スーラの使っていないドールを操ったことがあるのを思い出して問いかける。だがやはり何の反応もない。


    　ギギッ……ギギギギ……。


    　軋きしみを上げて、蜘く蛛も形ドールの手足が動き出した。ドールの幾き何か学がく模様は澱よどんだ紫色に輝き、全身をその色で染めていく。頭部まで覆おおい尽くした〝紫〟は額の位置で凝縮して盛り上がり、捻ねじれた角つのとなって突き出した。


    「これ、は──」


    　脳裏に一週間ほど前の出来事が過ぎる。全身を赤く染め、額から角を生やした倉くら野の正まさ行ゆきと戦った記憶が蘇よみがえる。


    　蜘蛛形ドールの変へん貌ぼうは、禍まがつ神かみに取り憑つかれた倉野正行の姿と似ているような気がした。


    「ガッ……ガガガガガガガガッ!!」


    　頭部にひび割れが走り、本来はない〝口〟を出現させた蜘蛛形ドールは壊れたスピーカーのような声で吼ほえる。全身に寒気が走った。その声に満ちた憎悪と敵意と殺意の濃度に背筋が震ふるえる。


    　──あれは絶対にスーラじゃない。ホリィ＝ライトの雰囲気とも違う。


    　僕は確信した。この圧倒的な負の感情は、かつて相対した禍神と同等のものだ。どうしてそんなモノが外界から隔絶された《方はこ舟ぶね》の中に現れ、蜘蛛形ドールに取り憑いたのかは全く分からない。だが、このままでは非常にマズいことになる。


    「逃げるぞ、英え里り香か！」


    　僕は英里香の手を引いて走り出す。
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    「え？　な、何で──」


    「あのドールはきっと僕らを襲ってくる。僕の予想が正しければ、あれは僕らを……生きている人間が妬ねたましくて、憎らしくて仕方のないモノだ」


    　そう言った瞬間、背後からドンッと激しい音と振動が響いてきた。地下通路が揺れて、上から小さな破片が降ってくる。


    　振り向くと、蜘く蛛も形ドールは先ほどの場所にいなかった。あの巨体をどう支えているのか分からないが八本の手足で天井に張り付き、僕らの方に顔を向けている。


    　手足が不気味に蠢うごめくのが見えた次の瞬間、蜘蛛形ドールは凄すさまじい速度で僕らの方へ走り出す。天井を伝って、逃げる僕らを追ってくる。


    「英え里り香かっ、魔術であいつを足止めできないか!?」


    「え、えっと……防御の魔術ならいくつか教わっていますけど、私はまだ二つの魔術を同時に使えません！　だから一旦照明の魔術を消さないと……それに、次の魔術を詠えい唱しようするのにも時間がかかります！」


    　必死に足を動かしながら英里香は答えた。


    　真っ暗な地下通路の中を明かりなしで走るのは不可能だ。立ち止まっている間に追いつかれてしまうだろう。僕は別の手段を模索することにした。


    「出口は、まだ遠いのか!?」


    　とりあえず外にさえ出てしまえば魔術を使う余裕も生まれると考え、僕は問いかける。


    「す、スーラさんが向かった出口はかなり距離があります！」


    「じゃあ一番近い出口は？」


    「次の次の十字路を右に曲がって、真まっ直すぐ行ったところに外への階段があったと思います！　ただ《方はこ舟ぶね》のどこに出るかまでは分かりません！」


    「地下から出られるなら、どこでもいい！　そっちへ向かうぞ！」


    　僕は英里香が教えてくれた場所で右折する。その時、ちらりと後ろの様子を確かめた。


    　思っていたよりもずっと近くまで蜘蛛形ドールは迫っていた。天井に八本の手足で摑つかまり、逆さまになって僕らを追跡している。紫色に輝く幾き何か学がく模様が僕らを射抜く瞳ひとみのように見えて、冷や汗が噴き出た。


    「け、啓けい介すけお兄さん……あ、あれの正体に──心当たりがあるんですか？」


    　英里香も同じものを見てしまったのか、声が震ふるえている。繫つないだ手からも怯おびえが伝わってきた。


    　たぶん本物の憎悪や殺意に晒さらされるのは初めてなのだろう。


    「英里香は以前、精せい霊れいを──紙飛行機に託された夢から生まれた鳥を見たことがあっただろう？」


    　走りながら僕は英里香に問いかけた。


    　行く手が薄っすらと明るい。きっと外からの星明かりが入ってきているのだ。


    「は、はい……」


    「あれはあの鳥に近い存在で……もっと邪悪なモノだ。正まさ行ゆきさんは──君のお父さんは〝禍まがつ神かみ〟と呼んでいた」


    「……まがつ、かみ」


    　息を切らせながら、英え里り香かは僕の言葉を繰り返す。


    「ガガガガガガッ！　ガギガガガガガガガガガガガァァァ──！」


    　角の向こうから耳みみ障ざわりなひび割れた咆ほう哮こうが響いてくる。英里香は僕の手をぎゅっと握って、肩を竦すくめた。


    「何で……何で、あんな怖い声で鳴くんですか？」


    「──前に見た禍神は事故で死んだ人の怨おん念ねんから生まれたモノだった。あれが似たようなモノだとしたら……命を失ったことが悔しくて、生きている人間が妬ねたましくて堪たまらないんだろうな、きっと」


    　僕はそう答えるが、会話をしている余裕があったのはそこまでだった。


    　低い振動。地下通路そのものが揺れている。


    　蜘く蛛も形ドールが、さらに速度を上げたのだ。僕らを追って角を曲がり、天井を壊す勢いで距離を詰めてくる。一度死角に入ったことで刺激してしまったのかもしれない。僕らを逃がさないという強い意志を感じた。


    　追いつかれれば終わりだ。地下で戦っても勝ち目はない。英里香には新たな魔術を使う暇ひまがなく、僕も法術の媒介である木刀を寮に置いてきている。せめて何か長い棒のようなものがあれば法術で対抗できるのだが、そんなものが都合よく落ちていたりはしなかった。


    「急げっ!!」


    　英里香の腕を引いて走る。出口はもう見えている。淡い星の光に照らされた階段まであと少し。


    　背後から迫る足音は、もはや頭の上から響いてくる。振動で剝はく落らくする天井の破片が体を叩たたくが、構っていられない。


    　だが、ふいに上からの音が途切れる。ぞわっと背筋が粟あわ立だった。


    　ほとんど反射的に僕は英里香の体を抱き寄せて前に跳ぶ。


    　ヂッ──。


    　靴くつのつま先に何かが掠かすった。直後、背後から激しい音と粉ふん塵じんが押し寄せ、地面が揺れる。


    　倒れた時に肩を強く打った僕は、鈍い痛みを堪こらえながら身を起こした。後ろを見て、何が起こったのかを悟る。


    　天井から蜘蛛形ドールが飛び降りてきたのだ。恐らく僕らを射程に捉とらえたと判断したのだろう。前に跳躍していなければ、叩き潰つぶされていたかもしれない。


    「英え里り香か、立てるか？」


    「は、はい……」


    　僕は英里香を助け起こす。階段はすぐ目の前だった。背後の蜘く蛛も形ドールは自分が巻き上げた粉ふん塵じんのせいで、一時的に僕らを見失っているようだ。これなら間に合う──。


    　僕らは階段を駆け上がり、出口となっていた小さな石造りの祠ほこらから走り出た。


    　周囲は密林に囲まれ、細い道だけがどこかへ続いている。重なり合う枝葉の向こうには無数の星が輝く夜空が見えた。


    「もう明かりはいらない。何でもいいから他の魔術を使ってくれ！」


    　足を止めずに細い道を駆け抜けながら、英里香に言う。


    「わ、分かりました。願うは流る転てん。暗き蒼あおの海、な、流れし光の連な──ご、ごめんなさい。やり直します！」


    　詠えい唱しようを始める英里香だが、息が切れているうえに走り続けているので上う手まく言葉を紡つむげない。《姿の言葉シヤープワーズ》は魔術を使用するためのパスワードだ。一音でも間違えると魔術は発動しなくなる。どこかで立ち止まり、詠唱だけに集中してもらわなければ魔術の行使は無理かもしれない。


    　細い道を抜ける。すると一気に視界が広がった。ジャングルが切り開かれた土地にはたくさんの畑が並んでいる。少し向こうには果樹園と木造の小屋も見えた。


    　この場所は以前《方はこ舟ぶね》に来た時に訪れたことがある。ジャングルを挟んで城の反対側にある農園だ。《方はこ舟ぶね》の食料はここでドールたちが栽培している。だが今は、畑にドールの姿は見えない。たぶん肝試しに駆り出されてしまったのだろう。


    　背後からはバキバキバキと木々を薙なぎ倒して僕らを追ってくる蜘蛛形ドールの気配。僕は畑の傍そばに建っている小屋を目指して英里香と走る。


    　──どうすればいい？


    　自問する。誰かが騒ぎに気付き、助けに来てくれる可能性はある。だがそれまで僕らが無事でいられる保証はない。


    　ならば、何とかして英里香が魔術を使う時間を稼ぐのが最善の方策だろう。つまり僕が囮おとりになればいい。けれど……。


    　体が震ふるえる。倉くら野の正まさ行ゆきに取り憑ついた禍まがつ神かみと戦った時のことを思い出す。


    　あの時、僕は殺されかけた。自分がどれだけ弱い存在かということを思い知った。だからあの蜘蛛形ドールに相対するなんてことは、在り得ない無謀なのだ。


    　自分の命を優先するならば、逃げ回り続けた方が利口。〝僕一人ならば〟助けが来るまで生き延びられる可能性は低くない。だがその場合……体力のない英里香は僕より早く力尽きて、禍神の餌え食じきになってしまうだろう。


    　──君が責任を持って、英里香のことを守ってくれ。


    　倉野正行の言葉が耳の奥で響く。


    「僕は……正義の味方じゃないんだ」


    　走りながら僕は声を搾しぼり出した。


    「え？」


    　英え里り香かが戸惑った様子でこちらを見る。


    「僕は、例えば目の前で車に轢ひかれかけている無関係の他人がいたとして……反射的に、自分の命を顧かえりみず、飛び出せる人間じゃない。どうしても僕には……理由が必要なんだ」


    「理由……？」


    　僕と英里香の間にあるのは、アリッサの弟子という要素を介しての間接的な繫つながりだけ。僕らはまだ、互いに相手のことがよく分からない他人同士。知り合ったばかりだから当然といえば当然。しかし今は、それじゃ少しばかり足りない。体を竦すくませる恐怖を抑え込めない。


    　何かないか……何でもいい、どんなくだらないことでもいい。臆おく病びような自分自身を少しの間だけ騙だませる程度のもので構わない。何か……。


    　自問を繰り返す。その時、脳裏を冬ふゆ上がみの顔が過よぎった。


    　──もし英里香ちゃんが〝にゃー〟とか言ったら、可愛かわいすぎて理性が崩ほう壊かいしちゃうんじゃない？


    　冬上の言葉を思い出す。馬鹿馬鹿しい台詞せりふだ。ただの軽口だ。けど──。


    「英里香、〝にゃー〟と言ってみてくれないか！」


    　わらにも縋すがる思いで叫ぶ。


    「は……？　へ？」


    　あまりに僕の言葉が唐突だったせいか、英里香は二回も疑問符を口にする。だが説明している時間はない。蜘く蛛も形ドールは既に密林を抜け出ており、僕らを追走してきていた。


    「お願いだ！　頼む、笑顔で〝にゃー〟と言ってくれ！」


    　半なかばやけくそで僕は繰り返す。


    「えっと……大事な──ことなんですね？」


    　はぁはぁと肩で息をしながら、英里香は僕に問いかけた。


    「ああ、僕には必要なことなんだ！」


    　小屋まで辿たどり着いた僕は扉を開けて中に入り、英里香に頭を下げる。この小屋は倉庫として使われているらしく、農具がたくさん置かれていた。蜘蛛形ドールの足音が近づく。時間の猶ゆう予よはほとんどない。


    「わ、分かりました……」


    　覚悟を決めた様子で頷うなずく英里香。指先を丸めて猫のような手を作り、ぎこちない笑顔を浮かべる。やはり恥ずかしいらしく頰ほおが赤い。


    「に、にゃー」


    　そして僕を上うわ目め遣づかいで見ながら、英里香は猫の鳴き真似をした。


    「…………………………」


    　その姿をしばし無言で眺める。確かにこれは──。


    「──冬ふゆ上がみの言葉も、それほど的外れじゃなかったな」


    　苦笑を浮かべて僕は呟つぶやく。あいつもたまには、ほんの少しだけ役に立つことを言う。


    「あ、あの……啓けい介すけお兄さん？」


    「英え里り香か、これから僕があいつを引きつけて時間を稼ぐ。その間に魔術を詠えい唱しようしてくれ！」


    　僕は小屋に置かれていた農具の中から鉈なたを手に取り、返事も聞かずに外へ飛び出す。蜘く蛛も形ドールはもう小屋の目の前まで近づいていた。


    「こっちだ！」


    　叫び、あえて目の前を横切る。ぐるんとドールの頭部が回り、目の位置にある幾き何か学がく模様が紫色に強く輝いた。


    「ガギガガガガガッ!!」


    　気味の悪い声を上げながら方向転換し、僕を追ってくる蜘蛛形ドール。速い。あっという間に距離が縮まる。背筋を冷や汗が濡ぬらし、恐怖で息が詰まりそうになる。


    　けれど──胸の内には火が灯ともる。強い衝動が、心の奥底から噴き上がる。


    　英里香を守る。絶対に！


    　にゃーと鳴いた英里香は愛らしかった。これまでよりほんの少しだけ英里香を〝好き〟になれた。だから十分だ。ほんの少しの間、恐怖をごまかすのに──命を張って、自分より強い相手に立ち向かうのに──十分すぎる理由になる。


    　冬上の言葉を真に受けてやろう。怯おびえる理性を崩ほう壊かいさせて、愚かな行動を選ぶために！


    　暗示のように自らに言い聞かせ、竦すくみそうになる体を無理やり駆動させる。


    　蜘蛛形ドールの足音がすぐ後ろに迫る。僕は鉈の柄を強く握り、鋭く叫んだ。


    「彼の右手に天の光剣ライト＝ライト！」


    　鉈の刃を淡い金色の光が包み込む。


    　いつもの木刀ではなかったので不安はあったが、僕の法術は発動した。そのまま振り向きざまに斬りつける。


    　適当に薙ないだだけだったので鉈は空を切るが、蜘蛛形ドールは僕の法術に反応して回避動作を取った。そのおかげで追いつかれる寸前だった距離がまた開く。


    　僕は畑の中を再び走り出すが、その先は島の端──高い断だん崖がい。僕は崖がけの手前で足を止めた。


    　追ってくる蜘蛛形ドールに向けて鉈を正せい眼がんに構え、覚悟を決める。魔術を詠唱する時間ぐらいは稼げたはずだが──小屋から少々離れすぎた。英里香の助けが間に合うかどうかは分からない。だから、倒すつもりで敵を睨にらむ。


    　蜘蛛形ドールも僕が〝武器〟を手にしたぐらいでは怯ひるまず、こちらへ突っ込んでくる。移動は四本の足だけに任せて体を起こし、残り四本の腕を用いて僕に襲いかかってくる。


    　その速度に僕の知覚は追いつかない。だから、予測する。弱い自分が勝利できる可能性を模索する。


    　ドールに取り憑ついたのが禍まがつ神かみであるのなら、法術を纏まとう鉈なたには触れない。鉈を避けるようにして左右から僕の体を狙ねらうはず。正面から迎え撃たれる可能性は──低い。


    「っ!!」


    　地を蹴けり、前に出る。体勢を低くして自ら敵に突っ込む。鉈を下段に構え直す。


    　耳の傍そばをドールの腕が行き過ぎた。鋭い風切り音に鼓膜が痛む。肩の肉を少し持っていかれて、赤い飛沫しぶきが散る。


    　すぐ目の前には捻ねじれた角つのを生やしたドールの頭部。紫色に輝く幾き何か学がく模様目がけて、僕は法の加護を宿した鉈を下から振り上げた。


    　ギィィィィィィィィィィィィィィン──!!


    　甲かん高だかい金属的な音が響き渡り、鉈の刃がドールの顔にめり込む。その瞬間、鉈とドールの間に閃せん光こうが走った。互いの力が打ち消し合い、ドールの表面から紫色の膜が剝はがれ落ちていく。だが僕の鉈からも光が薄れ、意識が霞かすみ、体から力が抜ける。法術を維持するために僕の精神力が削られる。


    「らあぁぁああぁぁぁぁぁぁぁぁあぁぁぁぁぁぁぁぁあ───っ」


    　喉のどが壊れるほどに叫び、自分の中から気合を引っ張り出す。僕を突き動かす衝動をそのまま気力に転化する。


    　ジジ、ジジジ……。


    　蜘く蛛も形ドールの幾何学模様が明滅を始め、次第に輝きが薄れていく。


    「おぉぉぉぉぉっ!!」


    　ありったけの力を搾しぼり出して、鉈を振りぬく。バキンッとドールの頭部が砕け、紫色の光が霧む散さんした。ほとんど同時に僕の鉈に宿った輝きも弾け飛ぶ。


    　やった──。


    　僕は朦もう朧ろうとした意識の中で勝利を確信する。だが、安心するには少々早過ぎた。取り憑いていた何かが消えても慣性の力に従って、ドールは僕に突っ込んでくる。


    「がっ……!?」


    　激しい衝撃と鈍い痛みに視界が揺れた。足元から地面の感覚が消失する。


    　ドールの体に強く頭を打ちつけ、そのままもつれ合うようにして崖がけから投げ出されたのだと自覚した時には、僕の体は空中にあった。


    　頭上に黒い海と岩場が見えた。足の下に星空が輝いていた。内臓が浮き上がる感覚。空を飛んでいるような錯覚。


    　事実は、ただ落ちているだけ。重力に引き寄せられ、黒い海に激突しようとしているだけ。


    　崖の高さはどのくらいあっただろう。二十メートルぐらいだったか？　海に落ちたら助かるかもしれないが、岩にぶつかったら間違いなく死ぬ……。


    　引き伸ばされた意識の中で、そんなことを考える。考えるだけで行動にまで結びつかない。思考だけが加速して体が動かない。


    「───────！」


    　何か、声が聞こえた気がした。


    「────すけお兄さんっ！」


    　遠ざかる岸壁に、足元の星空に、視界の隅に、誰かの影が映る。


    「啓けい介すけお兄さんっ!!」


    　影の輪りん郭かくはあっという間に大きくなり、英え里り香かの顔が見えた。


    「摑つかまってください!!」


    　英里香は僕に手を差し出す。その声で僕の意識と体が繫つながった。僕は手を伸ばして、英里香の手を握り締めた。


    　柔らかな風が僕を包みこみ落下を食い止める。急制動がかかったせいで、胃液が少し逆流した。口の中が酸っぱい。


    「はぁっ……はぁっ……間に合ってよかった……」


    　英里香は荒い呼吸を繰り返して呟つぶやく。僕らの足元には波打つ海面と岩場があった。本当にギリギリのところだったらしい。落下したドールは岩にぶつかって破損し、バラバラの状態で海に浮かんでいる。鉈なたはいつの間にか落としたらしく、手の中にない。


    「英里香、ありがとう。本当に助かった」


    　僕が礼を言うと、英里香は眦まなじりを吊つり上げて僕を睨にらんだ。


    「啓介お兄さんは、ホントのホントに馬鹿なんですか!?　勝手に囮おとりになって、下手したら死んでたんですよ!?」


    「……いや、その、僕としては死なないための行動だったんだけど──」


    　二人とも助かるためにはこうするしかなかったと思う。


    「だったらもうちょっと考えて行動してください！　私は飛行魔術で啓介お兄さんを連れて逃げようと思ったのに、あんなに離れた場所で戦って……しかも勝ったのに崖がけから落ちるなんてわけが分かりません!!」


    「ご、ごめん、逃げるのに精一杯で……次からは気をつける」


    「次なんてあったら困ります!!」


    　僕の言葉に英里香は余計怒りを見せるが、それ以上お説教するのはやめて肩から力を抜いた。


    「──けどお礼を言わなきゃいけないのは、本当は私の方ですよね。ありがとうございます、啓介お兄さん。私一人だったら、どうにもなりませんでした……」


    「それを言うなら僕だって一人なら相打ちになるかもしれないところだった。だから……お互い様ってことでいいんじゃないか？」


    　僕がそう言うと、英え里り香かは苦笑を浮かべる。


    「そうですね。じゃあ、今回のことは貸し借りなしということで。ただ……あなたに対する認識は、少しだけ改めようと思います──啓けい介すけお兄様」


    「お、お兄様？」


    　突然変わった呼び方に僕は戸惑う。


    「悔しいけれど……あんな怪物と戦える啓介お兄様は今の私より強いです。そういう人はきちんと敬うやまわなければいけないので、これからはこう呼びます。でも勘違いしないでください。私は啓介お兄様がお父様やお師匠様よりすごいと認めたわけじゃありませんから」


    「……まあ、好きにしてくれ」


    　正直、魔術師である英里香の方が僕より強いと思うのだが、それを言い始めると話がループしそうな気がしたため僕は消極的な肯定を返した。アリッサと、正義の味方をしている倉くら野の正まさ行ゆきが僕よりすごいなどと言うのは当然のことなので、異論はない。


    「分かりました、好きにします。それで啓介お兄様、一つ気になっていることがあるんですが」


    「何だ？」


    「私の〝にゃー〟にはどんな意味があったんですか？」


    「…………さあな」


    　まさか本当のことを言うわけにもいかず、僕は視線を逸そらす。


    「何と言うか、あの瞬間……私を見る啓介お兄様の目が変わったように思えたんですけど──」


    「気のせいだ」


    　きっぱりと否定する僕を疑わしげな眼まな差ざしで見つめ、英里香はおもむろに口を開いた。


    「にゃー」


    「ぐおっ!?」


    「にゃあ、にゃあ、にゃあ」


    「や、やめるんだ……それは不用意に乱発していいものじゃない！」


    　英里香の小動物的な可愛かわいさが猫言語によって増大し、父性本能を刺激する。悶もだえる僕を英里香は冷めた目で見下ろし、溜ため息いきを吐ついた。


    「──みたいですね。何だか啓介お兄様がとても気持ち悪くなるので、もうやめておきます」


    　気持ち悪いと言われて僕は微妙にショックを受ける。緊急事態だったとはいえ……僕は立ち入ってはならない領域に踏み込んでしまったのかもしれない。


    　ツグミに悪い変態だと言われてしまわないか不安になり、僕は自分の額に手を当てて頭を振った──。
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    　その後……英え里り香かは僕を連れて崖がけの上に戻り、照明の魔術を夜空に打ち上げた。すると一分もしないうちにスーラが空を飛んでやってくる。


    「あ、やっぱりエリカとケイスケさんだ！　もう、逸はぐれちゃダメじゃない！　気がついたら二人がついてきてなくて、スーラ心配したんだよ？」


    　逸れたのはスーラの方だと言いたかったが、驚かせた僕にも責任はある。なので、とりあえずそのことは後回しにして僕は先ほど起こった出来事を説明した。


    「──ドールが暴走？　地下道には確かにウルト姉様が試作した土木工事用の大型ドールが放置してあったけど……勝手に動くなんて有り得ないよ」


    　僕らの話を聞き終わったスーラは眉まゆを寄せて、信じられないという顔をする。


    「勝手にと言うか、何かが取り憑ついたような感じだった。すごく──良くないモノが。ドールはこの下の海に浮いてるから、見てきてくれ」


    　スーラは半信半疑の様子だったが、僕の言葉に従って空を飛んで崖がけ下したへ向かった。しばらくその場で待っていると、砕けたドールの頭部を持ってスーラが戻ってくる。


    「ケイスケさんの言ってたことは本当みたいだね。ドールの形質が変化した名な残ごりがある。何かがドールの中に入ったことは間違いないよ。けど精せい霊れいであれ、高次存在ヴイナーであれ、この方はこ舟ぶねに侵入するのは不可能だし、可能性があるとしたら──」


    「あるとしたら？」


    　続きを促すと、スーラは僕らを指差す。


    「あなたたちと一緒に入ってきたとしか考えられない」


    「僕らと……一緒に……」


    　ウルトさんの転移魔術で僕らは《方はこ舟ぶね》にやってきた。あの時、何か別のモノが紛れ込んでいたのか？　いや、でもそんなものは何も──。


    「エリカが触った途端、ドールの様子がおかしくなったって話してくれたよね？」


    　スーラは英里香に問いかける。


    「は、はい」


    　強こわ張ばった表情で頷うなずく英里香。


    「気付かないうちにエリカが取り憑かれていて、それがドールに移ったって可能性は高いかも」


    「おい、スーラ。取り憑かれてたら異常が出るだろうし、正気でいられるとは思えない。英里香は普段と変わらない様子だったんだぞ？」


    　倉くら野の正まさ行ゆきが禍まがつ神かみに取り憑かれた時のことを思い出して、僕は口を挟む。


    「──そうだね。だからエリカに憑いていたのは、悪い精霊──ケイスケさんの言う禍神そのものじゃなくて、その残ざん滓しとか思念の一部なのかもしれないよ。ねえ、エリカ？　ここへ来る前に、何か良くないモノに触ったりしなかった？」


    　スーラの問いに英里香は困ったような表情を浮かべる。


    「すみません……全然心当たりがないです。前に鳥の精せい霊れいを見たことはありますけど、それだけで……〝まがつかみ〟というモノと関わったことは一度もありません」


    「そっか、じゃあ他の可能性を探った方が良さそうだね。スーラ、ちょっと方はこ舟ぶねの中を調べてみるよ。二人は先にお城へ戻っていて」


    　あっさりとスーラは引き下がり、ふわっと宙に浮かび上がる。《高次存在ヴイナー》の端末である彼女は呪じゆ文もんの詠えい唱しようを必要としない。


    「肝試しは中断ですか？」


    「うん、アリッサちゃんたちにも案内しているドールを介して事情を説明しておくよ。ちょっと夕ご飯まで時間はあるけど、お城でゆっくりしていてね。あ、お風呂を沸かしておくから、早めに入ってくれてもいいよ」


    　そう言ってスーラはどこかへ飛んでいってしまった。だが気付くと傍そばに松たい明まつを持ったドールが立っている。このドールが近くにいる限り何が起こってもスーラはすぐ現れるはずなので、もう心配する必要はないだろう。


    　僕らは歩き始めたドールのあとに続く。崖がけに沿って島の外周を回るつもりのようだ。数十メートル下の海から波音が聞こえてくる。


    「──啓けい介すけお兄様」


    　黒い海と星空が交わる水平線を眺めて足を動かしていると、隣を歩く英え里り香かが話しかけてきた。


    「何だ？」


    「すごい、肝試しでしたね。正直──とても怖かったです」


    「ああ、本当に肝が冷えたな」


    　僕は苦笑いを浮かべて答える。


    「……啓介お兄様も、怖かったんですね」


    　意外そうな顔で呟つぶやく英里香。


    「当たり前だ。自分より強いモノに殺意を向けられて、恐怖を感じないはずないだろ」


    「それなのに──どうして戦えたんですか？　私は……逃げることしか考えられませんでした。このままだと私、自分より弱い相手としか戦えない偽にせ物ものの正義の魔術師になってしまう気がします……」


    　落ち込んだ様子で英里香は顔を伏せる。


    「別にそれでいいと思うけどな。自分より強い相手からは逃げればいいさ。勝ち目の少ない戦いに挑むのは、どうしても退ひけない理由がある時だけで十分だろ」


    「先ほどは、その理由があったんですか？」


    「…………まあな」


    　英里香がいたからだと言うのは照れ臭かったので曖あい昧まいに答える。英里香はそんな僕をじっと見上げ、小さく笑った。


    「何となく、父様が啓けい介すけお兄様を信頼しているわけが分かりました。確かに啓介お兄様は正義のヒーローじゃありません。さっきは──私の味方をしてくれただけなんですね」


    　本当に小学生とは思えないぐらい聡さとい子だ。僕が濁した言葉をすぐに見抜いてしまう。


    「……………………」


    　だが肯定するのは恥ずかしいため、僕は沈黙だけを返す。英え里り香かは構わずに言葉を続けた。


    「私も本当は──正義の味方じゃなくて、父様の味方になりたいだけなのかもしれません」


    「……英里香が強くなりたい理由は正まさ行ゆきさんのためだったのか？」


    「はい。街の平和を守るためだと言って出かけて、疲れ果てて帰ってくる父様を毎日見ているうちに思ったんです。私も正義の味方になって街の平和を守れば、父様の仕事も減るし……もしかしたら一緒に力を合わせて戦えるかもしれない──って」


    　小さな拳こぶしをぎゅっと固めて、英里香は言葉を吐き出す。


    「父親思いなんだな」


    「……私は、父様がいなくなるのが怖いんです。一人になるのが嫌だから、父様を守りたい……やっぱり、こんなの正義の味方とは言えませんよね？」


    　自じ嘲ちよう気味に英里香は言うが、僕は頷うなずかない。


    「街の平和を守る父親を守るため、街の平和を守る──結果的に正義の味方をしてるんなら、別にいいんじゃないか？」


    「そんなの、適当すぎる気がします……」


    「適当で構わないと思うけどな。あんまり形にこだわりすぎると、本当に大切なものが分からなくなるぞ？」


    「何だか、言葉に重みがありますね」


    　英里香にそう指摘されて、僕は頰ほおを搔かく。自分の在るべき形に縛られて、僕は自分の想いすら何度も裏切ってきた。だから英里香には同じようなことになってほしくない。


    「──啓介お兄様。一つお願いしてもいいですか？」


    「ん？」


    「私が攻撃魔術も使えるようになったら、一度勝負してください」


    「勝負？　ど、どうして？」


    　唐突な申し出に僕は驚く。


    「私はまだやっぱり、啓介お兄様のことがよく分かりません。言っていることも納得できないです。父様よりすごいなんてことも認められません。だから、戦いたいんです」


    「いや、それじゃ説明になってないって」


    　英里香は戸惑う僕に挑いどむような眼まな差ざしを向けた。


    「お師匠様や他の皆さんは、啓介お兄様のことをとても深く理解しているように見えました。それはきっと、敵同士になって戦ったことがあるからだと思います。私は──啓けい介すけお兄様をもっとよく知るために拳こぶしをぶつけ合いたいんです！」


    「……意外と、熱血なんだな」


    「はい！　クラスの人たちからもよく言われます！」


    　元気よく頷うなずく英え里り香かを見て、僕は観念する。


    「分かったよ。英里香がアリッサから一人前の魔術師だと認められたら勝負しよう」


    　全く勝てる気はしないけど、と心の中で言葉を付け足しながら僕は約束を交わした。


    「ありがとうございます！　じゃあこれから、啓介お兄様は私のライバルですね」


    　英里香は嬉うれしそうに微ほほ笑えみ、僕の手を両手で握った。


    「よろしくお願いします。私は絶対に、あなたより強くなりますから」


    　こうしてアリッサの弟子でしかなかった少女は──自称・僕のライバルとなったのだった。
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    　あたし──アリッサ＝クラノ＝ストーリング＝ライトはお母様のことが大好きだった。


    　お母様のさらさらとした長い金色の髪と宝石のような碧へき眼がんはとても綺き麗れいで、魔術を使う姿は凜り々りしくて、自分も大きくなったらこんなふうになれるだろうかと考えた。


    　立派な魔術師になるのがあたしの夢。そう口にするようになったのは、五歳ぐらいのことだったように思う。


    　そんなあたしをお母様はいつでも見ていてくれた。


    　髪を優しく梳とかれる感触で目覚めると、いつも「おはよう、アリッサ」と微ほほ笑えむお母様の顔がすぐ傍そばにあった。長い魔術の《姿の言葉シヤープワーズ》を一つ暗記するたび、偉いと褒ほめてくれた。あたしが興味を示した数学などの学問を、とても丁てい寧ねいに教えてくれた。悪いことをすると叱しかられたけど、その後すぐにぎゅっと抱き締めてくれた。砂浜で見つけた綺麗な貝かい殻がらをプレゼントするとすごく喜んでくれた。眠る前には、いつも必ず昔話をしてくれた。


    　お母様は体が弱くて、なかなか外では一緒に遊べない。けれど外遊びや体術の訓練は伯お母ば様が付き合ってくれたし、あたしは満足していた。


    　でも、次第にお母様が床に伏せる日が増えていき──あたしはだんだん不安を覚え始めた。


    「お母様はどんな病気なの？　どうやったら治るの？」


    　あたしは何度もそう訊たずねた。でも、ベッドに横たわるお母様はいつも抽象的な返事しかくれなかった。


    「──私は昔ね、運命に喧けん嘩かを売っちゃったの……それからずっと戦っているから、たまに疲れちゃうのよ。でも心配しないで。あなたのお母さんは絶対負けたりしないから」


    　そう言ってお母様は目に涙を浮かべたあたしの頭を撫なでてくれた。けれどあたしは気づいてしまう。お母様は〝負けない〟とは口にしても〝勝つ〟とは言わないことを。


    　この日常は永遠に続くものではないのかもしれないと、あたしは感じ始めていた。


    　そして──その予感は現実のものとなる。


    　お母様が高熱を出して倒れた日。あたしは伯母様から告げられた。明日からお母様を《箱庭ガーデン》で療養させることを。これからはもう一緒にいられないことを。


    　あたしはそんなのは嫌だと訴えた。かなりひどいことも言ってしまった気がする。


    　お母様は自分と一緒にいることを選んでくれなかったのだと、自分勝手に思い込んで……あんなに大好きだったお母様を初めて恨うらんだ。


    　だから、お母様と過ごす最後の夜──あたしは笑えなかった。


    　お母様は熱があって辛つらいはずなのに、笑顔を浮かべて話しかけてきてくれた。けれどあたしは口を固く結んだまま、何も答えなかった。


    　今考えると当時のあたしは、たぶん必死に我慢していたのだろう。お母様に嫌な言葉をぶつけてしまわないように、沈黙を選んだのだろう。


    　けれど、それでも、何かを言うべきだった。無理してでも笑い返すべきだった。


    　お母様が言った最後の言葉を思い出すたび、あたしはそんな後悔に苛さいなまれる。


    　暗い部屋の中──天てん蓋がい付きのベッドの上で、無言の私をお母様は胸に抱き寄せ……小さく囁ささやいた。


    「アリッサ──あなたの温ぬくもりを、覚えておきたいの。忘れたくないの。だからしばらく、このままでいさせて……」


    　その時、あたしはお母様も自分と同じ気持ちであることを知った。あたしも覚えていたいと思った。忘れたくないと願った。


    　だからあたしも、ぎゅっとお母様にしがみついた。


    　お母様の胸は伯お母ば様みたいに大きくない。でも、心臓の鼓動がよく聞こえるからとても落ち着く。この温あたたかさと柔らかさを絶対覚えておこうと、あたしは決めた。


    　でも──。


    「もう、はっきりと思い出せないわ……お母様」


    　〝今〟のあたしはあの時と同じベッドに横たわり、天蓋を見つめて呟つぶやいた。
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    　肝試しがアクシデントにより中断したため、夕食までには二時間ほどの余裕があった。


    　それまでは特に予定のない自由時間。


    　スーラは僕らが城に集まったあと一度戻ってきて、《方はこ舟ぶね》内の安全が確認されるまで城から出ないよう注意し、またどこかへ行ってしまった。とりあえず城と〝僕ら自身〟に良くないモノが入り込んでいることはなかったらしい。


    　その際、風呂はもう沸いているという話を聞いたので、僕らは夕食後の予定だった入浴を早めることにした。女子、男子の順で竜の彫像がある広い浴場を使わせてもらい、シャワーでは落としきれなかった汗と潮気を洗い流した。その後、僕は《箱庭ガーデン》へ同行する件をアリッサに相談しようと部屋を訪れたのだが──。


    「お師匠様ですか？　そういえばしばらく前に部屋を出て行ったきり、戻ってきていませんね……」


    　長い髪を未み由ゆに梳とかしてもらっていた英え里り香かはそう答えた。


    「アリッサさん、お風呂に入っている時から少し様子がおかしかったかも。何だか、ずっと考えごとをしているみたいな感じで──」


    　未由は唇くちびるに指を当て、記憶を辿たどりながら心配そうな口調で言う。


    「分かった。じゃあちょっと捜してみるよ」


    　僕はそう言って部屋を出た。念のため隣の部屋も覗のぞいておこうかと思ったが、中から冬ふゆ上がみとツグミの声しか聞こえなかったのでやめておく。冬上には英え里り香かが僕を〝啓けい介すけお兄様〟と呼び始めたことについて散々からかわれた。だから今は接触を避けたい。


    　僕は階段を下りて、城のエントランスホールに出る。城内でアリッサが行きそうな場所は心当たりがあった。


    　ホール右の通路を行くと浴場、左に行けばキッチンと食堂があるが、僕は正面奥の扉を開あけて先へ進んだ。少し歩くと広間へと辿たどり着く。部屋の四隅には竜の彫像が置かれ、中央には装飾の施ほどこされた螺ら旋せん階段が上階へと延びていた。


    　ここは城の真ん中に位置する高い尖せん塔とうへ続く場所。尖塔の三階にはアリッサの部屋がある。


    　一度目はアリッサの記憶の中で、二度目は以前《方はこ舟ぶね》に転送された時に訪れた。その時のことを思い出しつつ、僕は螺旋階段のステップに足を乗せる。


    　螺旋を上っていくと半円形のフロアに出る。扉は二つ。ここは書庫と物置がある階だ。僕は足を止めずにさらに階段を上り、三階──アリッサの部屋の前にやってくる。同じく半円形のフロアだが、扉は一つしかない。


    「アリッサ、いるか？」


    　扉をノックして僕は呼びかけた。しかし返事はない。


    「……開けるぞ？」


    　躊躇ためらいながら、扉を押す。


    　室内は暗かった。テラスへと続く窓から入ってくる星明かりが、調度品の輪りん郭かくを淡く浮かび上がらせている。どこにもアリッサの姿はない。部屋の真ん中に鎮座している天てん蓋がい付きベッドにも、人が寝ている膨ふくらみはなかった。どうやら僕の勘は外はずれてしまったらしい。


    　本人がいない時に部屋をまじまじと見るのは悪い気がしたので、僕はすぐに部屋を出た。


    「どこに行ったんだ……」


    　僕は首を捻ひねる。スーラの言葉があるので、城からは出ていないはずなのだが……もう思い当たる場所はない。一度戻ろうかと階段へ向かう。けれど僕はふと足を止める。このフロアにはさらに上階へと続く階段があった。要するにここは尖塔の最上階ではないのだ。


    「……行ってみるか」


    　せっかくここまで来たので上の階も確かめておこうと、僕は階段を上っていく。そして三み度たび、半円形のフロアに出た。階段はここで終わっている。この四階が尖塔のてっぺんらしい。三階と同じで扉は一つ。だがその扉の隙すき間まからは光が少し漏れていた。


    「アリッサ、いるのか？」


    　僕は声をかける。


    「──ケースケ？」


    　扉の向こうからアリッサの声が返ってきた。


    「こんなところにいたんだな……入っていいか？」


    「え？　あ……うん」


    　ちょっと焦あせったような声こわ音ねだったが、アリッサは入室を許可してくれる。僕は一ひと呼吸だけ待ってから、扉を開けた。


    　室内は山吹色の光によって、優しく照らされていた。たぶん照明を生み出す魔術の灯とう火かだろう。部屋の間取りは三階とほとんど同じで、部屋の中央には大きな天てん蓋がい付きのベッドが置かれている。異なる点は本の多さだ。部屋の壁はほとんど本棚によって埋められていた。


    「ケースケ、どうしたの？」


    　アリッサはベッドの縁に腰かけて、僕を見ている。


    「ちょっと話しておきたいことがあってさ、捜してたんだ」


    　僕はアリッサの方へ歩を進めつつ答えた。


    「ここがアリッサの部屋なのか？　てっきり下の階だと思ってた」


    「それで合ってるわよ。あたしの部屋は三階」


    　薄く笑って部屋を見回すアリッサ。


    「──あたしがまだ小さかった頃……お母様がこの部屋を使っていたの。まあ眠る時はどちらかの部屋で一緒に寝ていたし……あたしはお母様にべったりだったから、あんまり区別はなかったんだけど」


    　そう言うとアリッサはベッドに上体を倒し、寝転がる。


    「でもお母様が《箱庭ガーデン》に行ってしまってからは、あまりこの部屋に入らなくなったわ。大きくなるほどに近づかなくなった。この部屋にはお母様の匂においが強く残っていて、とても悲しくなるから」


    「じゃあ、今日はどうしてここに？」


    　僕はベッドの縁に腰を下ろし、横たわるアリッサを見下ろす。


    「……思い出そうと思ったの」


    「思い出す？」


    「お母様の匂い、温あたたかさ、抱きついた時の感触、話しかけてくれる声──そういったもの全部よ。だけどずっと考えないようにしてたせいか、はっきりと思い出せなかった。それにこの部屋にも、もうお母様の匂いは残ってなかった……」


    　アリッサはベッドの天蓋をじっと見つめながら話す。とても虚うつろな声で。


    「そんなにも長い時間が過ぎたんだって、あたし初めて実感したの。ねえ、ケースケ……お母様はあたしのこと、分かるかしら？　もう今のあたしは、お母様が知ってる〝アリッサ〟じゃない。誰、とか言われたらどうしよう……」


    「大丈夫だって。絶対にあの人は──ヴェルさんは、アリッサを見間違えたりしない」


    　僕は断言して、アリッサに笑いかけた。


    「どうして……そんなに自信満々なのよ？」


    　訝いぶかしげな顔で問うアリッサ。


    「僕は少し前にヴェルさんと会ったからな。ヴェルさんはアリッサと同じで直感で生きてるような人だった。だからどんなにアリッサの容姿が変わっていても、一ひと目めで見抜くに決まってる」


    「……そういえばケースケは《箱庭ガーデン》に入ったのよね。ちょっと──ズルい。あたしよりお母様のことを知ってるみたいな口ぶりが何かヤだ」


    　アリッサは身を起こし、僕をジト目で睨にらむ。


    「し、仕方ないだろ。あの時は色々と非常事態だったんだから」


    「分かってるけど……ケースケにはそういう上から目線な励ましじゃなくて、もっと普通に勇気を貰もらえる台詞せりふを言ってほしかったわ」


    　不満げな顔で言うアリッサ。女心は──いや、人の心は難しい。


    「…………そこまで気が利いた台詞を言えるほど、僕は器用じゃないって」


    「だったら別に、こういうのでも構わないわ」


    　アリッサはそう言うと右手を僕の左手に重ねる。


    「これだけで、いいのか？」


    「そうよ。好きな人を近くに感じられるんだから、勇気なんていくらでも湧わいてくるわよ」


    　好意を表わす言葉を真正面から浴びせられて、顔が熱くなる。一瞬だけ陽ひ名なちゃんに告白された時の情景が脳裏を過よぎり、現在と重なった。


    　……好きな人が近くに、か。


    「なあ、アリッサ。もし邪魔じゃなかったら、僕も一緒に《箱庭ガーデン》へ行ってもいいか？　あ、もちろんウルトさんやスーラが許可してくれたら……だけど」


    　今日までこのことを言い出せなかったのは、部外者が増えることでアリッサとヴェルさんの再会に水を差してしまわないか心配だったからだ。けれど僕がいた方が勇気を出せるなら躊躇ためらう理由はない。


    「ホント!?　あたしは一緒に来てくれた方が心強いわ。それに、自分の口からきちんとケースケをお母様に紹介したいもの。あたしからもウルト伯お母ば様とスーラ叔お母ば様に頼んでみるわね」


    　アリッサは思った以上に喜び、僕の手を握ってブンブン振った。


    「よかった……助かる。ヴェルさんには以前のお礼を言いたかったし、英え里り香かのことも正まさ行ゆきさんに頼まれた手前、放っておくのは嫌だったんだ」


    　だが僕がそう言った途端、アリッサはぴたりと腕を振るのをやめる。


    「──ケースケ、言っておくけどエリカはあたしの弟子だからね？　いつの間にか仲良くなってケースケお兄様とか呼ばれてたけど……あたしからエリカを取ったら怒るわよ？」


    「わ、分かってるって。取るわけないだろ」


    　とても真剣な顔で警告するアリッサに僕は訴える。


    「ならいいけど……何か心配なのよね」


    　警戒の眼まな差ざしを僕に向けるアリッサ。英え里り香かではなく僕に嫉しつ妬としているという辺りが、少しばかり複雑な心境だった──。


    



    　その後、僕らは皆のところへ戻るまでに大きく遠回りして、城内の色々な場所を巡った。《方はこ舟ぶね》を案内するという約束をアリッサは覚えていてくれたらしい。最初に訪れたのはアリッサの部屋。


    「見て見て、これ……あたしの成長の記録なの」


    　入り口近くの壁に付けられた小さな傷を指差してアリッサは言う。膝ひざぐらいの位置から、現在のアリッサの背丈まで、何本もの横線が刻まれていた。


    「どれだけ背が伸びたのかを記録してたのか。僕も昔はやってたな……」


    　僕の場合はいつの間にかそんな習慣はなくなってしまったが。


    「──ん？　こっちの線は何なんだ？」


    　アリッサの成長記録から少し離れた場所にも線があるのを見つけて、僕は問いかける。


    「ああ、それはお母様のよ。あたしの目標として刻んでもらったの」


    　そう言ってアリッサは、その線の下に立つ。アリッサの頭よりも高い位置に母親の線はあった。


    「まだまだ、お母様には追いつけないみたいね。方はこ舟ぶねの外へ出ている間に、少しは背が伸びたかと思ったんだけど」


    　苦笑を浮かべるアリッサ。


    「いや、ちょっとは伸びてるぞ。ほら」


    　僕はアリッサの頭に手を置いて、最後に刻まれたアリッサの線と比べてみせる。


    「あ……ホントだ。ほんの少しだけ伸びてるわね」


    「まだ成長する見込みはあるな──背に関しては」


    「何か言いたいことがあるみたいね……」


    　胸に僕の視線が向けられているのに気付いて、アリッサは頰ほおを膨ふくらませる。


    「い、いや、ヴェルさんはウルトさんみたいに大きくなかったから、アリッサもそうだろうな──とか、全然思ってないって」


    「……正直に話してくれて、ありがと。ねえ、ケースケはやっぱり……大きい胸の方が好きなのかしら？」


    　にこやかに微ほほ笑えみながらも、底冷えのする声こわ音ねで訊たずねてくるアリッサ。


    「そ、そんなことない。アリッサぐらいでも──」


    「ぐ・ら・い？」


    　僕の言い訳は余計にアリッサを刺激してしまったらしい。アリッサの全身から鬼き気きが立ち上る。


    「ちょっ、落ち着いてくれ！　さっきの言葉は、アリッサはアリッサだから大きくても小さくても関係ないとかそういう意味なんだって！」


    　慌てて釈明する僕を、アリッサは拗すねたような目で見る。


    「…………でも、あたしとミユだったら、ミユの胸の方がいいんでしょ？　おっきいし」


    「そんなの比べられるものじゃないだろ」


    「選べないってことはつまり……小さいのは小さいので好きって意味なの？　あ、そういえばユイはぺったんこだったわね」


    「……どうしてそこで由ゆ衣いを引き合いに出すんだよ？」


    　僕は肩を落として問いかける。


    「え？　だってケースケはシスコ──」


    「いや、やっぱりいい。そういうことで構わないから、何も言わないでくれ……」


    　ロリコンとかシスコンとかいう単語にうんざりしていた僕は、アリッサの言葉を途中で遮さえぎった。もう一々否定する気力が湧かない。


    「じゃあ、あたしの考えで合ってるのね。よかった──どっちも好きなら安心ね。この胸がケースケにとって嫌いな部分じゃないなら、それでいいわ」
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    　アリッサは笑って僕の手を取った。その表情を見て、その言葉を聞いて、僕は気付く。アリッサは胸の大きさそのものを気にしていたのではなく、胸が小さいことを僕が残念に思っているかが心配だったのだろう。


    　僕だってアリッサに不満点を指摘されたら落ち込むし、それを直さなければという気になる。それと同じ。相手にもっと好きになってもらうため、自分を変えていこうとする。好きという感情はそれだけ大きなエネルギーを持っているのだ。


    　──陽ひ名なちゃんも、僕のために変わろうとしてくれたのだろうか。僕は陽名ちゃんのために自分を変えたことがあっただろうか……。


    　そんな思考が僕の内側に生まれるが、それは一旦しまっておく。アリッサの前で悩むわけにはいかない。だがこの自問は、僕が陽名ちゃんへ返す答えにとって重要なものになる気がした。


    「ほら、次に行くわよ。ぐずぐずしてたら夕食の時間になっちゃう」


    　腕を引っ張られて我われに返る。部屋を出て、次は書庫へ。幼い頃、読み聞かせてもらった絵本や、僕にはちんぷんかんぷんな英語で書かれた学術書をアリッサは見せてくれた。


    　物置でも、台所でも、食堂でも、エントランスホールでも、アリッサは思い出を語ってくれた。その大半は母親──ヴェルさんがいた頃のもの。


    　城内でのかくれんぼ、台所で教わったが上う手まくできなくて諦あきらめた料理、ヴェルさん自身もあまり料理が上手くなかったこと、彫像の裏側にこっそり描いた落書き、それが見つかって怒られたこと……どの話にもヴェルさんが登場した。


    　──十分、覚えてるじゃないか。


    　はっきり思い出せないとアリッサは言っていたが、その口から語られる昔話はどれも生き生きとしている。


    　話の細部は曖あい昧まいで、出来事の繫つながりもかなりいい加減だ。けれど事実をそのままなぞる必要はない。そんなものはただの記録だ。その中で抱いた〝想い〟があるからこそ、僕らの記憶は唯ゆい一いつ無む二にの〝思い出〟になるのだと、僕は考える。だから──。


    「アリッサは、ちゃんと思い出を持ってるよ」


    　廊下を駆けていく背中に向けて、僕は小さな声で呟つぶやいた。
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    　アリッサの城案内は結局夕食の時間まで続き、主要箇か所しよをだいたい回り終えたところでおしまいとなった。アリッサは少し物足りなさそうだったが、さすがに城全部を案内してもらうには時間が足りない。また今度と約束して僕らは食堂へ向かった。


    　ちなみに僕らを呼びに来たのはスーラが操るドールの一体で、その際《方はこ舟ぶね》内に〝禍まがつ神かみ〟に類する危険な存在はいなかったと報告を受けた。原因は分からないままだが、とりあえず安心していいようだ。


    　食堂に着くと皆が揃そろっていて、ウルトさんも奥の席に座っていた。服装は美み傘かさ市を出た時のものではなく、幾き何か学がく模様が描かれた法ほう衣い姿だ。


    　食事中、僕はウルトさんに《箱庭ガーデン》へ同行する件を切り出したのだが、アリッサが口添えをするまでもなくあっさり了承された。どうやらヴェルさんの方から、僕が来ているなら会いたいと言われていたらしい。


    　そうして僕は夕食の後、アリッサと英え里り香かと共に《箱庭ガーデン》へ向かうことになった。


    「遠とお見み、それじゃあ火曜に学校でなー」


    　城の入り口に集まった僕らを皆が見送る。宮みや島じまは軽い調子で手を振っていた。


    「えーっと……俺たちはこれから一泊して街へ戻れば二日目の朝で……遠見たちは《箱庭ガーデン》ってとこへ行って戻ってくると三日目の夜になってるんだよな……うーん、ややこしい」


    　山やま崎ざきは《方はこ舟ぶね》の時差について頭を悩ませている。


    「こんな馬鹿げた島の中枢部なんて興味はあるけど……感動の親子の再会に大勢で押しかけるのは無ぶ粋すいだし、仕方なく気を使ってあげるわ」


    　そう言って冬ふゆ上がみは肩を竦すくめた。


    「正直、私もついていきたいなって思うけど……今回は遠慮しておくね。私はこの前、友とも月づき本家に啓けい介すけくんを連れていったから、次はアリッサさんの番だと思うし……でも──」


    　未み由ゆはちょっと心配そうな眼まな差ざしで僕を見ている。以前《方はこ舟ぶね》で経験したゴタゴタを思い出しているのだろう。だがあの時のような危険はもうない。《方はこ舟ぶね》内の安全もスーラが確認してくれた。


    　僕は未由に「心配ないよ」と答えて、笑みを見せた。


    「……センパイ、次に会うのは火曜日ですね。頑張ってください、色々と」


    　最後にツグミが僕の手の甲に指先で触れながら言う。


    「ああ──頑張るよ。色々とな」


    　僕は苦笑を浮かべ、頷うなずいた。


    　アリッサの力になって、英里香のことを見守って、ヴェルさんにお礼を言って、そして火曜には陽ひ名なちゃんに告白の〝答え〟を返す。自分のやるべきことは分かっている。


    　そんな僕の心を読み取って、ツグミは満足そうに微ほほ笑えんだ。


    「……はい。応援しています」


    　その言葉に背中を押されるようにして、僕らは城を出てジャングルの向こうに見える白い半球状のドームへと歩いていく。先導するのはウルトさんとスーラ。密林の中へと続く細い道を黙々と進む。僕と並んで歩くアリッサと英里香の間に会話はない。


    　アリッサは母親との再会に緊張していて、英里香は攻撃魔術を教えてもらう許可を貰もらえるかどうか不安なのだろう。


    　やがて道は白い壁に突き当たって行き止まりとなる。これがドームの外壁、《箱庭ガーデン》との境界。アリッサが長い間、踏み入ることを許されなかった場所。


    「扉を開くから、スーラたちについてきてねー」


    　軽い口調でスーラは言い、壁に手を触れる。すると黒い楕だ円えん形けいの穴が外壁に現れた。


    「すごい……どういう仕掛けなんですか？」


    　英え里り香かが感心した様子で訊たずねる。それに答えたのはウルトさんだった。


    「ドームの外がい殻かくは時間の断層だから、スーラが時流に干渉して一部を中和したのよ。《箱庭ガーデン》の実体は単なる岩山。まあ中は色々と弄いじってあるけどね」


    　簡単に説明してから、穴の中へ入っていくウルトさん。僕たちもあとに続く。黒いカーテンを潜くぐったような感覚。周囲の景色ががらりと変わる。湿った生暖かい大気の流れが途絶え、ひんやりとした空気に包まれる。


    　僕らは細い通路に立っていた。周囲の岩壁には幾き何か学がく模様が彫られていて、淡く発光している。その光のおかげで辺りは薄く照らし出されていた。


    《箱庭ガーデン》の実体が岩山ならば、この通路は洞どう窟くつのようなものなのだろう。


    「壁で光っている幾何学模様……外のドールにも刻まれていましたが、何か意味があるんですか？」


    　好奇心旺おう盛せいで勉強熱心な英里香は、前を行くウルトさんに問いかける。


    「ああ、これは魔術を効率よく維持したり増幅するための回路みたいなものよ。地球よりもずっと精神文明が発達していた月の技術を取り入れているの」


    「月──ですか？」


    　目を丸くする英里香。これは僕も初耳だった。隣のアリッサも驚いた顔をしている。


    「知り合いのおじさんに月の王様がいてね。私は小さい頃からいろんなことを教えてもらったのよ。魔術を使わないと精製できない物質とかもあったりして、すごく面白かったわ。ドールはそういった特別な素材を利用して作っているの」


    　月の王様とは未み由ゆの祖先──友とも月づき家始祖である朋とも月づき未み永えいの父親《嘆なげきし魔王》のことだ。《方はこ舟ぶね》のあちこちで目にする独特な幾何学模様は月を由来とするものだったのか……と僕は納得する。どうりで見たことのない文様だったわけだ。


    「月の王様とお知り合いなんて……さすがはお師匠様のお師匠様ですね」


    　尊敬の眼まな差ざしをウルトさんへ向ける英里香。それを見たアリッサは少し慌てた様子で口を挟む。


    「伯お母ば様、そんな話初めて聞いたわ。どうしてこれまで教えてくれなかったの？」


    「お父様のドールが方はこ舟ぶねを支配していた頃は月の情報が秘ひ匿とく事項で、話したくても話せなかったのよ。まあアリッサには向いていない技術だと思うから、どっちにしても教えなかったでしょうけどね」


    「向いてないって……どうしてそんなことが分かるのよ？」


    　不満そうな顔でアリッサはウルトさんを見る。


    「あなたが母親にそっくりだからよ。ヴェルには私が月の技術を教えたんだけど、あの子ったら魔術を手段として利用する気がまるでないの。逆に魔術へ月の技術を組み込むことばっかり夢中になって……私は匙さじを投げたわ」


    「あはは……お母様らしいわね。いつも暇ひまさえあれば新しい魔術の研究とかしてたから……」


    　苦笑を浮かべるアリッサ。


    「まあその結果生み出された法ほう衣いの魔術はすごく便利だったし、利用させてもらっているけどね。これを着ていると魔術の効果が増幅されるし、精神力の消費も激減する。その上、とんでもなく丈夫なんだから言うことないわ」


    　自分が纏まとう幾き何か学がく模様が描かれた法衣を指差してウルトさんは言う。どうやら法衣の魔術は月の技術を取り入れた特別製であるらしい。服のあちこちに幾何学模様が描かれているのもそれが理由なのだろう。


    「スーラもね、スーラ用の法衣を創ってもらったの。一人一人に合わせた魔術を開発するなんて、ヴェル姉様は本当に天才だよ」


    「そうね、お母様は本当にすごい魔術師だと思う……」


    　アリッサはスーラの言葉を肯定するが、その会話に英え里り香かが割って入る。


    「でも、お師匠様も私に自分が新しく作った魔術を教えてくださいました。私はお師匠様もすごいと思います」


    　それを聞いたウルトさんは微ほほ笑えむ。


    「ほら、やっぱりアリッサはヴェルにそっくり。あなたは魔術師にしかなれないわよ。だからいつか、あなたもその子に専用の法衣魔術を創ってあげなさい。ヴェルがあなたに《夜星の法衣セラフヴエール》を編んでくれたように」


    「あたしに……できるかしら？」


    　不安そうな表情でアリッサはウルトさんを見上げる。


    「お師匠様なんだから頑張りなさい。難しかったらヴェルにコツを聞けばいいわ。今から会いに行くんだし」


    「──そっか、あたしはお師匠様だったわね。それに、もうすぐお母様にも会えるんだ……」


    　アリッサは小さく呟つぶやいて、自分の胸に手を当てた。


    　そこで長い通路も途切れて、広い空間に出る。ここは──来たことがある。《箱庭ガーデン》の中央付近に位置するターミナルフロアだ。いくつもの通路がここで合流している。


    　ウルトさんは地下へと続く階段の方へ足を向けた。だがアリッサはウルトさんを呼び止める。


    「待って、伯お母ば様。あたし……ここで着替えておくことにする」


    「え……？　着替える？」


    　突然の言葉に僕は驚くが、ウルトさんは笑って「そうね、それがいいかもね」と頷うなずいた。


    　アリッサも頷き返し、口を開いた。


    「──願うは流る転てん。暗き蒼あおの海、流れし光の連なり。遠き宙そら駆かける星の竜りゆう」


    　詠えい唱しようが始まったことで僕はアリッサが言った〝着替える〟の意味を悟る。


    「たゆたい、泳ぎ、止まることを忘れし、永久に巡り巡る者……輪転せし輝き。集い、紡つむがれるは、夜の衣……終わりなき円環を導き、果てなき闇やみを包み、星を纏まとう！」


    　紡がれるのは四節の《姿の言葉シヤープワーズ》。魔法の域に近い高位魔術。


    「夜星の法衣セラフヴエール！」


    　アリッサが《起動言語トリガー》を告げると同時に、その体が金色の光で包まれる。光は細い糸となり、輝く衣を編み上げた。


    　魔術が完成すると金色の輝きは消え去り、白と黒を基調とした法ほう衣いとなる。独特な幾き何か学がく模様が描かれた法衣は、先ほど話に出てきたヴェルさんがアリッサのために創ったもの。


    　確かにヴェルさんと再会するには相応ふさわしい服装といえるだろう。


    「わぁ……お師匠様が変身しました。カッコイイです！」


    　英え里り香かは感激した様子で目をキラキラさせている。


    「そう？　英里香の好きな魔法少女みたいだった？」


    「はい！　とっても魔法少女です」


    「ふふ、ありがと。時間はかかるかもしれないけど、エリカの法衣も頑張ってあたしが創ってみるわね」


    　アリッサはそう言って英里香に笑いかけ、歩き出す。僕らは長い長い階段を下り始めた。ヴェルさんがいる隔離区画は《箱庭ガーデン》の最下部に位置している。だから〝途中までは〟ずっと階段を下り続けなければならない。


    「この《箱庭ガーデン》と外界の時差はどれぐらいなんですか？」


    　少し退屈になった僕はウルトさんの横に並んで話しかける。


    「外界と比べて百分の一程度よ──本来はね。今は二十分の一もないかもしれないわ」


    「そんなに変化しているんですか……」


    　城のある緩かん衝しよう地帯も外界の三分の一ぐらいだった時流が、現在は二分の一以下になっていた。やはり変化が大きすぎる気がする。


    「実を言うと、方はこ舟ぶねの解凍は次第に加速しているの。このままいくと──あと一か月ほどで方はこ舟ぶねの結界は消失するかもしれない」


    「え……それってマズいんじゃ？」


    　とても重要なことをさらっと言われて、僕は戸惑う。


    「ええ、時間凍結解除はもっと先の予定だったから困ることになるわ……放っておけばね。でも私とスーラが干渉すれば、ある程度はコントロールできる。今回はアリッサの里帰りに都合が良かったから放置していただけで、あなたたちが帰ったあと調整するつもりだったの」


    　それを聞いて少し安心するが、ウルトさんの台詞せりふが過去形なのが気になった。


    「……だった？」


    「細かいわね、ケイスケ。まあ色々と考えているのよ。たくさんの──可能性をね」


    　ウルトさんはそう言ってちらりと後ろを振り返る。アリッサを見たのかと思ったが、ウルトさんの視線は英え里り香かの方を向いていた。


    「ウルトさん？」


    「……とりあえず、ヴェルに会えばはっきりするわ。私たちが〝現在〟どこにいるのかを確かめられる」


    　独り言のように呟つぶやき、ウルトさんはわずかに足を早める。その表情にはどこか焦あせりの色が窺うかがえた。


    「よく分からないんですけど……それを確かめて、どうするんですか？」


    「決まってるでしょ。現在が定まったら、次は未来と向き合うのよ」


    「言葉が抽象的すぎて理解できないんですけど……」


    　僕は困った表情を浮かべる。するとウルトさんは少し身を屈かがめ、僕の耳元で囁ささやいた。


    「──話せる時が来たら話すわ、ケイスケにはね」


    　アリッサと英里香には聞こえないような小声。つまりは二人には話さないということ。どうして僕だけなのか疑問を覚えるが、問い返す前にウルトさんは体を引いてしまう。


    「さ、隔離区画への入り口が見えてきたわよ。ケイスケが誰にエスコートを頼むのか、楽しみね」


    　下り階段の先を指差すウルトさん。そこで階段は途切れ、深い谷が口を開けている。行き止まりに見えるがそうではない。ここから先は階段が〝反転〟してるため、飛行魔術を用いなければ進めないのだ。


    　そのことをウルトさんはアリッサと英里香に説明する。


    「──それじゃあ、誰かがケースケを運ばなきゃいけないのね。どうする？　あたしは別に……その、全然構わないけど」


    　アリッサは頰ほおを搔かきながら照れ臭そうに言う。僕も頼むならアリッサしかいないだろうと思っていたので、お願いしようと口を開くが──その寸前で英里香も声を上げた。


    「あ、私でも別にいいですよ？　荷物を抱えて飛ぶ練習になりますから。崖がけで啓けい介すけお兄様を支えた時、結構バランスを取ることが難しかったので慣れておきたいんです」


    「えっと……」


    　少し迷う。荷物扱いは釈然としないが、練習と言われれば付き合った方がいい気もしてくる。


    「ケイスケさん、スーラに任せてくれてもいいよ」


    「ケイスケ、どうするの？　もちろん私も頼まれれば引き受けるけど」


    　スーラとウルトさんまで話に加わり、選択肢がさらに増えてしまった。


    「…………どうしようか？」


    　助けを求めるようにアリッサを見る。


    「あたしに聞かないでよ。好きにしたら？」


    　そう言われてしまうと、さすがに迷ってはいられない。〝好き〟にするなら、選択肢は一つだ。


    「──英え里り香か、練習にはまた別の機会に付き合うってことでいいか？」


    「はい、それで構いません。というか荷物なら何でもいいので、啓けい介すけお兄様である必要もないですけど」


    　僕は英里香に断りを入れてから、アリッサに向き直る。


    「アリッサ、頼んでもいいか？」


    「……仕方ないわね」


    　差し出した僕の手をアリッサは握ってくれた。


    「けしかけたのは私だけど──青春臭くて実際に見ると全身が痒かゆくなるわ」


    　僕らのやり取りを見ていたウルトさんが肩を竦すくめる。


    「いいなー、スーラも青春したいなー」


    　スーラは羨うらやましげに僕らを見ている。


    「け、ケースケ、さっさと行くわよ────《彼方へ運ぶ風フアラウエイ》！」


    　恥ずかしくなったのか、アリッサは早口で魔術を発動させて風の結界を生み出す。体が軽くなり、無重力状態のように浮き上がった。


    「エリカ、ここは落ちたら洒しや落れにならない高さみたいだから、あたしの上を飛びなさい。万が一のことがあってもあたしが受け止めてあげるから」


    「はい、分かりましたお師匠様」


    　アリッサの言葉に頷うなずく英里香。


    　そして全員が空へ舞い上がり、僕らは途切れた階段の〝裏側〟へ下りていく。アリッサの手を握って浮遊しながら上を見上げると、天井に階段が刻まれていた。


    　下は底の見えない真っ暗な奈な落らく。この広大な地下空間は天然のものを利用しているらしく、幾き何か学がく模様が刻まれた壁面はごく一部だ。


    「アリッサ、エリカ、できるだけ天井へ近づきなさい。もうすぐ〝逆さま〟になるから」


    「──逆さま？」


    　隔離区画の秘密を知らないアリッサと英里香は不思議そうな顔になる。だが、ウルトさんの言う通りに飛行高度を上げた途端、上下の感覚が逆転した。


    「わっ!?」


    　天井に引き寄せられ、驚きの声を上げるアリッサ。慌てて体勢を入れ替えて、天井の階段に着地する。いや──そこはもう天井ではなく、地面になっていた。


    「きゃあっ!?」


    　英え里り香かの方は急な重力変化に対応しきれなかったのか、階段に尻しり餅もちをついていた。


    　ウルトさんとスーラは慣れた様子で軽やかに階段へ降り立ち、僕らを見下ろす。


    「ここは《箱庭ガーデン》の中でも、さらに隔絶された場所なのよ。重力を反転させることで世界法則との間にあえて摩擦を生み出し、擬似的に法力の結界を作り出しているの。まあ人間には無害なものだから気にしないで」


    　気にしないでと言うには少しばかり大仰な仕掛けだ。けれどここにはそうでもしないと閉じ込めておけない奴がいる。この結界はアリッサの父──ホリィ＝ライトを軟禁しておくためのもの。彼は人間ではなく《高次存在ヴイナー》であるため、この境界を越えられない。


    「あとはこの階段を上っていけば到着だよ。じゃあエリカ、アリッサちゃん、スーラと競走しよっか」


    　そう言うと同時に、階段を駆け上がっていくスーラ。


    「え？　あ、待ってください！」


    　英里香は慌ててあとを追う。


    「ちょ、ちょっとスーラ叔お母ば様、そんなに急がなくても──心の準備とかあるし……」


    　アリッサは二人を制止しようとするが、もう間に合わない。溜ため息いきを吐つき、アリッサも早足になって階段を上り始めた。僕とウルトさんはアリッサの後ろについていく。このところ毎日長い神社の階段を上り下りしているので、それほど辛つらくはない。


    　だが──どれだけ上っても先が見えてこない。階段の向こうは深い闇やみに包まれている。こんなに長い階段だっただろうかと僕は首を捻ひねった。


    　やがて、息を切らして立ち止まっている英里香に追いつく。スーラも少し先で足を止めていた。


    「はぁ、はぁ……この階段、どこまで続いているんでしょうか……長すぎます」


    　英里香は額の汗を拭ぬぐって呟つぶやく。


    「──いいえ、こんなに長いはずがないわ。いつもならとっくに着いている頃よ」


    　けれどウルトさんは首を横に振って、難しい表情を浮かべた。スーラも眉まゆを寄せて、周囲を見回している。


    「うーん……空間がちょっと歪ゆがめられているみたいだね。でも〝流れ〟が操作されている感じはしないし《流れし星ほし竜りゆう》の魔術じゃないよ」


    　スーラの言葉を聞いて、アリッサがぴくっと肩を揺らす。


    「だったら……犯人は一人しかいないわよね。お母様のことで頭が一杯だったから忘れていたけど、ここにはあいつもいるんだったわ……。全く、いい加減にしなさいよ──こんな悪いた戯ずらをしてどういうつもり？　《求めし愚者》ホリィ＝ライト!!」


    　天に向かって父親の名を叫ぶアリッサ。その声に籠こもった怒ど気きに、英え里り香かがびくりと体を震ふるわせた。恐らく怒ったアリッサを見るは初めてなのだろう。


    　アリッサの怒声は底の見えない谷へ反響し、木霊こだました。けれど、誰も答える者はいない。


    「──そう、だんまりを決め込むつもりなら力ちから尽ずくで突破させてもらうわよ。ここまで来て、あんたなんかにお母様との再会を邪魔させないんだから！」


    　そう言って、アリッサは階段を駆け上っていく。とりあえず僕もあとに続こうとするが、横から服の袖そでを引かれて動きを止めた。


    「あの、啓けい介すけお兄様……ホリィ＝ライトというのはお師匠様にとってどういう関係の方なのですか？」


    　英里香が不安そうな顔で僕を見ている。いつもと違うアリッサに戸惑っている様子だ。


    「ホリィ＝ライトは、アリッサの父親だよ」


    「お師匠さまのお父上なのですか……だったら何な故ぜ、あんなに──」


    「色々あったんだよ。正まさ行ゆきさんが正義のヒーローだとしたら、ホリィ＝ライトは最低の悪役だな。まあ世の中、いい父親ばっかりじゃないってことだ」


    　一度は殺し合いまでした父娘の関係を英里香に説明するのは難しいので、僕は曖あい昧まいに答える。


    「ホリィさんは、悪い人なんですか？」


    「──あいつは欲望を糧かてとする《高次存在ヴイナー》だ。だからあいつも自身の欲望に逆らえない。そんな〝在あり方かた〟が……人間の欲望そのものが悪だとするなら、あいつは紛まぎれもなく悪人なんだと思う」


    「何だか、難しくてややこしい言い回しですね……」


    　困惑した顔の英里香。言葉を濁した自覚はあったので、僕は苦笑を浮かべてごまかす。


    「人間っていうのは一言で言い表わせるほど単純じゃないんだよ」


    　自身の〝在り方〟に縛られる辛つらさを僕は知っている。だから今は一方的にホリィ＝ライトを悪人と断定することはできない。もちろんあいつのことは嫌いだし、憎らしいし、許すつもりもないのだが。


    「──って、アリッサを追いかけないと。もう見えなくなってる」


    　階段の先に蟠わだかまる闇やみへと消えていったアリッサに気付き、僕は慌てる。けれどウルトさんが手を上げて、僕を押しとどめた。


    「待ちなさい。アリッサなら、ほら──そっちから来ているわよ」


    「え？」


    　ウルトさんが指差したのは上ではなく下だった。階段の下は闇に覆おおわれて見通せないが、その向こうから足音が聞こえてくる。


    　タッタッタッタ──。


    　規則的な足音が次第に近づき、人影が暗くら闇やみを抜けて現れた。法ほう衣いを纏まとった金髪の少女──アリッサが階段を上ってくる。ついさっき上へ駆けていったのにどうして……。


    「たぶんどこかで空間が繫つながっているのね。私たちは知らない間に同じ場所を上り続けていたみたいだわ」


    　こちらに向かってくるアリッサを見ながらウルトさんが呟つぶやく。


    「どうにかならないんですか？」


    「できないこともないけど……ホリィも私とスーラがいる以上、本気で足止めできるとは考えていないはずだし、するつもりもないと思うわ。だからここはやる気を出しているアリッサに任せましょう。父おや娘こ喧げん嘩かに伯お母ばさんがしゃしゃり出るのもどうかと思うしね」


    　軽い口調でウルトさんは肩を竦すくめる。どうやらこれはそれほど危険な状況というわけではないらしい。まあ、ホリィ＝ライトの嫌がらせといった程度なのだろう。


    　あいつはかつて自分の計画を妨さまたげた僕らを憎らしく思っているはずだ。


    「──戻ってきちゃったわね。でも、仕掛けはだいたい読めたわ」


    　アリッサは僕らのところまで階段を上ってくると、肩で息をしながら不敵に笑う。


    「アリッサ、何か手伝えることはあるか？」


    　声をかけてみるが、アリッサは首を横に振った。


    「いいえ、こんなのあたし一人で十分よ。何かを媒介にした空間連結だろうから、どこかに基点が必ずあるはず。それを見つけ出して壊せば何とかなると思う」


    　そう言うとアリッサは両手を翳かざし、目を閉じた。


    「──撫でるそよ風イーズブリーズ！」


    《姿の言葉シヤープワーズ》を心の中で唱えることによって詠えい唱しようを簡略化し、アリッサは魔術を発動させる。今日、英え里り香かも地下道で使った風の探知魔術だ。


    　柔らかな風がアリッサを中心にして吹き渡る。


    「……………………あった。見えなくしているみたいだけど、そんなのこうすれば──《暴く白夜ホワイトアウト》!!」


    　続けて魔術を使うアリッサ。翳した手から白い球体が放たれ、上空で膨張する。純白の輝きは闇を全て吹き払い、辺りを白一色で塗り替えようとする。


    　けれど光の中で、白く染まらないものが存在した。階段の上と下に二つ──大きな黒い鳥居が光の中で浮かび上がっている。


    　光が弱まり、消え去っても、黒鳥居は闇に紛まぎれることはなかった。間違いなく先ほどまでは存在しなかったものだ。たぶんアリッサの言うように、見えないようにされていたのだろう。


    「あれが基点ね────《貫く風ピアーズウインド》！」


    　黒鳥居に掌てのひらを向けてアリッサは錐きり状に収束させた風を撃ち放つ。英里香が欲している攻撃魔術だ。風そのものは目に見えないが、巻き上げられた砂利などで薄うっすらと魔術の輪りん郭かくが窺うかがえる。それは先端が尖とがった竜巻の矢。


    　木造らしき鳥居などひとたまりもない──そう思ったのだが、僕の予想は外はずれる。


    　バァンという破裂音。弾けたのは風の鏃やじり。黒い鳥居はびくともしない。押し返され、拡散した風が地下空洞に吹き荒れた。


    「くっ……」


    　体勢を低くして風圧に耐える。


    「ふわぁっ!?」


    　体重が軽い英え里り香かが飛ばされそうになったので、僕は彼女の腕を摑つかんで支えた。


    「あ、ありがとうございます、啓けい介すけお兄様……」


    　礼を言う英里香。アリッサが慌てた様子でこちらを振り返る。


    「エリカ、ごめんね。大丈夫？　まさか弾き返されるとは思ってなくて……」


    「──はい、平気です。でも今のすごい魔術で壊せないならどうするんですか？」


    　英里香は不安げにアリッサへ訊たずねる。


    「《貫く風ピアーズウインド》は二節の低位魔術よ。そんなにすごいものじゃないわ。だから高位魔術を使えばさすがに破壊できると思うけど……」


    　そう言いながら周囲と英里香を交互に見るアリッサ。閉鎖された場所で強力な術を使うのが躊躇ためらわれるのだろう。それに高位魔術を使うには口頭での詠えい唱しようが必要になる。つまり英里香に攻撃魔術の《姿の言葉シヤープワーズ》を知られてしまうことになるのだ。


    「──その前に、一度鳥居を調べてみるわ。何か仕掛けがあるかもしれないし」


    　アリッサは階段を上って鳥居へ近づいてく。僕らもアリッサのあとを追った。


    「やっぱり……普通の木でできてる。特別なものには見えないわね……」


    　鳥居の真下まで移動したアリッサは、その表面に手を当てて顔を顰しかめる。鳥居は階段を跨またぎ、天井の一部にめり込むようにして建っていた。鳥居を通らずに先へ進むことはできない。壁か鳥居を壊さない限りは──。


    「境界が揺らいでる……たぶん、この鳥居が下の鳥居と繫つながっているんだね。だから鳥居を潜くぐると、空間をループしちゃうんだよ」


    　スーラが興味深そうに鳥居を見上げて言う。


    「じゃあ、鳥居の向こうに見えている景色は階段の下のものなんですか？　だったら私たちの背中が見えるかもしれません」


    　英里香が目を細めて鳥居の向こうを覗のぞき見る。僕も同じように目を凝こらすが……この階段は傾斜が一定ではないらしく、ここからでは少し先までしか見通せない。


    「二つの鳥居は互いがギリギリ見えない距離に設置されているみたいだね。見えないから、ごまかせる。噓うそを吐つける。《求めし愚者》らしい術だよ」


    　スーラの言葉を聞きながら、僕も鳥居に触れてみる。磨き上げられた木の手触り。黒く塗られている以外は、特別なものに思えない。


    「障しよう壁へきとかで覆おおわれている様子もないのに、どうして魔術が弾かれたのかしら……」


    　鳥居を調べていたアリッサは首を捻ひねる。


    「ホリィおじさんのことだから、変な〝こじつけ〟で因果に手を加えているんじゃないかな。きっと謎なぞ々なぞみたいなものだよ。答えが分かってしまえばくだらない仕掛けだと思う」


    《高次存在ヴイナー》としての〝格の違い〟からなのか、スーラはどことなく上から目線でホリィ＝ライトの術について意見を述べた。


    「謎々か……あ、これ怪しいわね。鳥居に妙な力を与えている術の基点かもしれないわ」


    　二本ある鳥居の柱、その右側の根元に貼はられた小さなお札ふだをアリッサは指差す。何か複雑な模様が書かれており、意味は分からない。お札は微妙に斜めになっていて、適当に貼られた感じがする。左右対称というわけではないらしく、左側の柱にお札は見えなかった。


    「とりあえず、剝はがしてみるか？」


    「そうね……ん？　あれ……？」


    　僕の言葉に頷うなずいてアリッサはお札を爪で引っかくが、全く剝がれない。指先に唾つばをつけてお札の端を湿らせようとしても効果はない。


    「物理的な干渉は受け付けないのかしら……剝がせないとなると余計、術の基点である可能性は増すけど……」


    　難しい顔でお札を睨にらむアリッサ。その表情には焦あせりが垣かい間ま見みえた。こうしている間にも母親と会える時間は減っていくのだから当然だ。


    　──だけど、逆に言えばそれしか効果はないといえる。ホリィ＝ライトはこんな嫌がらせをするためだけに面倒な仕掛けを施ほどこしたのだろうか。確かにあいつは僕たちに恨うらみを持っている。けれど、ヴェルさんは間違いなくアリッサとの再会を望んでいるはずだ。その願いを妨さまたげるのは、欲望を司つかさどる《求めし愚者》としての在あり方かたに反しているような気がした。


    「お師匠様！　ここにもありましたよ！」


    　考え込んでいた僕は英え里り香かの声で我われに返る。見れば英里香は左側の柱の裏側を指差していた。僕とアリッサは鳥居を潜くぐって、英里香の元へ行く。そこには確かに右側の柱に貼られていたものと同じお札があった。先ほどのは正面から見ただけだったので、気付かなかったのだろう。


    「何でこっちの柱は裏側に貼ってあるのかしら……やっぱり剝がれないわね」


    　アリッサは爪でお札の角をカリカリ引っかくが、無駄だと分かって肩を落とす。その光景は先ほどの繰り返し。同じ結果。


    　ん……？　同じ？


    「なあ、アリッサ。このお札……微妙に斜めになってるよな？」


    「え？　ああ、そうね。適当に貼った感じがするわね」


    　僕の言葉にアリッサは頷く。


    「──それ、僕が最初のお札ふだを見た時に抱いだいた感想と同じなんだ」


    「どういうこと？」


    「要するに二枚のお札は同じように傾いているってことだよ。適当に貼はったわけじゃないのかもしれない」


    　貼られている高さも同じに見える。どういう意味があるのだろうかと僕はお札を覗のぞきこんだ。


    「同じ……か。あ──もしかしたら」


    　何か思いついたのか、アリッサが声を上げて右側の柱へ駆け戻る。


    「ねえ、エリカ。お札の右上を引っかいてくれる？」


    　お札の前にしゃがんだアリッサは英え里り香かに声をかけた。


    「はい、分かりました」


    　言われた通りにお札の角を爪で引っかく英里香。するとあっけなくその部分がぺらんとめくれた。


    「え……？」


    　ポカンとしているとアリッサが僕らを手招く。そちらへ行ってみると右側の柱に貼られていたお札も同じように角が剝はがれていた。


    「どうなってるんだ、アリッサ？」


    「単純な話よ。この鳥居は表と裏が、同じものだったの」


    「同じって……当たり前のことじゃないのか？」


    　一つの鳥居なのだから同一のものであることは言われずとも分かる。けれどアリッサは首を横に振った。


    「そういう意味じゃないわ。この鳥居は二か所の空間──階段の上と下を繫つないでいるでしょ？　だからあたしたちから見て鳥居の表側は階段の上に存在していて、裏側は階段の下にあることになる？　ここまでは分かる？」


    「えっと……まあ、理屈としては」


    　僕が鳥居の向こうに見ている景色は階段の下。進めばいずれ同じ場所へ戻ってくることになる。


    「この術はきっと、同じものを二か所に存在させることで無理やり空間を繫いでいるの。媒体となっているのは〝鳥居の片面〟ね。元々前半分しかない鳥居が、空間連結で合体して見えているんだと思う。だから──表と裏が同じものだって言ったのよ」


    「つまり……僕らの目の前に立っている鳥居は一つじゃなくて、片面だけの〝同じ〟鳥居が二つだったってことなのか」


    　鳥居の表と裏を見比べて僕は言う。微妙に傾いて貼られたお札も、あえて同じ角度で合わせたのではなく、単に〝同じもの〟だったということになる。


    「そうよ、魔術が弾かれた原因もこれ。二か所に平行して存在しているものへ干渉するには、二つ同時に同じ変化を与えないとダメだったのよ。スーラ叔お母ば様が言ったように、わかってしまえばくだらない仕掛けね」


    　アリッサはそう説明すると、左側の柱にいる英え里り香かへ声をかける。


    「エリカ──そういうわけだから、これから一緒にお札ふだを最後まで剝はがしちゃうわよ。たぶんこのお札が術の核だと思うし」


    「分かりました、お師匠様」


    　呼吸を合わせてお札を剝がし始める二人。


    「ケースケ、鳥居の真下にいると空間連結が解除されたときに真っ二つになる可能性があるから気をつけて」


    「え……わ、分かった」


    　ちょうど空間の繫つなぎ目に立っていた僕は、急いでアリッサの方に移動する。


    　──ピシッ！


    　お札が半分ほど剝がれた時、鳥居下の空間に亀裂が生まれた。やはりあのお札が術の源であったらしい。


    　空間の亀裂はお札が剝がれるほどに増えていき、階段の上と下の境界はひび割れたガラスのような有様になる。向こうの景色がどんどん見えなくなっていく。


    　そこで──僕はふと気付いた。


    　この術が鳥居の表と裏から同時に干渉しないと解けないものならば、僕らは二手に分かれる必要が生じる。そして術が解けて空間が正常化した後……鳥居を挟んですぐ目の前にいた僕らは、階段の上と下に分断されることになるだろう。


    　もしもそれこそがホリィ＝ライトの狙ねらいだったとしたら？　理由など分からないが、僕たちを引き離すことが目的だったとしたら──。


    　はっとして視線を動かす。鳥居の向こうにいるのは、今は英里香だけ。空間が元通りになれば、英里香は階段の下に一人きりだ。


    「ちょっと待った！　ストップ！」


    　僕は制止の声を上げて、英里香に手を伸ばす。だが既に空間の繫がりは壊れかけていて、境界に刻まれた無数の亀裂が僕の指先を阻はばんだ。そして──僕の言葉も遅かった。


    　アリッサと英里香は僕が叫んだ時にはお札を剝がしきる寸前で、二人がこちらの言葉を認識した時には……もうお札は鳥居から取れてしまっていた。


    　空間の境界に致命的な亀裂が刻まれて、ガラス片のように散っていく。向こうの光景が見えなくなる寸前──白くて大きな何かが英里香の頭上に降ってくるのが見えた気がした。


    「────っ!?」


    　顔から血の気が引く。嫌な予感が湧わき上がる。


    　次の瞬間、黒い鳥居は砕け散り、階段の先に明かりが灯ともった。本来の景色。僕らが目指していたヴェルさんの住まう場所の光だ。


    　けれど今は目的地に背を向ける。


    「アリッサ、ウルトさん、スーラ！　英え里り香かが危ないかもしれない！」


    　皆へ声を声をかけて、階段を駆け下りる。


    「ケースケ？　どうしたの？」


    　戸惑ったアリッサの声が後ろから聞こえたが、説明してる暇ひまはない。


    　──ズゥゥゥン……。


    「きゃあっ!?」


    　低い振動と高い悲鳴が階段の下から響いてきた。やはりあれは見間違いではなかったのだ。誰かが──恐らくはホリィ＝ライトが、何かを仕掛けてきたに違いない。


    　そう考えて僕は急ぐ。けれど階段下の光景が見えてきた時、僕は困惑して歩調を緩ゆるめた。


    「これっていったい……どういう状況なの？」


    　追いついてきたアリッサが呟つぶやく。僕も同じ台詞せりふを言いたい気分だった。


    　階段の下では英里香が尻しり餅もちをついて倒れている。そしてその傍そばには、大きな白い狐きつねが岩の下敷きになっていた。


    「あ……お師匠様……それに啓けい介すけお兄様も……」


    　英里香がこちらに気付いて顔を上げる。僕とアリッサは英里香のところまで階段を下り、体長五メートルほどもある白い狐を眺めた。


    「英里香、何があったんだ？」


    　僕が問いかけると、英里香は白い狐を見上げて口を開く。


    「えっと……たぶん、この白い狐さんが落ちてきた大岩から私を助けてくれたんだと思います」


    　それを聞いてアリッサが眉まゆを寄せる。


    「確かにこの狐は岩の下敷きになってるけど……どうして岩なんかが──」


    



    「──他ひ人と事ごとのように言うべきではないな。汝なんじの魔術による余波で壁面が崩れたのだというのに……」


    



    　すると白い狐が瞼まぶたを開あけて人語を発した。その声には聞き覚えがある。


    「あんた……もしかして──」


    　アリッサが表情を険けわしくする。


    「ああ、我われだ。久しいな、娘よ」


    　白い狐はそう言うなり体を白い霧へと変え、岩の下から抜け出る。そして霧は僕らの前で凝縮し、人の形を象かたどった。


    　現れたのは平安時代の貴族のような衣装を纏まとった男性。彼は口元に笑みを湛たたえながら僕らを見る。


    「──ホリィ＝ライト」


    　僕は彼の名を……アリッサの父親の名前を呟つぶやいた。


    「汝なんじとはこの間会ったばかりだな、チュールの右手。いや──もはやその右腕に《魔狼フエンリル》はいないのであったか」


    　僕の右手に視線を向けてホリィは言う。《チュールの右手》とは彼が僕に課した役割の名だった。けれど彼の言うように、今の僕はその名で呼ばれる存在ではない。僕と由ゆ衣いは、もうホリィ＝ライトの創り出した〝魔術〟ではないのだ。


    　僕が彼との因縁を思い出していると、アリッサが苛いら立だった様子で口を挟む。


    「あんた、どういうつもりなのよ？　あたしたちの足止めをして、お母様に会うのを邪魔して……何が目的なの？」


    「──それを問う前に、礼を言ったらどうだ？　先ほど述べたように、我われはこの小娘を助けてやったのだぞ？」


    「う……」


    　言い返されてアリッサは言葉に詰まる。


    　恐らくは鳥居を壊すために放った《貫く風ピアーズウインド》が原因で、この岩は崩ほう落らくしたのだろう。鳥居に弾かれた風は拡散していた。その一部が壁面に深刻なダメージを与える威力を有していたとしてもおかしくない。


    　僕は傍そばの大岩を見ながら考える。これが直撃していたら英え里り香かは間違いなくただではすまなかったはずだ。


    「…………ああ、もう、分かったわよ！　そもそもの原因はあんたがこんなくだらない仕掛けをしたせいだけど、エリカを助けてくれたことには礼を言うわ。ありがと。その代わり、あんたもあたしたちに謝りなさいよね！」


    　意地を張って時間を浪費するのは無意味だと考えたのか、アリッサはぶっきらぼうな口調で礼を述べた。


    「くく、娘に礼を言われるのは悪くない気分だ。仕方ない、我も謝ってやろう。すまぬな、ちょっとした悪いた戯ずらのつもりだったのだよ。ヴェルがまだ心の準備ができていないと慌てていたのでな……少しばかり時間稼ぎをしてやろうと思ったまでのこと」


    　全く悪びれずに謝罪するホリィ。


    　──本当にただの悪戯だったのか？


    　何となくしっくりこない感じがしたが、事実ホリィは英里香を助けただけで何も危害は加えていない。


    　面倒な鳥居の仕掛けは僕らを分断するための罠わなかもしれない──というのは僕の考えすぎだったようだ。


    「あの、お礼を言わなければいけないのはお師匠様ではなく私です。ありがとうございます、助かりました」


    　僕らの前に進み出て、礼を口にする英え里り香か。ホリィは彼女をじっと見下ろし、目を細めた。


    「──よい、気にするな」


    　短く答えると、ホリィは身を翻ひるがえして階段を上り始める。彼の瞳ひとみに何かの感情が過よぎったような気がしたが、それを読み取る時間はなかった。


    　階段の上で僕らの様子を眺めていたウルトさんとスーラが、近づいてきたホリィをどこか複雑な表情で見る。


    「ウルト、スーラ、我われの顔に何か付いているか？」


    「……いいえ、あなたのすまし顔は相変わらずよ。意味のない愚行を試す悪癖も変わらないみたいね」


    　皮肉気な口調でウルトさんは言う。


    「意味がないかどうかは我自身が判断する。何もできない、しようともしない汝なんじらとは違うのだ」


    　ホリィは固い声こわ音ねで答え、ウルトさんの脇を通り過ぎた。


    　今の悪いた戯ずらについて話しているにしては、どことなく雰囲気が重い。何か、僕やアリッサの知らない──ホリィとウルトさんたちの間でだけ共有している情報を前提に話しているような感じだった。


    「皆、行くよー」


    　スーラが立ち止まったままの僕らを呼ぶ。アリッサは英里香の手を引いて、階段を上り始めた。僕も二人に続く。


    　階段の先には降り注ぐ日差し──偽にせ物ものの空が垣かい間ま見みえた。


    　気になることは多いが、僕は一旦頭を切り替える。今、一番大事なのはアリッサとヴェルさんがきちんと再会を果たせることだ。他のことは後回しでいい。


    「エリカ、怪け我がはなかった？」


    　階段を上りながら英里香に問いかけているアリッサを見て思う。アリッサが英里香の手を握っているのは気遣う意味もあるのだろうが、不安をごまかす意味も大きいはずだ。母親に会えるのは嬉うれしいが、それ以上に怖いのだと思う。


    　僕はアリッサの隣に並び、黙って空いている手を握った。


    　アリッサはちらっと僕を見上げた後、頰ほおを緩ゆるめて僕の手を握り返し──小さく告げる。


    「ケースケ、ありがと。あたし……頑張るから」


    



    
      ４

    


    



    　階段の終わりには大きな赤い鳥居があり、その脇には緑の葉を茂らせた木々が風に枝を揺らしている。見上げれば青い空と白い雲。地下とは思えない景色だが、この空は偽にせ物ものだ。天井に映像を投影しているだけなのだと、以前訪れた時に聞かされた。


    　鳥居の正面には小さな社やしろ。


    「──神社、ですか？」


    　急に現れた日本風の景色に驚きを隠せない英え里り香か。僕も初めて来た時には面食らったものだ。先頭を歩いていたホリィ＝ライトが振り返り、英里香を見る。


    「そこまで大層なものではない。我われの〝人じん外がい〟の部分──《求めし愚者》としての神格を保つために作った舞台装置だ」


    　彼はそう答え、社の前を通り過ぎる。敷地の奥にもう一つ、建物が見えた。平屋建ての日本家屋だ。


    　そして……その玄関前には紅白の巫み女こ装しよう束ぞくを着た女性の姿。


    　金色の長い髪が、そよ風に揺れている。


    「あ──」


    　アリッサが息を呑のんで足を止めた。僕らも合わせて立ち止まる。ここから先はアリッサが先頭を行くべきなのだと、誰もが理解していた。ホリィ＝ライトですら黙ってアリッサに視線を向けている。


    「ほら──アリッサ」


    　僕はアリッサの手を離し、代わりに彼女の背中を押した。英里香も僕にならって繫つないでいた手を解ほどき、アリッサを見上げる。


    「お師匠様……早く、行ってあげてください」


    「…………うん」


    　僕と英里香に頷うなずきを返し、アリッサは巫女装束の女性に向き直った。


    　拳こぶしをぎゅっと握り締め、ゆっくり歩き出す。右手と右足が同時に前へ出ていたりはしないが、動きは硬い。


    　緊張がこちらまで伝わってきて、僕は唾つばを飲み込んだ。


    　母親との再会。それは海難事故で両親を失っている僕には叶かなわないこと。隣にいる英里香にとっても、それは同じ。だから僕らは──夢を託すような気持ちでアリッサの背中を見守る。


    　一歩、また一歩、少しずつ母と子の距離が縮まる。時の壁で隔へだてられていた二人の視線が交わる。


    　あと、五メートル。けれどそこでアリッサは立ち止まってしまう。長い断絶による不安が、それ以上の接近を躊躇ためらわせたのだろう。


    　けれど、もう声は届く。叫ばなくても思いは伝わる。


    　巫女装束の女性──アリッサの母親、ヴェル＝クラノ＝ストーリングは、目の前にいる娘へ微ほほ笑えみかけた。


    「……大きくなったわね、アリッサ」


    　ぴくんとアリッサの肩が震ふるえる。


    「お母、様……」


    　こちらからアリッサの表情は見えないが、ヴェルさんが苦笑を浮かべたのは分かった。


    「ふふ、おかしいわね──色々と用意していた台詞せりふがあったのに、会ったら話したいことがたくさんあったのに……アリッサを目にしたら、こんな当たり前でありきたりなことしか言えなくなっちゃったわ。あなたが──本当に綺き麗れいになっていたから」


    「……ホント？　あたし、変じゃない？　お母様が想像していた〝アリッサ〟になれてる？」


    「何言ってるのよ。私の想像通りだったわけないでしょう？」


    「え……？」


    　アリッサの声が不安に揺れる。しかしヴェルさんは続けてこう言った。


    「あなたは私が想像していたよりもずっと、ずっと、綺麗。こんなに成長した姿を見られて……すごく嬉うれしい。生きてて──本当によかったわ」


    　ヴェルさんの声が掠かすれ、瞳ひとみが潤うるむ。その言葉と表情が、アリッサの中にあった恐怖と躊躇ためらいを消し去ったのだろう。アリッサは最後の五メートルを踏み越えて、母親の胸に飛び込んだ。


    「お母様!!」
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    　ヴェルさんに抱きつき、巫み女こ装しよう束ぞくの胸元に顔を埋うずめるアリッサ。くぐもった声と嗚お咽えつが聞こえる。


    「お母様……お母様ぁ……うっ……えっぐ──」


    「アリッサ……」


    　ヴェルさんもアリッサの頭を優しく撫なでながら、涙を零こぼしていた。


    「ひっく……うぅ……」


    　隣からも泣き声が聞こえて、僕はそちらへ目を向ける。英え里り香かが顔を伏せ、小さな肩を震ふるわせていた。


    　周囲を見回すとウルトさんとスーラも、目に滲にじんだ涙を指で拭ぬぐっている。ホリィ＝ライトはどこか遠い眼まな差ざしで、抱き合う妻と娘を眺めていた。


    　僕はアリッサとヴェルさんの方へ視線を戻し、大きく息を吐いて肩から力を抜く。


    　もう心配はいらない。


    　アリッサは今、思い出しているだろう。いや……自分が決して〝忘れていなかった〟ことに気付いたはずだ。


    　自分を包む、母の温ぬくもりを──。


    



    



    「……ケースケ、エリカ、紹介するわね。この人があたしのお母様、ヴェル＝クラノ＝ストーリングよ」


    　長い抱ほう擁ようが終わった後、招き入れられた屋敷の居間で僕らは自己紹介を交わしていた。まるでお見合いでもするかのような感じで、机の左右に三人ずつ分かれて座っている。


    　僕の両隣には英里香とスーラ。向かい側にはホリィ＝ライト、ヴェルさん、ウルトさんが腰を下ろしていた。先ほど口を開いたアリッサの名前を挙げていないが、忘れているわけではない。彼女は僕の真向かい──ヴェルさんの膝ひざの上に座っている。


    　最初は「お母様、こんなの恥ずかしいわよ」と文句を言っていたアリッサだったのだが、ヴェルさんが「そう？　私はとっても嬉うれしいわよ？　昔はよくこんなふうにして本を読み聞かせてあげたわよね」と言うと抵抗するのをやめた。たぶん同じ思い出を連想していたのだろう。


    　ただ、照れ臭い気持ちも消えないらしく、アリッサの頰ほおは赤い。微ほほ笑えましい光景だが、それを口にするとアリッサはきっと恥ずかしがる。なので僕はアリッサの状態については何もコメントせず、ヴェルさんに視線を合わせる。


    　彼女はアリッサを後ろからぎゅっと抱き締めて、にこにこしていた。


    「ヴェルさん、お久しぶりです。前に来た時はきちんとした自己紹介もできなくてすみませんでした。だから改めて名乗らせてください。僕は……遠とお見み啓けい介すけです」


    　ヴェルさんと前に会った時、彼女は僕のことを別人と勘違いしていた。別れ際にそのことについては訂正したのだが、僕が〝遠とお見み啓けい介すけ〟としてヴェルさんと接した時間はとても短い。ゆえに初対面の気持ちで挨あい拶さつをする。


    「ケースケさん、また会えて嬉うれしいわ。実はあなたと会ったのって、私にとってはまだ二日前の出来事なのよ？」


    　わずかに首を傾かたむけて悪いた戯ずらっぽく笑うヴェルさん。その表情はアリッサとよく似ている。僕を〝ケースケ〟と呼ぶのも同じだ。ウルトさんとスーラが僕の名前を口にするときは少しイントネーションが違い、〝ケイスケ〟になる。ちょっとした癖のようなものかもしれないが、やはり親子なんだなと思ってしまう。


    「……時間の流れ方が違うんだって、実感しますね」


    　僕は苦笑を浮かべてヴェルさんに答えた。


    「そうね、私たちは時間も空間も隔へだてられた場所で生きている。だからこんなふうに、アリッサとまた会えるなんて思ってなかったわ。ありがとう、ケースケさん。詳しい事情は聞かされていないのだけど、あなたがアリッサをここまで連れてきてくれたのよね？」


    「え……？　《方はこ舟ぶね》に招待してくれたのはウルトさんですけど──」


    「ふふ、そういうことじゃないわ。もっと大きな意味でよ。あなたは以前、私に〝アリッサのことを諦あきらめない〟と言いましたよね？　それだけは、約束すると」


    　ヴェルさんの言葉を聞いて、アリッサも「へ？　そうなのケースケ？」と問いかけてくる。


    「……はい、そう言いました」


    　アリッサの前で認めるのは恥ずかしかったが、噓うそを吐つく意味もないので肯こう定ていする。


    「ケースケさんは、その約束を守ってくれたんでしょう？　違う？」


    「えっと、その……」


    　僕が言葉を詰まらせると、代わりにアリッサが声を上げた。


    「お母様、ケースケはその約束守ってくれたわよ。あたしが諦めて、自分の命を投げ出そうとした時、ケースケが繫つなぎとめてくれたの。理屈じゃなくて感情で──あたしのことを好きだから死なせてたまるかって」


    「ちょっ、アリッサ──それ、こういう状況で言うことじゃ──」


    　僕は慌てて制止するが、もう遅い。


    「まあ……」


    　ヴェルさんが顔を赤くして、僕を見ている。ウルトさんとスーラは「へー、そんなこと言ったんだ」と囁ささやき合い、英え里り香かはびっくりした表情を浮かべていた。


    「……………………」


    　ホリィ＝ライトには無言で睨にらまれる。


    「な、何だよ？」


    「ふん──案外、腹の立つものだなと思ってな」


    　そう言って顔を背そむけるホリィ＝ライト。その様子を見てヴェルさんは苦笑し、僕に問いかける。


    「もしかしてケースケさんは、アリッサともうお付き合いをしているのかしら？」


    「は、はい……一応。でも──」


    　僕とアリッサは普通の恋人関係ではない。世間一般で言う〝付き合っている〟という言葉を当てはめていいのかも分からない。それをどう説明しようか悩む。


    「あら？　まさか後ろ暗いところがあるの？」


    　ヴェルさんは勘が鋭い。僕の逡しゆん巡じゆんを見て、笑顔の質が変わる。全身に震ふるえが走る。怖い。どうしようもなく怖い。ほんのちょっと対応を間違えただけで、取り返しのつかないことになりそうな予感がした。


    　こうなったら事情を全て話したうえで、自分が真剣であることを伝えるしかないかもしれない。納得はしてもらえないだろう。その可能性の方が高い。けれどヴェルさんに対して噓うそを吐つくのは、もう嫌だった。


    「ヴェルさん、実は──」


    　覚悟を決めて僕は口を開く。だがアリッサが僕の言葉を遮さえぎった。


    「大丈夫よ、お母様。心配しないで。ケースケはあたしを必ず幸せにしてくれるから。あたしもケースケを幸せにしてみせるから」


    　アリッサはヴェルさんの腕の中で言う。


    「…………アリッサは、ケースケさんのことが好きなのね？」


    　表情を柔らかくして、ヴェルさんは訊たずねた。


    「うん、大好きよ」


    　迷いなく、アリッサは答える。その言葉を聞いた瞬間、心臓が跳ねる。アリッサからはもう何度も好きだと言われたことがあったのに、鼓動が速くなる。


    　ヴェルさんはそんな僕をちらりと見て、満足げに微ほほ笑えんだ。


    「何か、色々と問題を抱かかえていそうだけど……一番大事な部分が確かなら、それでいいわ。二人の気持ちが同じなら、きっと何とかなるでしょう。ね、あなた？」


    「──何な故ぜ、我われに訊ねる？」


    　急に話を振られて、渋い表情を見せるホリィ＝ライト。


    「さあ、何故でしょうね」


    　面白そうに笑って、ヴェルさんは肩を揺らした。


    　話が何とか纏まとまった気配を感じて、僕は息を吐く。


    　僕の自己紹介から始まった会話が一件落着したのを見計らい、隣の英え里り香かが声を発した。


    「あの……私の自己紹介をしてもいいでしょうか？」


    「ああ、ごめんなさい。長話になっちゃったわね。じゃあ、あなたのお名前を聞かせてもらってもいいかしら」


    　ヴェルさんは申し訳なさそうな顔で、英え里り香かを促す。


    「はい、私は──倉くら野の英里香といいます」


    「え……？」


    　英里香が名乗った途端、ヴェルさんは呆あつ気けに取られた表情へと変わった。それはウルトさんが英里香と出会った時の反応にそっくりだ。


    「お母様、どうしたの？　伯お母ば様もエリカの名前を聞いて驚いていたし、スーラ叔お母ば様だってちょっと様子がおかしかったわ。いくら苗みよう字じがクラノだからって驚きすぎな気がするんだけど……」


    　アリッサは僕と同じことを思ったらしく、ヴェルさんを訝いぶかしげに見上げる。


    「アリッサこそ……この子の名前を知った時、何も思わなかったの？　もしかして、忘れちゃってるのかしら。ウルト姉様やスーラは教えてあげなかったの？」


    　自分の姉妹たちへ問いかけるヴェルさん。


    「んー、まあね。何となくヴェルから教えてあげた方がいい気がして。私はね、あなたにこの子を見てほしいのよ。しっかりと、ね」


    　ウルトさんはどこか含みのある物言いでヴェルさんに答える。


    「スーラもヴェル姉様の意見を聞きたいな。このことは、スーラじゃどうしても分からないし」


    　英里香を見つめながらスーラは言う。


    「…………そう、だいたい状況は呑のみこめたわ」


    　小さく息を吐いて、ヴェルさんは呟つぶやく。


    「状況？」


    　話についていけていないアリッサは首を傾かしげる。僕も同じ気分だ。


    「エリカさん、よく顔を見せてくれる？」


    「は、はい」


    　ヴェルさんに手招きされて、英里香は机の上に身を乗り出し、顔を近づける。英里香の頰ほおにヴェルさんは手を触れて、じっと凝ぎよう視しした。


    「────アリッサ、私はね……この子の苗字だけに驚いたわけじゃないの」


    　ヴェルさんは英里香の顔の輪りん郭かくを手でなぞりながら言う。


    「苗字だけじゃ、ない？」


    　アリッサは不思議そうに問い返した。


    「ええ、私は彼女の苗字と名前の連なりに驚いたのよ。あなたは忘れているようだけど──クラノエリカ……この名前はね、私のお母様の名前でもあったから」


    「へっ!?　お母様のお母様ってことは……お婆ばあ様のこと？　で、でも、お婆様の名前はお爺じい様に似てるって──」


    「そうよ。お母様の名前〝エリカ〟とお父様の名前〝ヒース〟は、同じ花の名を指しているの」


    　ヴェルさんの答えを聞いてアリッサは息を呑のむ。


    「そういう意味──だったのね。同姓同名だなんて、すごい偶然だわ。驚くのも仕方ないかも」


    　偶然か……。しかしそれに驚きよう愕がくしたというだけでは、ウルトさんやスーラが見せた反応に違和感がある。


    　何か、引っかかるんだよな……。


    　ヴェルさんが英え里り香かの顔を間近から覗のぞきこんでいる様子を眺めていると、突とつ拍ぴよう子しもない想像が頭の中に浮かび上がってきた。


    「ヴェルさん……念のために聞きますけど、まさか英里香がアリッサの祖母・クラノエリカ本人だとか言い出したりしないでしょうね？」


    　僕は思いついたことを、冗談っぽく問いかけてみる。有り得ないことだとは分かっていたが、魔術には常識が通用しない。現にヴェルさんたちは《方はこ舟ぶね》で千年の時を超えてきた。ゆえに、もしかしたら……という気持ちを一割ほど僕は抱いてしまっていた。


    　けれどヴェルさんは僕の言葉を聞いて面白そうに笑う。


    「ふふ、ケースケさんはこんな幼い子が私の母だと思うの？」


    「いや、それは思いませんけど……でも例えば若返ったり、現在の英里香自身が過去へタイムトラベルしたりとか、魔術ならそういうことがあってもおかしくないかもって考えただけで……あの、別に本気で言っているわけじゃ──」


    　ヴェルさんの反応を見て、とんでもなく馬鹿なことを口にしてしまったと恥ずかしくなり、僕は慌てて言い訳する。


    「あなたは想像力豊かな方なのね。でもね、魔術でも魔法でも時間の逆行は理論上不可能なのよ。若返りぐらいなら細胞を活性化させることで一時的に再現できるけど、成長してきた時間を巻き戻したりはできないわ。もちろんタイムトラベルなんて絶対無理」


    　ヴェルさんは英里香の顔から手を離し、生徒に教えるような口調できっぱりと言い切った。居心地悪くなって周囲を見回すとウルトさんやスーラ、アリッサは当然のような顔で僕を見ている。魔術師にとっては常識のことらしい。


    　隣に座りなおした英里香は慰めるように僕の肩をぽんと叩たたく。


    「……啓けい介すけお兄様。これは私もつい何日か前にお師匠様から教わったことなんですが、世界というのは前にしか進まないものなのだそうです。死んだ人が絶対に生き返らないのと同じことなんですよ」


    「ああ……そっか、時間を戻せたら人を生き返らせることもできるもんな」


    　僕は妙に納得して頷うなずいた。死者の復活は神様になった由ゆ衣いですら不可能なこと。それが格下の《高次存在ヴイナー》や人間の魔術師にできるわけがない。


    「でも──だったら、英里香はヴェルさんたちにどんな関係があるんですか？　さっきから意味ありげな行動や会話をしていて……単に母親と同姓同名の相手に対する興味には見えません」


    　もう遠回りはやめて、僕は疑問を直接ぶつける。


    「そうね……エリカさんと私たちの間には確かに〝縁〟があると──彼女の顔を眺めて、私は思ったわ」


    　ヴェルさんは答えるが、その目は僕ではなくウルトさんとスーラの方を向いていた。


    「やっぱり、そうなのね……」


    　重い溜ため息いきを吐つくウルトさん。当事者である英え里り香かは戸惑った顔でヴェルさんを見る。


    「私と皆さんの縁というのは何なのでしょうか？　やはり遠い親戚とかですか？」


    　問いかける英里香にヴェルさんは曖あい昧まいな表情を返す。


    「……似たようなものかしらね。でも、まだはっきりとは答えられないの。たぶん──近いうちにまた会うはずだから、その時に説明するわね」


    「あ、はい。分かりました」


    　素直に頷うなずく英里香。だが僕は〝近いうちにまた会う〟というヴェルさんの台詞せりふに違和感を覚える。ここは《箱庭ガーデン》内の隔離区画で、出入りが自由な場所ではない。アリッサですら母と再会するのに十年を要した。それなのに何な故ぜ……単なる口約束だろうか。


    「ありがとう。あなたたちにも、状況が整理できたらきちんと説明するわ」


    　今度は僕とアリッサにヴェルさんは言った。


    「お母様……実はね、エリカは最初から精神を調整する必要なく《流れし星ほし竜りゆう》と同調できたの。だからあたしはこの子の先生になって魔術を教えてるんだけど……やっぱり何か理由があるのね……」


    　呟つぶやくアリッサ。その言葉を聞いてヴェルさんはアリッサの顔を横から覗のぞきこむ。


    「あら、アリッサはエリカさんの先生なの？」


    「え、あ……うん」


    　照れ臭そうにアリッサは顔を伏せる。そして英里香が待っていましたとばかりに、本題を切り出した。


    「はい、私はお師匠様から魔術を教えてもらっています。でも……攻撃魔術を教えてもらうには、お師匠様のお師匠様──ウルトさんとヴェルさんに許可を貰もらう必要があるんです。だからお願いします！　試験でも何でもしますから、私を認めてください！」


    　立ち上がり、頭を下げる英里香。ヴェルさんは英里香の勢いにびっくりして、目を丸くする。


    「魔術を教える許可……？　私が？」


    　確認を取るようにヴェルさんはウルトさんとアリッサを交互に見た。


    「ヴェルに任せるわ。その子について私はあまり知らないから」


    　ウルトさんは肩を竦すくめ、ヴェルさんに丸投げする。まるでヴェルさんが英里香のことをよく知っているような言い方だ。


    「お母様、私はエリカが《流れし星ほし竜りゆう》と同調していることを知って、正しい魔術師に導こうと決めたわ。けれど攻撃や高位の魔術まで教えれば、エリカはこの方はこ舟ぶねの結界にも干渉することができるようになる。そんな重要なことを、あたし一人で決めていいとは思えなくて……」


    　ヴェルさんの腕の中に抱かれながら説明するアリッサ。


    「わ、私、お師匠様たちが困るようなことは絶対にしません！　約束します！」


    　英え里り香かはアリッサの言葉を聞いて、必死な顔で訴える。彼女は父親の力になるため魔術師になることを望んでいるが、それは少しばかり危あやうい理由だろう。何な故ぜならば彼女が力を得ることは、父親──倉くら野の正まさ行ゆきが力を得ることに等しくなるかもしれないのだから。


    「なあ、英里香。一つだけ聞いていいか？」


    　部外者であることを理解しつつも、僕は口を挟む。


    「え──何ですか？」


    「もしも英里香の大切な人が悪いことをした時、英里香は魔術をどんなふうに使うんだ？」


    「どんな……ふうに？」


    「その人を止めるのか、それとも味方をして守るのか……どっちだ？」


    　僕の場合はたぶん後者だろう。そう思いながら問いかける。


    　英里香は僕が何を言いたいのか、すぐに理解したらしく、真ま面じ目めな顔で僕を見つめる。


    「私は────止めます。たとえ、大切な人でも……悪いことをしているなら、私は止めてみせます」


    　はっきりと英里香は告げる。父親を助けたいと言っていた彼女は、それでも力を用いる目的を見失わなかった。


    　英里香は僕とは違うようだ。本当に、正義の魔術師になれるかもしれない。


    「──すごいな、英里香は」


    「啓けい介すけお兄様……？」


    　きょとんとした表情を浮かべる英里香から視線を外はずし、僕はヴェルさんに言う。


    「僕は大丈夫だと思いますよ、ヴェルさん。今聞いたように英里香は魔術で悪いことをする人間じゃありません。そうだろ、アリッサ？」


    　アリッサにも話を振ると、彼女は何度も頷うなずく。


    「当然よ、エリカはとってもいい子だもの」


    　ヴェルさんは僕らの言葉を聞いて苦笑した。


    「──二人にそこまで信頼されているのなら、答えはもう出ているようなものね。アリッサ……私たちのことは気にせず、あなたが思うようにエリカさんを導いてあげなさい」


    　膝ひざの上に乗せた我わが子へ語りかけるヴェルさん。


    「えっ……本当にいいの？　そんな簡単に認めて──」


    　あまりにあっさり許可を貰もらえてアリッサは少し焦あせりを見せる。


    「ふふ、簡単に答えを出したわけじゃないわよ？　私が気になったことはケースケさんが代わりに聞いてくれたから、質問する必要がなかっただけ」


    　ヴェルさんは小さく笑って僕にウインクをする。その直後、またホリィ＝ライトに睨にらまれてしまった。今度は射殺されかねない視線だ。僕はそれに気付かない振りをして英え里り香かの肩を叩たたく。


    「よ、よかったな英里香。これで一人前の魔術師を目指せるな」


    「はい！　ありがとうございます！」


    　英里香は僕とアリッサ、ヴェルさんに頭を下げて嬉うれしそうに笑った。


    「アリッサ、いい〝お師匠様〟になってあげてね？　あの子にはあなたの教えが、あなたの授ける力が、きっと必要になると思うから」


    　どこか未来を見据えたような口調でヴェルさんは言う。


    「分かったわ、約束する。お母様や伯お母ば様みたいな立派な〝お師匠様〟になるから」


    　アリッサはそう断言すると、小指を差し出す。


    「──ユビキリ？」


    「うん、お母様と約束する時はいつもこうだったでしょ？」


    「……そうね」


    　ヴェルさんは頷うなずいてアリッサと小指を絡ませる。


    　こうして一つの契ちぎりが結ばれ、僕らが《箱庭ガーデン》へやってきた目的は全て果たされたのだった。
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    《箱庭ガーデン》内に滞在できるのは二時間だけ。その限度を超えると連休からはみ出ることになってしまう。


    　僕らは少なくなった残り時間を意識しながら、言葉を交わした。アリッサが街でどんなふうに暮らしているかという話や、千年の間に発達した科学技術についての話題は特に盛り上がった。


    　だが──やはり全然時間が足りない。長い時を経てようやく再会できたアリッサとヴェルさんが十分な会話をするには、二時間では短すぎた。刻限が迫るほどに二人は無理をして明るく振る舞まおうとしていたが、その表情は今にも泣いてしまいそうだった。


    　隔離区画の空が赤く染まり、偽にせ物ものの夕日を投影し始めた頃……ついに見かねたウルトさんが溜ため息いきを吐つき、こう提案した。


    「──仕方ないわね。アリッサ、あなたは学校をあと二日休んでいいわ。木曜の朝ギリギリに戻ることにすれば、ここで一泊できるんじゃないかしら。今こうしている間にも《箱庭ガーデン》の時間凍結は加速度的に解凍されているから、それぐらいの猶ゆう予よは生まれると思う」


    「ホント!?　ウルト伯お母ば様！」


    「ウルト姉様！　ありがとう！」


    　アリッサとヴェルに抱きつかれて感謝され、ウルトさんは珍しく照れていた。


    　そんなわけで──僕と英え里り香かはアリッサを残して、先に美み傘かさ市へ帰ることになる運びとなる。


    「それじゃあ、失礼します。ヴェルさん、お話しできてよかったです。アリッサ、木曜に会ったら話を聞かせてくれ」


    「ヴェルさん、色々とありがとうございました。お師匠様、またあの神社でお待ちしています」


    　僕と英里香はヴェルさんと、その膝ひざに乗ったアリッサに言う。ヴェルさんは少し無理をしていたらしく動くのが辛つらいようなので、部屋の中での別れの挨あい拶さつとなった。


    「──玄関まで見送りに行けなくてごめんなさい。ちょっとはしゃぎすぎたみたいね。また会えるのを楽しみにしているわ」


    　申し訳なさそうに言うヴェルさんに僕らは「気にしないでください」と答える。


    「ケースケ、エリカ、じゃあ二日後にね。まあ、あたしにとっては数時間後のことになるんだろうけど」


    　アリッサは僕らに手を振る。その顔に浮かんだ幸せそうな微ほほ笑えみを見ながら、僕らは部屋を出た。何な故ぜかホリィ＝ライトが僕らの後ろについてくる。


    「わざわざ見送ってくれるのか？」


    　僕は訝いぶかしげに問いかけた。


    「──馬鹿馬鹿しい。汝なんじらにそのような義理はあるまい。単に席を外はずすだけだ。娘が帰る時まで社やしろに籠こもり、瞑めい想そうでもしていようと思ってな」


    　肩を竦すくめてホリィ＝ライトは答える。


    「あんたでも……空気が読めるんだな」


    「黙れ、あまり気安い口を利くな。殺したくなる」


    　苛いら立だった視線を向けられて僕は口を噤つぐんだ。やはりこの男とは相あい容いれそうにない。


    　僕らは玄関で靴くつを履はき替え、外へ出る。ウルトさんとスーラは、もう鳥居の前で待っていた。赤く、眩まぶしい、偽にせ物ものの西日が僕らの足元に長い影を作っている。


    　スーラはこちらに駆け寄ってくると、英里香の腕を抱き締めた。


    「エリカ！　早く行こっ！」


    　そう言ってウルトさんのところまで英里香を引っ張っていくスーラ。ヴェルさんが英里香を〝縁〟のある人間だと告げた時から、より一層スーラは親しげになったように思う。


    　英里香はヴェルさんたち姉妹にとって、どのような存在なのだろう……状況を整理したら説明してくれると言っていたが──。


    『待て、小僧』


    　僕は考えごとをしながら皆の元へ向かおうとするが、突然ホリィ＝ライトに呼び止められた。


    《チュールの右手》ではなくなったら今度は小僧呼ばわりか……。胸中で溜ため息いきを吐ついて振り返る。


    「何だよ、さっきは気安い口を利くなとか言っていたくせに」


    『……口を開くな、返事をするな。我われは今、汝なんじの影を通して話しかけている』


    　ホリィ＝ライトは表情を険けわしくする。その口は動いていないのに、声だけが脳内に響く。足元を見ると、長く伸びた僕の影の上に彼は立っていた。


    　どうやらこれは《求めし愚者》の術らしい。


    『何のつもりだ？』


    　伝わるかどうか分からなかったが、僕は心の中で訊たずねてみる。するとホリィ＝ライトは表情を真剣なものに変えた。どうやら僕の声は届いたようだ。


    『警告しておく、あの娘──倉くら野の英え里り香かは汝の敵だ。汝が大切にしているもの全てを、あの娘は〝終わらせて〟しまうだろう』


    『は？　ふざけてるのか？』


    　笑えない冗談に僕は顔を顰しかめて問い返すが、ホリィ＝ライトは構わず言葉を続ける。


    『汝だけではない。あの娘は我からも掛け替えのないものを奪う。ゆえに我は、あの娘を殺そうと試みた。だが無む間げん廻かい廊ろうによる分断が最高の好機を生み出したというのに──我は失敗した』
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    『な……』


    　息を呑のむ。こいつは今、何を言った？


    『岩に押し潰つぶされるところを我われに救われたと、あの娘は思ったようだが……事実は逆。あの娘に襲いかかった我が、突然崩れてきた岩に阻はばまれたのだ。どうやら我には〝資格〟がないらしい』


    『お前、いったい──』


    『しかし恐らく、汝なんじには〝資格〟があるはずだ。ゆえに頼む。腹立たしいが懇こん願がんするしかない。あの娘を、殺してくれ。それができぬのならば、関わるな。あの娘を守ることだけは……してはならない』


    　プライドの高いホリィ＝ライトが僕に真剣な表情で頼み込んでいる。憎悪と苛いら立だちを抱いている相手に下手に出ている。それは信じられない光景だった。


    『どうして……』


    　話の内容は納得も理解もできないものだったが一いつ蹴しゆうすることもできず、僕は詳しい説明を求めようとする。けれどその時、鳥居の方から声が聞こえた。


    「啓けい介すけお兄様ー！　皆さん待ってますよー」


    「ケイスケさーん、どうしたのー？」


    　英え里り香かとスーラが僕を呼ぶ。


    『──これ以上話すと悟られるな。会話はここまでだ。詳しい事情はウルトやスーラがいずれ語ることだろう。だがあやつらは倉くら野の英里香の敵にはなれん。ゆえに流されるな。我の言葉を……忘れるな』


    　そう言ってホリィ＝ライトは僕の影から離れて社やしろへ歩いていった。


    　追いかけて問い詰めたい。英里香を殺そうとしたのが本当ならば、ウルトさんたちにそのことを明かしてホリィ＝ライトを追及するべきだろう。けれど先ほど見たホリィ＝ライトの真剣さが──彼を告発することを躊躇ためらわせた。あれは必死に自分の大切なものを守ろうとする目だった。


    「啓介お兄様ー」


    　再び英里香に呼ばれる。


    　──くそっ！


    　ホリィ＝ライトの言葉を真ま面じ目めに受け止めてしまっている自分自身に苛立ちつつ、僕は英里香の元へ向かった。


    　英里香を殺せ？　関わるな、守るなだって？　そんなことできるわけがない……何があっても。僕は既に、英里香のことを〝守ってしまった〟のだから。


    　それなのに結局ウルトさんとスーラには何も言えないまま、僕は皆と合流して鳥居を潜くぐり、石段を下り始める。


    「あの、どうかしたんですか？」


    　無意識に隣を歩く英え里り香かへ視線を向けてしまっていたのだろう。不思議そうな顔で、僕を見上げる英里香。


    　僕は慌てて首を横に振る。


    「な、何でもない。それより英里香、攻撃魔術を教えてもらえそうでよかったな」


    　意図的に話を変えて、ホリィ＝ライトの警告を頭の隅に押しやる。とりあえずあいつの言動の理由を知るまでは、判断を保留にしよう。ウルトさんたちが英里香との関わりについて教えてくれるのを待つしかない。


    「はい、魔術の練習は木曜以降になりますけど、私がんばります！　啓けい介すけお兄様、勝負の約束……覚えておいてくださいね？」


    　英里香は強気に笑って僕を見つめた。


    「──ああ、覚えとく。僕も剣術の練習とかしておかなきゃな」


    「ぜひ、そうしてください。切せつ磋さ琢たく磨ましてこそのライバルですから！」


    　英里香は満足そうに微ほほ笑えみ、軽いステップで石段を下っていく。心の中ではきっと、強い魔術師になった自分の姿を思い描いているのだろう。


    　こんなに未来へ希望を抱いている少女の命が失われていいはずがない。ホリィ＝ライトは〝資格〟がどうとか言っていたが、彼女の未来を奪う資格など誰も持ってはいない。


    　そして、英里香が僕の大切なもの全てを終わらせてしまうなんてこと……あるわけがない。


    　僕らの日常はどこまでも続いていく。たまに非日常な出来事や、異常な事態が起こっても、それを乗り越えて進んでいける。


    　これまでもそうだったのだから、きっとこれからも──。
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    　私──倉くら野の英里香が美み傘かさ市へ戻ってきたのは三連休最終日の夜十時頃だった。今日は十一月二十三日、月曜日。勤労感謝の日。自分の感覚では土曜の早朝に《方はこ舟ぶね》へ移動してから丸一日も経過していないというのに、明日はもう火曜日で学校へ行かなければならない。


    　事前に聞かされていたことではあるが、やっぱり少し損をした気分になる。


    　駅ビル壁面の電光掲示板に表示された日時を見つめながら、私は溜ため息いきを吐ついた。身を切るような冷たい夜気が、私の吐息を真っ白な靄もやに変えてしまう。


    　暑いぐらいの気温だった《方はこ舟ぶね》が懐かしい。隣を歩く啓介お兄様も、寒そうに身を縮めている。


    「別に送ってくれなくてもよかったんですよ？　私、これでも魔術師見習いですから」


    　何だか申し訳ない気がして私は言う。この人が住んでいる男子寮は、完全に反対方向だ。


    「いや、英え里り香かが強いのは分かってるけど、さすがに夜遅いしさ」


    　啓けい介すけお兄様はそう言って苦笑する。その横顔の向こうでは、もうクリスマス用のイルミネーションが輝いていた。


    「意外と面倒見がいいんですね」


    「まあ……正まさ行ゆきさんに英里香のことを頼むって言われてるし、アリッサの弟子を放り出して帰るわけにもいかないだろ」


    　どこか言い訳っぽく答える啓介お兄様。この人は褒ほめられることにあまり慣れていないらしい。ちょっとかわいい。


    「そういえば、あと一か月と一日後にはクリスマスイブですね。やっぱりお師匠様とデートしたりするんですか？」


    「へっ!?　いや、あの、それは──」


    　私の問いに啓介お兄様は焦あせった様子で言葉を詰まらせる。やはりヴェルさんが言ったように何かやましいことがあるのだろうか。恋愛というものは正直よく分からないが、この人の八方美人ぶりを見ていると、何となく状況が透けて見える。


    　こういう人を好きになった女の人は苦労するんだろうなと思いながら、私はお師匠様のご武運を祈った。大人の恋というのは難しくてややこしいものなのだろう。


    　駅前から西へしばらく行くと私のマンションが見えてくる。啓介お兄様はマンションの立派さにとても驚いていた。未み由ゆさんの屋敷や《方はこ舟ぶね》のお城に比べたら全然大したことないのにと、私は不思議に思う。


    「英里香、風か邪ぜを引かないように家へ帰ったら手洗いうがいをして、暖かくして寝るんだぞ？」


    　まるで父様のようなことを言って、啓介お兄様は帰っていった。その背中に小さく手を振って、私はマンションへ入る。いつものように指紋認証と暗証番号でエントランスの扉を開け、エレベーターに乗って三階へ。お財さい布ふからカードキーを取り出し、鍵かぎを開ける。


    　玄関は真っ暗だったが、廊下の奥──リビングのガラス扉からは光が漏れていた。父様は帰ってきているらしい。小さくテレビの音も聞こえてくる。


    　──父様、私はやりました。


    　攻撃魔術を教えてもらえる許可は貰もらえた。もうすぐ私は街の平和を守れる力を手にできる。魔術の存在を広めてはいけないらしいから父様と一緒には働けないけれど、こっそり父様の仕事を減らすことはできるはずだ。そして父様だけでは助けられなかった人にも、手を伸ばせる。


    　そう考えると気分が高揚して、私は駆け足でリビングへ向かった。


    「父様、ただいま戻りました！」


    　元気よく声を上げて、私はリビングに入る。父様はソファに横たわり、テレビを見ていた。


    「……ああ、英里香か……ごほっ、ごほっ……おかえり。どうだい、旅行は楽しかったかい？」


    　咳せきをしながら返事をする父様。顔色もすごく悪い。


    「は、はい、旅行は楽しかったですけど……父様、大丈夫ですか？　とても調子が悪そうですけど……」


    　心配になって近づこうとする。だが父様は手を翳かざして、私を制止した。


    「ちょっと体に無理をさせすぎてしまったみたいでね。本格的に風か邪ぜを引いてしまったらしい。英え里り香かにうつしてしまうといけないから、あまり私に近づかないでくれないか」


    「で、でも……」


    「頼む。父の願いを聞いてはもらえないかな？　そんなに心配しなくとも私は大丈夫だ。明日は休みを貰もらえたから、すぐに治るさ」


    　そんなふうにお願いされてしまうと、私はもう何も言えない。父様は鈍い動作で起き上がり、ふらふらと自分の部屋へ行ってしまった。


    「父様……」


    　せめてお粥かゆだけでも作って持っていってあげようと、私はキッチンへ向かう。


    　そして心の中で誓う。一刻も早く、私は正義の魔術師にならなければいけないと──。
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     終章


    



    　十一月二十四日、火曜日。《方はこ舟ぶね》から戻った翌日。陽ひ名なちゃんとの約束の日。僕は普段よりも三十分以上早く寮を出た。


    　ネットで見た天気予報では、今日からさらに冷え込みが厳しくなるらしい。最高気温も十度を下回っていた。詰つめ襟えり学生服の上に黒いジャンパーを羽織った僕は、川沿いの道を通って学園に向かう。川かわ面もには薄い氷が張っていた。


    　傘さん陽よう学園は私服での登校は認められていないが、冬場の防寒着だけは例外だ。風か邪ぜを引かないようにという配慮だと思う。


    　白い息を吐きながら上を見れば、灰色の空が広がっている。雪が降り出してもおかしくない空模様だ。海水浴や肝試しをして楽しんだ《方はこ舟ぶね》での一日が夢だったような気がしてくる。


    　前を歩く生徒の数は少ない。部活で朝練のある者以外が登校するには早すぎる時間なので当然だ。


    　校門を潜くぐり、女子寮から登校してくる生徒と合流しても大して人数は増えなかった。いつもは賑にぎやかに挨あい拶さつが交わされている下駄箱周辺も今は静かだ。


    　ガチャッと下駄箱の蓋ふたを開あけた音がやけに大きく響く。


    「──ん？」


    　下駄箱の中、上うわ履ばきの上……そこに見覚えのないものがのっていた。それは、薄桃色の封筒。


    　心臓が跳ねる。心拍数が上昇するのを自覚する。


    　僕は周囲を見回して誰もいないことを確認し、封筒を手に取る。予感があった。こんな朝早く登校してきたのも、その予感に従ったものだった。きっと〝彼女〟は僕を待っている。そう思ったから……。


    　封をしてあるハートのシールを破かないように剝はがし、中の便びん箋せんを取り出す。そこには一言だけ──屋上で待っています、と書かれていた。


    「…………」


    　僕は封筒を鞄かばんにしまい、教室にも寄らず真まっ直すぐ屋上を目指す。形式だけの立ち入り禁止の柵さくを乗り越えて、重い扉を押し開く。冷たい風が頰ほおを撫なでた。


    　殺風景な屋上に一人立っていた少女がこちらを向く。白いコートを羽織った小柄な女生徒は淡い色の髪を揺らし、僕を見る。


    「──おはようございます、啓けい介すけさん」


    　小さく笑って、彼女は挨拶をした。


    「おはよう、陽名ちゃん」


    　僕も彼女に──朝あさノの宮みや陽名に挨拶を返す。


    「返事、考えてきてくれましたか？」


    「ああ」


    　陽名ちゃんの問いに僕は頷うなずいた。


    　土曜日まではいくら考えても答えは出せなかったけれど、《方はこ舟ぶね》で僕は向き合うべきものが何なのか気付くことができた。


    　陽ひ名なちゃんのことを〝ただの女の子〟としてどう思っているかのヒントをツグミはくれた。〝好き〟という気持ちが僕の中にどう存在していて、自分をどう動かしているのかを未み由ゆの言葉と英え里り香かの一件で自覚した。そしてアリッサと《方はこ舟ぶね》の城を巡る中で、恋人という関係について考えた。


    「では、聞かせてほしいです。啓けい介すけさんを好きだという気持ちと、本当の恋人になってほしいという想いに、答えをください」


    　白いコートをぎゅっと小さな手に握り締め、声をかすかに震ふるわせて陽名ちゃんは言う。


    　僕は大きく息を吸って、ゆっくりと吐き、もう一度冷たい風を吸い込んで、今度は答えを乗せて送り出す。


    「……陽名ちゃんのことは、好きだよ。すごく可愛かわいいと思うし、ちょっと意地悪で強気なところとかも僕は魅力的に感じてる。でも──陽名ちゃんが望むような〝本当の恋人関係〟にはなれない」


    　ありのままの気持ちを、はっきりと告げる。陽名ちゃんへの負い目から噓うそを吐ついたりはしない。陽名ちゃんを失わないために、自分の想いを無視して全てを受け入れることもしない。それはきっと陽名ちゃんが求めている答えではないからだ。


    「どうして……ですか？」


    　陽名ちゃんは声を震わせて、理由を問う。


    「僕はアリッサや未由と〝恋人ごっこ〟をしているつもりはないんだ。陽名ちゃんにはおままごとに見えてしまうのかもしれないけれど、僕は──僕らは真剣に恋人になろうとしてる。だから、それを偽にせ物ものにはできない。陽名ちゃんの言う〝本当〟と、僕にとっての〝本当〟は……違うものなんだよ」


    　最後まで言い切る。陽名ちゃんの望みを否定する台詞せりふを。


    　これが僕の結論だった。


    「────分かりました、です」


    　陽名ちゃんは搾しぼり出すような声で答えると、こちらに背中を向ける。わずかに震えている小さな背中を見て、胸が軋きしんだ。駆け寄って抱き締めたい衝動に駆られる。傷つけたのは自分自身なのに、慰なぐさめたいと考えてしまう。


    　けれど、もう僕にそんな資格はないのだ。


    　そう自分に言い聞かせて拳こぶしを握り締めていると、陽名ちゃんが背中を向けたまま、やけに明るい声を上げた。


    「あーあ、やっぱりこうなっちゃうのですか……分かっていても、振られるというのは胸が痛いものですね。仕方ありません、ここは啓介さんに譲歩した修正案を提示することにしますです」


    「しゅ、修正案？」


    　僕が困惑して訊たずね返すと、陽ひ名なちゃんはくるんとこちらへ向き直った。その頰ほおに涙の跡はない。泣いていたわけではなかったらしい。


    「はい、最初の要求はハードルを上げておくのが交渉の基本なのです。啓けい介すけさんの〝一番〟になるのは無理だって、初めから知っていました。それでも、勝ち目のない勝負でも、挑戦せずに諦あきらめるのは嫌でしたから、一度目は背伸びをして頑張ってみたのです」


    　陽名ちゃんはそう言って、いじわるに微ほほ笑えむ。


    「だから、ここからが本番なのですよ。幸い、思った以上の言葉を啓介さんから引き出すことができました。わたくしを〝女の子〟として意識してもらうのにも成功したようです」


    「ひ、陽名ちゃん、いったい何を……」


    　思わず僕は後ずさる。とても嫌な予感がした。例えるなら餌えさに誘われて檻おりの中へ入った獣が、扉の閉まる音を聞いた瞬間の気持ちだろうか。つまりは──もう、逃げられない。


    「啓介さんは言いましたよね？　わたくしのことを好きだって、可愛かわいいって、いじわるで強気なところが魅力的だって。ちゃーんと、この耳で聞きましたよ？　そして啓介さんが否定したのは〝本当の恋人関係〟になることだけです。だったらわたくしも啓介さんの言う、アリッサさんや未み由ゆさんと同じ〝恋人〟から始めようと思います！」


    　片手を挙げ、まるで宣せん誓せいするようなポーズで陽名ちゃんは言う。


    「へ？　い、いや、そんなこと──」


    「ダメ……とか言わないでくださいね。その前にきちんと考えてください。わたくしと、アリッサさんと未由さん──どこが違いますですか？」


    「どこ、が？」


    　どういう意味での問いなのか分からず、僕は問い返す。


    「アリッサさんと未由さんは啓介さんのことを好きなんでしょう。一番、誰よりも大好きなんだと思います。けれど──啓介さんはアリッサさんや未由さんが〝一番〟ではありませんよね？　だって二人いる時点で〝一番〟じゃないのですから」


    「それは……でも──」


    　言葉に詰まる。とっさに論理的な反論ができない。感情的になら言い返せるが、それでは意味がない。


    「だからわたくしはこう考えます。啓介さんが言う〝恋人〟の定義とは──その一、相手が啓介さんのことを一番好きであること。その二、啓介さんが相手のことをとても大切に思っていて、なおかつ女の子として好きであること……です」


    　指を二本立てて陽名ちゃんは僕を見上げる。


    「啓介さん、わたくしはあなたが好きです。一番、大好きです。啓介さんは、わたくしのこと……大切ですか？」


    「あ、ああ……それは、もちろん……」


    「じゃあ、女の子としては？」


    「可愛かわいいと、思ってるけど……」


    　先ほど言ったことを翻ひるがえせはしないので、僕は正直に答えるしかない。陽ひ名なちゃんは僕に近づいてきて、下から僕の顔を覗のぞきこむ。


    「だったら──わたくしも啓けい介すけさんの恋人になれる資格があると思いませんか？」


    「う……だ、だけどさ、それでも僕が付き合っているのはアリッサと未み由ゆだけで──」


    「つまり、先着順ということでしょうか。そんなのずるいです」


    　頰ほおを膨ふくらませ、陽名ちゃんは上目遣いで僕を睨にらむ。


    「──ですが、アリッサさんと未由さんに断りもなく決められないというのは理解できます。分かりました、わたくしに任せてくださいです」


    「ま、任せるって……何をだ？」


    　恐る恐る僕は訊たずねる。


    「アリッサさんと未由さんは、わたくしが説得してみせます。だから──あの二人を落としたら、わたくしの恋人になってくださいねっ」


    　とびっきりの笑顔を浮かべて、陽名ちゃんは僕の手を取った。
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    　思わず見とれてしまい、返事をするのを忘れてしまう。だがそれを了承の証あかしと認識されてしまったようで、陽ひ名なちゃんは「がんばりますっ」と小さくガッツポーズをした。


    「ひ、陽名ちゃん、ちょっと落ち着いて……もう一度最初から話をしないか？」


    　どうしてこんな状況になったのだろうと混乱しながら、僕は言う。


    「嫌です。わたくしたちには、後戻りしている時間なんてないのです」


    　だが陽名ちゃんは首を横に振る。笑顔を消して、とても真ま面じ目めな表情で──。


    「時間が、ない？」


    「はいです。啓けい介すけさんは……〝一生〟というのをどれぐらいの長さのものだと認識していますか？」


    　急に陽名ちゃんの雰囲気が変わったことに僕は戸惑う。一週間前、遠とお見み神社の入り口で空を見上げていた陽名ちゃんもこんな感じだった……。


    「一生って、要するに生まれてから死ぬまでの時間だろ？　だったらだいたい七十年か八十年ぐらいかな……」


    　僕の答えを聞いて、陽名ちゃんは小さく笑う。


    「そうですね。その認識は間違っていません。わたくしもそう思っていたから、啓介さんに〝一生〟いじわるをするという契約で、満足していました。ですが……もし、その〝一生〟があとわずかしかない場合、皮かわ算ざん用ようしていたあと六十年分ぐらいのいじわるは、どうしたらいいんでしょう……」


    　とても悲しそうに呟つぶやいて顔を伏せる陽名ちゃん。


    「どうしたんだ、陽名ちゃん？　まさか病気とか、そういうことじゃないよな？」


    　陽名ちゃんは先週末から様子がおかしくなり、急に関係を変えることを望んだ。それがもし病気などの理由であったならどうしようと僕は血の気が引く。


    「……違います。わたくしは全然健康ですよ、啓介さん」


    　それを聞いて胸を撫なで下ろすが、余計に分からなくなる。


    「陽名ちゃんはいったい、何が言いたいんだ？」


    「わたくしは──〝視み〟てしまったのです。未来を」


    　重々しい口調で陽名ちゃんは答える。


    「未来？　でも前、見えなくなったって言ってなかったか？」


    　数週間前、倉くら野の正まさ行ゆきと初めて会った日。僕は陽名ちゃんからそんな話を聞かされた。


    「あれは、勘違いだったのです。わたくしにはちゃんと〝視〟えていました。〝未来がない〟ことが〝視〟えていたのです」


    「未来がない？　どういう意味だ？」


    「そのまま、ですよ。わたくしたちの一生は、人生は、この世界は、もうすぐ終わります。大きな事件が起こったり、恐ろしい敵が襲ってくるとかじゃなく、ただ全てが、何もかもが、一斉に、同時に〝おしまい〟になるんです」


    　陽ひ名なちゃんの瞳ひとみは真剣でとても冗談を言っているようには見えない。だがとてもじゃないが本気にできるような話ではなかった。


    「有り得ないだろ、そんなこと。きっと何かの間違いだ」


    「……わたくしも、そう思いました。〝おしまい〟までの未来が本当なのか、それを変えることはできないのか、ずっと……啓けい介すけさんたちが《方はこ舟ぶね》へ行っている間も試し続けました。ですがどうやっても〝視み〟える未来は変わらなかったのです」


    　苦笑を浮かべて、陽名ちゃんは僕の手をぎゅっと握り締める。


    「だから……もしこれが本当のことだったら……わたくしたちに残された時間があと少ししかないのなら──一生分のいじわるを……一生分の幸せを〝今〟手に入れたい……。啓介さん、こんなふうに考えてしまったわたくしを笑いますか？」


    「……笑わない。笑わないけど、でもそんなこと──」


    　信じられない。陽名ちゃんの能力を疑ってはいないが、さすがに大げさだろうと考えてしまう。


    　けれどその時──陽名ちゃんの予言を肯定する声が、全く予想外のところから響いてきた。


    



    「彼女の言っていることは事実だよ、啓介くん。〝おしまい〟については既に世界中の魔術師や、予知能力を先天的に持つ者たちが予言している」


    



    「なっ……？」


    　僕は驚き、声が聞こえた方向に視線を向ける。屋上の端、給水塔の上に人影があった。


    　奇抜な忍者装しよう束ぞくを身に纏まとった男が仁に王おう立だちして僕らを睥へい睨げいしている。顔はサングラスとマスクで隠されて分からない。だが素顔が見えなくても……いや、素顔が分からないからこそ、彼の正体は明白だった。


    「ま、正まさ行ゆきさん……？　いったいこんなところで何をしてるんですか……？」


    　呆あつ気けに取られながら問いかける。


    「いや、君に少し話があったので寮を出たところからあとをつけていたんだが……なかなか周囲に人がいなくなるタイミングがなくてね。結局ここまで追跡する羽目になってしまったのだ」


    　堂々と胸を張り説明する倉くら野の正行。だがやってることはただのストーキングだ。


    「……よく通報されませんでしたね、見た目完全に不審者なのに。っていうか、いつからそこにいたんですか？」


    「一般人の目に留とまるようなへまはしないさ。君たちの話ならだいたい最初から聞かせてもらったよ。いやー、何というか、若さというものを見せつけられたね……」


    　彼の言葉を聞いて、陽名ちゃんの顔が真っ赤に染まる。


    「ふ、不覚です……わたくしとしたことが、まさかこんな変態さんに一世一代の告白を見られていたなんて……」


    　顔を覆おおって蹲うずくまってしまう陽ひ名なちゃん。


    「ああ、すまない。君たちの会話を邪魔してしまったのは悪いと思っているよ。だがちょうど私の用件とも被かぶる話になったものだから、つい……ね」


    　倉くら野の正まさ行ゆきはそう言って、頭を搔かく。僕は彼が現れた時に何を言ったのかを思い出した。


    「そういえば正行さんはさっき……陽名ちゃんの言葉が本当だって──」


    「その通りだよ、啓けい介すけくん。彼女の予言は事実だ。もうすぐ、確実に、私たちの日常は終わる。そしてさらに付け足すのならば──その〝おしまい〟の原因は……私の娘、英え里り香かなのさ。困ったことにね」


    　軽い口調で彼は言い、肩を竦すくめた。


    「は……？」


    　僕はもう、口を開あけて、間抜けな声を返すしかない。


    　英里香が、原因？　何を言っているんだ？


    　彼の正気を疑うが、同時にホリィ＝ライトの声が脳裏を過よぎった。


    　──倉野英里香は汝なんじの敵だ。汝が大切にしているもの全てを、あの娘は〝終わらせて〟しまうだろう。


    　その台詞せりふをなぞるようにして、倉野正行は言葉を続ける。


    「英里香はね、物語の終わりに記された〝ＴＨＥ　ＥＮＤ〟という文字のようなものなんだよ。だからきっと多くの人間がその文字を消そうと躍起になる。そこで一つ、君に頼みがあるんだ」


    「頼み……？」


    　彼の話に僕は全然ついていけないまま、問い返す。


    　すると彼は声から軽けい薄はくな色を消し、姿勢を正し、僕に深々と頭を下げた。


    「英里香を守ってくれ──啓介くん。私は君に……世界を〝おしまい〟にしてしまう娘の……〝悪人〟の味方をしてほしいんだ」


    　そして彼の言葉の内容は、ホリィ＝ライトの〝警告〟とは完全に、どうしようもなく、正反対で相あい容いれないものだった──。

  



  
     あとがき


    



    　日常とは何でしょう。昨日と同じ、あるいは先週と似たような日々が繰り返されることかもしれません。毎朝決まった時間に起きて、家を出て、学校や会社へ行くことかもしれません。


    　私が「日常」というものを初めて強く意識したのは、小学校低学年の頃に年間行事予定のプリントを眺めた時です。遠足や社会見学、学芸会などの予定がずっと先まで決まっていることに私は衝撃を受けました。その頃の私にとって、半年や一年後は想像できないぐらいに「先のこと」だったからです。けれど自分の一年間は一週間の授業と同じく予あらかじめ決められていて、時間はだいたいこのプリントの通りに流れていくものなんだと私は知りました。私が「日常」という単語から連想するのはこの体験です。だからきっと、私にとって「日常」とは「おおよその未来が決まっている状態」を指す言葉なんだと思います。


    　この「ＲＩＧＨＴ∞ＬＩＧＨＴ」シリーズは「日常編」と予告し、スタートしました。テーマは当然、啓けい介すけたちの「日常」です。けれど何かをテーマとして扱う場合、その対極に位置するものを避けることはできません。日常と正反対のものといえば、非日常、戦い、異常、事件などなど色々と思いつきます。しかし兵士にとって戦いが日常であるように、刑事にとって事件が日常でしかないように、繰り返されるならばそれは「日常」になってしまいます。どんな異常な出来事でも、完全な日常の対極とはいえません。


    　答えは何なのか（あくまで「Ｒ∞Ｌ」にとっては、ですが）。それはたぶんこの巻を読んでもらえれば分かると思います。今巻で示された「啓介たちの日常」と「その対極に位置するもの」……その二つが交差し、物語は進んでいく予定です。


    　要するに何を言いたいかというと、日常のみを描くから「日常編」なのではなく、日常をテーマとして書くので「日常編」だということです。あ、もちろんメインは「日常」なので、ラブコメ成分がなくなったりはしないのでご安心を。今回「彼女」が大きく動いたことで、次巻はきっと「あの子」が行動を起こすことになると思います。ご期待ください。


    　それでは最後に謝辞を。前巻はＭさんとＨさんの二人に担当していただいたのですが、今巻からＨさんへ完全に担当が引き継がれることになりました。Ｍさん、約五年間本当にお疲れ様でした。「ツカサ」をここまで引っ張ってきてくれてありがとうございました。Ｈさん、これからよろしくお願いします。一緒に面白い本を作っていきましょう。近この衛え乙おと嗣つぐさん、今回も素晴らしいイラストを描いてくださり、ありがとうございます。放課後いんふぃにてぃのＳＤキャラもとても可愛かわいかったです。そして最後にこの本を手に取ってくれた方へ最大級の感謝を。


    　では、また。

  



  
     おまけ　放課後いんふぃにてぃ
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    友月　「あれ？何で私、こんなところにいるんだろ……」


    冬上　「それはもちろん。今回出番が少なかったからでしょう」


    友月　「え……冬ふゆ上がみ、さん？　いつの間に……


    　　　　っていうか、出番って何？」


    冬上　「ふふっ、友とも月づきさんは何も知らないのね。


    　　　　私は二度目だからだいたい勝手は分かっているわ。


    　　　　あのね、私たちは居残りをさせられているのよ。


    　　　　要するにここは〝放課後〟ね」


    友月　「放課後……？」


    冬上　「そうよ。まあ夢みたいなものだと考えておけばいいんじゃないかしら。


    　　　　だから大抵のことは思い通りになるわよ。


    　　　　例えば……こんな真っ白な空間は味気ないから舞台を《方はこ舟ぶね》のビーチに変えてもらいましょうか。


    　　　　できるわよね、誰かさん？」


    



    　　　　空に向かって呼びかける冬上。すると辺りの景色が歪ゆがみ、《方はこ舟ぶね》のビーチが現れる。


    



    友月　「わ、ホントに変わった……って、服まで水着になってる!?」


    冬上　「ふふ、友月さん……そんなに焦って体を隠そうとしなくてもいいじゃない。ここには私たちと誰かさんしかいないんだし」


    友月　「だ、誰かさん？　私たちの他にまだ誰かいるの？」


    冬上　「さあ？　誰かいるのは確かだけど誰かは知らないわ」


    友月　「そんないい加減な……」


    冬上　「考えても分からないんだし、仕方ないじゃない。それよりせっかくの機会なんだし色々お話ししましょうよ、友月さん」


    友月　「……嫌な笑い方。また何か企たくらんでる？」


    冬上　「企んでなんかないわよ。私はただ嬉しいだけ。ふふ、前回の報酬で〝ツグミちゃんの出番〟を要求しておいてよかったわ。おかげで友月さんが私と同じ場所まで堕おちてきてくれたから」


    友月　「言ってることは分からないけど……何か馬鹿にされている気がする」


    冬上　「馬鹿にしてるんじゃないわ。哀れんでいるの。全く……メインヒロインが居残りをさせられるなんて、すっごく可哀想で嬉うれしいわ。まあ前回あれだけ出番があったから、その反動かしら」


    友月　「メイン、ヒロイン……？」


    冬上　「ああ、気にしないで。友とも月づきさんが優遇される立場にいるとか、そういう感じの話よ。まあだからきっと次の機会はないわね。悔しいけれど、安心していいと思うわ」


    友月　「えっと、よく分からないけど……分かった」


    冬上　「うん、だからそういうわけで私は二度とないであろうこの状況を思いっきり楽しもうと思うのよ。さすがに私も三度目は嫌だしね。レギュラー化されて、このコーナーを《雪ゆき絵えの部屋》とか名づけられたら堪たまったもんじゃないし」


    友月　「ゆきえのへや、か……ちょっと語ご呂ろがいいかも」


    冬上　「なっ!? 友月さん、あなたその名称を定着させる気ねっ!? ふ、ふふふ……さすがは私が好敵手ライバルと定めた人だわっ」


    友月　「冬ふゆ上がみさんって……そんなキャラだった？　ちょっと気味悪いな」


    冬上　「い、言うわね……少しテンションが上っていただけよ。ほら、立ち話も何だから座りましょう。そこにビーチパラソルと割りたてスイカもあることだし」


    冬上　「いつの間に……また気付かなかった。あれ、これって英え里り香かちゃんが割ったスイカだ」


    



    　　　　ビーチパラソルの下に座る二人。歪いびつに割れたスイカを頰ほお張ばる。


    



    冬上　「あの時と同じ味ね。私が想像したのは皆と海水浴をしていたときのビーチだったから、スイカも一緒に再現されたのかしら。ふふ……そういえば、あの時の英里香ちゃん可愛かったわよね。何だか妙に遠とお見みくんのこと意識していたし」


    友月　「確かに……何で急に英里香ちゃんは啓けい介すけくんへの態度を変えたんだろ」


    冬上　「それはやっぱりあれよ。女を変えるのは常に恋だと思うわ」


    友月　「こ、恋？　えっと、でも……英里香ちゃんの雰囲気、そんな感じとは違ったような……」


    冬上　「仮に違ったとしても、それが強い感情であったなら恋に転じる可能性は少なくないと思うわ。憎しみが愛しさに変わるなんでことは──よくあることよ（ちょん）」


    友月　「わ、ちょっと何してるの!?」


    冬上　「え？　友月さんの横乳を突ついてみただけよ？　ふむふむ、大きさは私の勝ちだけど、指触りや柔らかさはいい感じね（つんつん）」


    友月　「ひゃっ……や、やめてってば！」


    冬上　「ふふ、いい反応。ねえ、友月さんは私のことどう思ってる？　あなたに……とっても、とっても、酷ひどいことをした私のことをまだ恨うらんでいる？」


    友月　「え？ うーん……最近はあんまり昔のことを意識したことはなかったかな。啓けい介すけくんのことで頭が一杯で……」


    冬上　「わ、まさかの無関心……こ、これは傷つくわね。そんな反撃を喰らうとは思っていなかったわ。くっ……さすがに一筋縄ではいかないわね」


    友月　「やっぱりキャラが違うよ、冬ふゆ上がみさん。気色悪い」


    冬上　「うるさいわね。っていうか地味に〝気味悪い〟から〝気色悪い〟にグレードを上げないでよ。ぞくぞくするじゃない！」


    友月　「…………もう話すのやめようかな」


    冬上　「あああああっ、待って待って、今のは私が悪かったから！　夢だと思ってちょっとはっちゃけただけだから水に流してっ！」


    友月　「はぁ……別にいいけど、何か疲れる」


    冬上　「と、とにかく話を戻しましょう。そういえば恋の話をしていたわよね。友とも月づきさんは遠とお見みくんのことをいつ好きになったの？」


    友月　「別に恋の話をしていたわけじゃないような……まあいいか。私が啓介くんを好きになったのがいつなのかは分からないよ。いつの間にか……って感じだし、まあきっかけはいろいろあったけど、あくまでそれは自分の気持ちに気付くきっかけだったし……」


    冬上　「はっきりしないわねー。じゃあ最初、仲良くなる前は遠見くんのことをどう思っていたのよ？」


    友月　「えっと……どうだったかな。啓介くんが私のことを気にしているのは知ってたよ。よく私のことをチラチラ見ていたし。でも同じような人は他にもいたから、その時はあんまり意識していなかったかも」


    冬上　「ああー、友月さんって見た目はいいから気にしている男子は案外多かったわね。


    　　　　まあ誰もが恐れる〝魔女〟へ実際に話しかける人はいなかったけど──遠見くん以外は」


    友月　「うん、啓介くんだけは違った」


    冬上　「そう考えると、やっぱり遠見くんって珍獣ね」


    友月　「……私の好きな人を珍獣呼ばわりしないで欲しいな」


    冬上　「わ、少女だわ。恋する少女がいる（ちょん）」


    友月　「ひゃうんっ!?もうっ、胸を突つくの禁止！


    　　　　ふ、冬上さんこそ誰かに恋したことってあるの？」


    冬上　「私？私はそこまで人間に幻想を抱けないわ。


    　　　　恋なんて結局勘違いと思い込みでするものだから、私には縁がないかもね。あ、でも愛ならあるわよ」


    友月　「…………」


    冬上　「どうしてそこで胡う散さん臭くさいものを見るような目を向けるのよ」


    友月　「だて胡散臭いから」


    冬上　「はっきり言うわね……けどね、私にだって愛を抱いだいている人間はいるのよ。例えば友とも月づきさん。私はあなたを捻ねじ伏せて、屈服させて、ペットにしてやりたいと思っているわ。どう？　これは立派な愛でしょう？」


    友月　「いや……そんなことを堂々とカミングアウトされても困るんだけど……ちょー気持ち悪い」


    冬上　「わわっ、友月さんがドン引きしすぎて言葉遣いを乱してるっ!?じょ、冗談、今のは冗談だから！」


    友月　「めちゃくちゃ本気の目だったように見えたんだけど……」


    冬上　「気のせいよ。じゃあ真ま面じ目めな話をするけれど、私には幸せにしてあげたいと思っている人がいるのよ。恋愛に関してはそのついでで楽しめればいいかなって考えているわ」


    友月　「え……冬ふゆ上がみさんが誰かの幸せを願うことってあるの？」


    冬上　「わー、真顔で何かひどいこと言われた─」


    友月　「だって冬上さんって他人の不幸をにやにや笑って眺められる人でしょ？」


    冬上　「……まあ否定はしないけれど、私だって情を抱くことぐらいあるのよ。きっかけは偶然で、過程はめちゃくちゃだったけど、あの子は私の友達だから……応援してあげたいの」


    友月　「あの子って誰のこと？　私が知っている人？」


    冬上　「ふふ、それは三巻を読めば分かるわ。二巻でフラグは十分に立てられたみたいだから次が楽しみね」


    友月　「三巻って何!?フラグって何!?」


    冬上　「わあ、友月さんがつっこんだわ。これはとても貴重な出来事ね」


    友月　「もうわけ分かんない……」


    冬上　「分からなくて大丈夫よ。どうせ夢みたいなものなんだから。そろそろ〝放課後〟も終わりに近づいてきているみたいだしね」


    友月　「わ、霧が出て……水平線が見えなくなってきてる」


    冬上　「そろそろ出口を探した方が良さそうね。あ、お城の方に明かりが見えるわ。たぶんあそこじゃないかしら。じゃあ帰る前に要求を書き残しておきましょう。砂浜にでっかくね」


    



    　　　　友月の手を引いて起ち上がる冬上。落ちていた木の棒を拾い上げる。


    



    友月　「要求って？」


    冬上　「居残りをして働いてあげた報酬ってこと。


    　　　　前回の要求はそれなりに通っていたから、意味はあると思うわよ」


    友月　「って……冬ふゆ上がみさん、何書いてるの？」


    冬上　「え？次また私をここへ呼んだら……


    　　　　ここへ呼ばれるぐらいに出番が少なかったら許さないわよ──って書いているだけだけど」


    友月　「それ要求じゃなくて脅迫だと思う……」


    冬上　「そう？何か前にも同じことを言われた気がするわね。


    　　　　じゃあ友とも月づきさんは何て書くのよ？」


    友月　「え、私？私は……」


    



    　　　　迷いながら砂浜に文字を書く友月。


    



    冬上　「無む病びょう息そく災さい……？」


    友月　「うん、とりあえず皆が健康で一年を過ごせればいいかなって」


    冬上　「って──」


    友月　「？」


    冬上　「初はつ詣もうでかっ！」


    



    　　　　ばしんと友月の頭をはたく冬上。終幕。
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